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　待ち合わせ場所で、彼女はまた墓を作っていた。

　そういえば初めて会った時もこうだったと懐なつかしいような気分に浸ひたりつつ、クロード＝オースティンは小さな手で一心に穴を掘ほる少女に声をかける。

「ロゼ、今度はなんの墓？」

「にんじん」

「……やっぱり」

　答えは間かん髪はついれずに返ってくる。クロードは草地に腰こしを下ろした。晩ばん秋しゆうの野は平和そのもので、いちょうの木立から零こぼれ落ちた葉が細く続き、まるで黄金の川が流れているかのよう。

「だって、……五切れも残してしまったの。夕食のシチューに入ってたの、どうしてもだめで。お水をたくさん飲んで、鼻を摘まんで目を閉じて、一切れは頑がん張ばったんだけど」

「……そこまでやればにんじんも本ほん望もうだと思うよ？」

　地べたに座り込んで作業にふけっているから、仕立てのいいドレスの裾すそは、緑の草地の上で輪になって広がっている。あたりには、小枝の墓ぼ標ひようが刺ささった盛り土つちが無数に並んでいた。

　苦笑につられて、少女──ロゼは振り向いた。ぱちぱちまたたく瞳ひとみの碧あおは、頭上に広がる晴天よりも深く、きっと海とはこんな色味だろうと思えるものだ。

　十一歳になる貴族の令れい嬢じようらしく、おしゃれで、おしゃべり好きで、お行ぎよう儀ぎも習い事も完ぺきなはずなのに、なんだか風変わりな世界観を持っている少女──ロザリア＝ルクローレ。

「それで、例によってここまでハンカチに包んで持って来た、と」

「ごめんなさい、……オースティン領をお墓だらけにして。やっぱりイヤよね」

「いや、平気平気！　ごめん、責める気はなかったんだ。これからも毎日でも来てほし……」

「本当？　ありがとう！」

　どさくさにまぎれて余計なことまで言いかけた。だが、不安がよぎる間もなく、きょとんとしていた少女の顔がぱっと輝く。華はなやかな満面の笑顔だ。クロードは慌あわてて眼を逸そらす。

「と、とにかくかまわないから」

「クロード？　お顔が赤いわ。熱があるの？」

　少女の表情はめまぐるしく切り替わる。今度は少し曇くもり顔に。よく体調を崩くずす自分のことを心配してくれているのが分かって、クロードの胸にほんのりと灯あかりがともる。

「熱なんてないよ。ほら、ぼくのほうが冷たいだろ？」

　ひょいと取った手は、片手で包み込めるほど小さく温かい。安心させようとしたはずなのに、彼女は「わっ」と短く声を上げて手を引っ込めてしまった。

「ど、どうしたのロゼ？　嫌いやだった？」

「違うの！　わたしの指ドロだらけで、よ、汚れると思ってっ……」

「別に気にしないのに」

　ロゼはふいっとそっぽを向いた。そばかすの散る白い頰ほおは真っ赤に染まっていたのだが、明るい栗色の巻き毛に邪じや魔まされ、クロードに気づかれることはない。

　仕方なしに、クロードはこっそりと懐ふところを確認する。今日もまた、渡せそうにない。そこにあるのは、薄うす布ぬのの小さな包み。それから、一緒にしまいこまれている、小さな想いのかけら。

　王都で偶然にロゼと出会って、もう三年だ。始まりは、妹みたいなものだった。生命力の塊かたまりみたいにくるくるとよく動く表情や、屈くつ託たくない言葉。彼女はふたつも年下で、無む邪じや気きで。

　想いが形を変えたのはいつだろう。そばにいるとほっとするより、今はどぎまぎする。

　ずっとそばで笑っていてほしい。ずっとそばで笑っていたい。──気づけば、考えているのは彼女のことばかり。

（けど、好きなのはぼくだけなのか、やっぱり……？）

　どことなく沈しずみ込んだ風のクロードに、焦あせったのはロゼのほうだ。

「クロード、聞いて。本当に、嫌だったんじゃないから。びっくりしただけなの」

「うん」

「だってわたし、クロードが好きよ」

　どこかでひばりが高く鳴いた。

「え、……え？」

　クロードは目をしばたたき、ロゼを見つめる。言葉が一瞬脳内を素通りしていったが、理解したとたん頭が真っ白になった。だがそれも、口に出してしまった言葉の恥はずかしさに気づいた彼女が、慌てて無情な一言を追加するまでの間だった。

「ええとそう、クロードの顔が！　顔が好きなの！」

「…………そっか、顔ね、うん。顔かあ……」

　もはや目が死んだ魚のそれになりつつある幼おさな馴な染じみに、「違うの、違うの！」とロゼはますます混乱している。

「夕焼け色の髪かみと、きらきら金色の目。お人形さんみたいなお顔。クロード、とってもきれいなんだもの！　あと、声も大好きなの。澄すんで、柔やわらかくて、宝石でできた鈴すずを振るみたい。絹で耳を撫なでてくれてるみたい」

　彼の目を覗のぞき込み、勢いのまま言いきった後、ロゼはぽそぽそ付け足した。

「わたし、クロードの歌を聴きながら踊っているときが、いちばんしあわせなのよ、……って、言おうと、して……」

「……」

　しばらく固まっていたクロードは、立てた片かた膝ひざに額ひたいをくっつけ、「いきなりそういうのは卑ひ怯きよう……」と呻うめきを漏もらす。照れ隠しにぶっきらぼうな言葉しか出てこない。

「男としてはそこは『きれい』より『かっこいい』が嬉うれしいところなんだけどな」

　憧あこがれるのはやっぱり男らしい浅黒さや逞たくましさだ。病気がちで成長も遅く、十三歳の今でもいっかな声変わりの片へん鱗りんもない。少女じみた容姿や声は、クロードにとって悩みの種だった。

（けどまあ、いいか）

　ロゼが好きだと言ってくれたのだから。

　現金なもので、なんだか長いこと悩んできたのがウソみたいに、自分の顔も声もいいもののような気がしてきた。

「きれいなのはロゼだよ。ロゼが隣となりで踊ってくれるから、ぼくは思いっきり歌えるんだよ」

　少しだけ言葉を素直にしてみる。出入りの旅芸人から、こっそり珍めずらしいステップを習ってきたというロゼは、貴族のお遊びと思えないくらいダンスがうまい。銀色の飾り靴ぐつ、ナナカマドの意い匠しようと紅あかい石の耳飾り。ドレスの裾がふんわり広がって、踊るロゼは風の妖よう精せいみたいだ。

　軽やかなその足取りを目で追い、空気を肌はだで感じれば、驚おどろくほど力強い声が出た。彼女の舞まいに合わせて歌っている時だけ、クロードは脆ぜい弱じやくな身体からだのことを束つかの間ま忘れることができる。

「クロードの歌がすてきだからよ」

　ロゼはまた笑った。

「おうちで習うワルツの曲は、かたくるしくて、しんどくて。わたしのままでいられるのは、クロードの歌だけ。あなたの歌があれば、わたし誰だれより自由に舞えるわ」

「う……」

　ロゼにはかなわない。何なに気げなくするりとクロードの心に入り込んで、一いつ喜き一いち憂ゆうさせてしまう。そのくせ、その言葉にはなんのてらいも偽いつわりもないのが余計たちが悪いのだ。

　ため息をつくクロードの前で、ロゼは空を見上げ、独どく白はくのように続ける。

「わたし、ずうっとあなたのそばで踊っていたい。こんな風に、会うのにこっそり隠れなくていいところに行けたらいいのに。樹海を越えて東邦に渡って、北邦で白く凍った大地を踏んで、南邦のエメラルド色に澄んだ海を見るの。オースティンもルクローレも関係ない、誰も追いかけてこられない遠くまで……」

「ロゼ」

　ぎくりと息を吞むクロードに気づき、ロゼもはっと俯うつむく。

「ごめんなさい。言ったって仕方のないことだって分かってるのに」

「いいんだ。同じ気持ちだよ、ぼくも。……何度も思ったんだから。どうしてぼくはオースティンで、きみはルクローレなんだろうって……」

　黄おう金ごん色いろに輝く小道の美しさに比べ、葉を散らしきったまるはだかの木々は、ひどく寒々しく、無む惨ざんに見える。過ごす時がいくら優しくとも、二人には常につきまとう不安があった。

　先行きに暗い影を落とすもの──それは、彼らの家の問題である。




　樹海を挟はさんでぷっつりと別れる、東邦と西邦。──大王国の力が弱った西邦は、『西邦諸国』となり、封ほう建けん領りよう主しゆたる貴族たちが台たい頭とうして久しい。

　クロードは、オースティン旧きゆう辺へん境きよう伯はくの二男坊。ロゼはルクローレ旧侯こう爵しやくの一人娘だ。

　ルクローレ家とオースティン家は、名ばかりの王都を挟んで隣同士の領地を持つ。爵しやく位いが形けい骸がい化かした現今、両家は並び立つ西邦諸国のなかでもともに趨すう勢せいを誇り、また極きわめつけに仲の悪い二家として名をはせていた。

　二人の逢おう瀬せを知っているのは、家族の目をごまかす手伝いをしてくれ、この丘まで付き添そってくれるロゼの乳う母ばであるヘレナと、クロードの従じゆう者しやである数年来の親友だけ。

　そんな生活、いつまでもつものやら──。

　重くなってしまった空気を振り払いたくて、クロードは明るく笑って無理やり話題を変える。

「魔ま除よけの花飾り、新しいのだね。それは薔ば薇ら？　まるで本物を髪に挿さしてるみたいだ」

　栗毛の上で咲き誇る、幾いく重えもの赤い練ねり絹ぎぬの花か弁べん。つやつやと光る造花の精せい巧こうさが気になっていたのは確かで、だから別に噓うそではない。

「ありがとう。昨日あつらえたばかりなのよ」

　ロゼも気を取り直して話に乗る。それからくすりと噴ふき出した。

「けど、面白い。だってクロード、本物の紅べに薔薇だなんて見たことないでしょう。わたしだってそう。──そんなものに遭あったら、誰だって生き残れるはずないもの」

「言葉のあやだよ……」とクロードは口を尖とがらせる。いっぽうのロゼは歌うように続けた。

「薔薇、すみれ、胡こ蝶ちよう蘭らん。ねえ、そもそも花って本当にいるのかな。人喰くいの魔物だなんて、まるでおとぎ話だもの。こんな可愛くてきれいなもの、ほんとうに人間を食べちゃうの？」

「噓じゃないよ。だって今、ぼくの家には花はな狩がりがいるんだ」

　怖がらせてやろうと思ったのだが、少女は逆に瞳を輝かせて身を乗り出した。

「わあ、本当？　いま、お邸やしきにほんものの花狩がいるの？　旅芸人の仮装じゃなくて？」

「そうだよ。先週から、見回りのためにずっとうちに泊まってるんだ」

「ね、花狩ってどんな人たちだった？　花を殺せるとくべつな武器を操れる『舞まい手て』は？　魔法の歌声で花を縛しばる『歌うた姫ひめ』は？」

「うーん……とりあえず話に聞く通り、歌姫はみんな女の人で、舞手は男ばかりだったよ。性格は色々かな。ちょっと変わったのもいて……やたら能天気でむやみにワキをくすぐってきたり問答無用で空中に放り投げてくれたりする人とかさ……ああ、これ全部同じ人だけど」

　クロードはげっそりと遠くを見た。舞手の中に一人、底抜けにひょうきんな亜あ麻ま色いろの髪の男が交まじっていて、クロードにやたら絡からんでくるのだ。

「すごい、いいなあ！　わたしも会ってみたい！」

　わくわくと顔を明るくするロゼに、クロードも気を取り直して「ああ」と笑い返した。それに今日は、この花がらみでとっておきの話題があるのだ。

「彼らが言ってたことなんだけど。びっくりするよ？　──ぼくには、歌姫の力があるらしい」

「え」

「この金色の瞳が証あかしなんだって。ためしに歌を披ひ露ろうしてみたら、間違いないって！　ぼくの歌声は花を殺せるんだ。歌姫の力がある男なんて初めてだって、花狩たちはみんな驚いてたよ」

「すごい、すごい！」

　ロゼははしゃいで手をたたく。

「それじゃあクロードは、モント・フロステラへ行って歌姫になるの？」

　モント・フロステラとは、花狩の本ほん拠きよ地ちである城のことだ。

「ならわたし、一緒に行く。クロードと一緒にお勉強して、うんと鍛きたえて舞手になるわ。それで、クロードが歌で花と戦っているときに、わたしがあなたを剣で守ってあげるの」

「ロゼ、それじゃあべこべだよ。舞手は男しかなれないんだから」

　苦笑するクロードに、「だって」とロゼは頰ほおを膨ふくらませる。

「わたしだって花狩になりたい。クロードが危ない目に遭っている時に、なんにもできないのなんて嫌」

「強いなあ、ロゼは。それじゃあ一緒に行かないとだね。知ってるだろ？　あの海に浮かぶ奇き岩がん城じようは、どこの国にも属さない中立都市だっていうよ。花狩はみんなモント・フロステラで歌や戦いくさの練習をして、それから各地を飛び回って花を退治するんだ」

「わあ、素敵！　きっとよ、クロード。──あ」

　他た愛あいない約束を交わし、微笑ほほえみを交わしたところで、ロゼの顔がふと強こわ張ばった。

「ロゼ、どうしたの？」

「花が出たら……外にいたら危ないのだと、聞いたことがあるわ。だって花狩が見回りに来たのなら、近くで花嵐があったってことでしょう？」

「……それは」

　むやみに怖がらせるのではと一瞬ためらったものの、クロードは結局頷いた。

「そうだよ、それも一番怖い紅薔薇の害。隣のギアーツ旧子し爵しやく領で起こったって。村がひとつ全滅して、今はすっかり紅い花弁と緑の蔓つるだらけで、洪こう水ずいにあったみたいだって……」

「……そう」

　黙り込んでしまったロゼをなだめるように、クロードはその背を撫でる。

「大丈夫だよ。ギアーツの薔薇なら、もうみんな花狩たちが退治しちゃったから。それに、万一薔薇が襲おそってきたって平気さ。ぼくには歌姫の力があるんだ、やっつけてあげる」

「本当に？」

「本当に！」

　言うなら今だ！　心の声にせっつかれるように、クロードはロゼの手を取り、懐から包みを取り出して押しつける。

「お守りだよ！　どんな時だって、ぼくがきみを守るからって」

　きょとんとしていたロゼは、やがてゆっくりと包みを開き始める。

　中から出てきたのは、彼女の瞳に合わせた碧い石の首飾り。お気に入りだという銀色の舞ぶ踏とう靴に合わせた銀の鎖くさりで、台座から石を透かして彼女の名前が浮かび上がる特別製だ。

「きれい」

　目を見張るロゼに、クロードは勢い込んで伝える。

「……好きなんだ。これからも、きみだけが好きだよ。ずっと」

　ちょっと流れが無茶だった気もするし、心臓はばくばくいうし、顔はますます熱いし。だけど、ここで退ひいたら男がすたる。クロードはきっちりとロゼの目を見て、最後まで言いきった。

　ロゼは目をまんまるにしてクロードの顔を見つめていたが、やがて「うん」と頷うなずいた。

「嬉しい。……わたしも、クロードが大好き」

　彼女は「えい」と首飾りを自分の首にかけた。それから、「えへへ」とはにかんだように笑う。今度は、クロードがびっくりする番だった。

「本当に!?」

「本当に！」

　萌もえ黄ぎ色のドレスの胸元に揺ゆれる碧い石を見ていたら、だんだん幸せがじわじわこみ上げてきて、二人して「本当に！」と声を合わせて言ってみた。弾はじけるような笑い声が、青空に吸い込まれていく。

「約束するよ」

　小指と小指を絡め、クロードは誓ちかう。

「明日も、明後日あさつても！　きっと守るよ。花からも、……家のことからも。それで、何度だってきみに会いに来る。約束だ。だから、ずっとそばにいて」

　今だけは、木も草も風もきらきら光って、全部が祝福してくれている気がして。

　周囲の風は強くとも、二人の間に吹く風は永遠に穏おだやかでいてくれると思えた。
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「ロゼ、何かあった？」

　最近、ロゼの顔色が悪い。恒こう例れいの墓掘りもご無ぶ沙さ汰ただ。

　今日も、目の前に座る彼女は黙りこくっている。そばかすの散った頰にえくぼを刻んで、いつでもふわふわ笑っている彼女の、こんな思い悩む風ふ情ぜいなんて初めて見た。

「──わたし、カロに行くことになったの」

　クロードは目を見開いた。

　カロは、ルクローレ勢力下の貴族領。ここから馬でひと月はかかるような遠い地だ。

「……ロゼ、冗じよう談だん……だよな？」

「噓じゃないの。十六歳になったら、カロの跡あと取とりに嫁とつぐんだって。だから、今からお行儀を習うためにカロの寄宿女学校に通わなくちゃいけないって……」

　碧い瞳が、不意にじわりと潤うるむ。

「さよならを言わなきゃと思ってたの」

「ロゼ？」

「今の関係が不自然なのは知ってた。お父さまは、しょっちゅう出かけるわたしのこと、少しずつ疑うようになっていたし……こんなの、いつまでも続けられっこないって。けど」

　ロゼは、胸元から首飾りを取り出す。あの日からひと月、一日も欠かさずつけてくれているのだ。耐たえるように大きく息を吐はき出し、碧い石をぎゅっと握にぎりしめる。

「わたし、やっぱり嫌……」

　それは、おしゃべり好きで快活な彼女に似合わない、消え入るような声こわ音ねだった。

「クロードのそばにいたい。カロなんか行きたく、ないよ……」

「行かなくていい！」

　クロードはロゼの手首を摑つかんだ。掌てのひらを通して動どう揺ようが伝わってきたが、かまわず手に力を込める。

「一緒にここを出よう、ロゼ」

「クロード？」

「モント・フロステラに行こうって約束したろ？　なんとか逃げきって楽がく院いんに入っちゃえば、どっちの家もぼくらを返せなんて言えやしないよ。本当は、ちゃんと両家の仲を良くして、晴れて迎むかえに行きたかったんだけどね。……カロにはいつ行く予定なの？」

「あさっての、朝……」

　すぐじゃないか！　クロードは叫びかけた言葉を飲み込み、「それじゃ」と口を開く。

「逃にげ出すなら、明日しかない」

　あまりに急な誘いだったせいか、こぼれそうに目を見張るロゼに、クロードは少し苦笑してみせた。

「何が心配？」

「このあいだ、ギアーツに花嵐があったんでしょう。今遠くに出るのは危なくないかしら」

「平気だよ、もう花嵐は討とう伐ばつされたと言ったじゃないか。だいたい花って、見た目は植物そっくりなんだろ？　それじゃ牙きばも爪つめもない。そんなに危ないとも思えないよ」

「それでも、あなたは生まれつき身体が弱いって……お医者様にきちんとかかれる環境じゃないと、熱が出たりしたら」

「平気だよ。薬さえ欠かさず飲んでれば、最近は調子がいいんだ。モント・フロステラに着くまでの薬包さえあれば、発ほつ作さも熱もそうそう出ない」

　ロゼはそれからいくつも質問をした。どれもクロードに関する心配ばかりだ。そんなことより、彼女の真意が聞きたかった。

「ロゼは？」

　しびれを切らし、クロードは声を上げた。

「え……」

「ぼくのことはいいんだ。きみはどうしたいの」

「わたしは」

　ロゼは言葉を切り、まっすぐにクロードを見つめてきた。その瞳の碧を見て、海を何度思っただろう。本物は見たことがない。でも、モント・フロステラに行けばきっと見られる──

「わたしはあなたと一緒に行きたい」

　返事を最後まで聞かないうちに、クロードは小さな恋人を抱だきしめた。

　腕うでの中の体は温かく、柔らかな髪からは香水石せつ鹼けんの香りがする。

　その時ふと、彼女のお気に入りのナナカマドの意匠を凝こらした耳飾りが目に入った。あしらわれた小さな石の紅が、やけに強く目に灼やきつく。

　午後の十五刻、いつもと同じ場所に、家人の目を盗ぬすんでやって来ること──二人は、そう約束した。
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　こんな時に限って、としか言いようがない。翌日、クロードは急な高熱に倒れた。

　目が回ってまともに立ち上がることもできず、ベッドからどうにか這はいだしたところで、使用人に発見されて引きずり戻もどされる始末。ご丁てい寧ねいに窓まで閉めきられてしまう。

「ロゼが待ってるのに」

　焦りが押し寄せ、朦もう朧ろうとする意識の中で、クロードは歯は嚙がみした。

「無理はだめだよ、クロード。時間はまだあるし……大丈夫、いざって時は僕ぼくがなんとかして脱だつ出しゆつさせてあげるからさ。こないだ作った、新しい煙えん幕まくがあるんだよね」

　ぽんと肩を叩いてくれたのは、優しげな面おもざしの銀髪の少年だ。同い年の従者、ミゲラルド＝ブロワ──ミュゲは頭が良く、いつも不思議な発明品やら薬やらを拵こしらえてはクロードを助けてくれている。

「……いつも悪い、ミュゲ」

　今回も、ひょうひょうとした笑顔でそこそこ凶きよう悪あくなことを請うけ負おってくれた親友に、荒い息の下で詫わびを入れる。「気にしなくていいよ」と、今度は軽く苦笑された。

「って──ほんと、いち使用人の分ぶん際ざいで、主人のきみにこんな口のきき方してんのがバレたら、僕は旦だん那な様にクビにされるかな」

　時おり、彼は冗談めかしてこんなことを言う。そのたびクロードは「馬ば鹿か」と小こ突づいてきた。

「そんなこと絶対させてたまるか。ただの使用人なもんかよ。ミュゲはぼくの幼馴染で親友で、ほんとの兄弟みたいなもんなの！　親父おやじや兄貴がお前を追い出す気なら一緒に家出してやる」

「……や、それはやめようよ。きみ、濡ぬれでもしたらすぐ死にかけるし」

「そうでもないって。最近は随ずい分ぶんマシだ、雨に打たれたくらいなら肺はい炎えんと気き管かん支し炎えんですむ」

「思いっきり死にかけじゃないか！」

　苦しい息の下で、ぴらっと手を振るクロードに頭を抱かかえたミュゲは、「けどさ。長生きしようよね」と呟つぶやいた。銀髪をかきあげる手首に、蔓草で石を編み込んだ腕輪がちらつく。

「僕は、旦那様の罰ばつより、きみが死んでしまうことのほうが千倍怖い」

　親友の口調はおちゃらけたものだったが、途と端たんにクロードの胸に罪悪感がよぎる。

（……ああ、結局言えなかったな。こいつにだけは別れを伝えとこうって思ってたのに）

「どうしたの、クロード？」

「あ、いや……なんでもないんだ。ええと、おかしいよなって。……ちゃんと、いつも通り、薬やく湯とうだって飲んだのに……」

「季節の変わり目だからね、予想外に体が弱ってたのかもしれないよ？　ほら、こっちも」

　手渡された新しい薬湯を受け取り、口をつける。言われてみれば、疲つかれのせいか、いつもよりほのかに甘い気がする。一気に飲み干してから、大きく息をついた。

　クロードが最後の一いつ滴てきを飲み干すまで、その様子をじっと見守っていたミュゲは、「相変わらず一いち途ずだなあ、きみは」と苦笑する。

「ほら、ロザリア嬢じように会いに行きたければちゃんと寝ててってば。そんな有あり様さまで外に出ようとしたら、きみの苦手な亜麻色髪の花狩さんを呼んできて、『人体の限界に挑いどむ、究極の超ちよう速そく旋せん回かい肩車』や『どこまで飛ぶかな!?　天国が見える高い高い』をやってもらうからね」

「やめろ！　あれ、最中に『やべっ、落と……』とか呟かれんのがたまらなく怖いんだよ！」

「そう？　奇岩城にいる僕らと同い年ぐらいの女の子は、喜んでせがんでくるって言ってたけどなあ。……とにかく、まずは治すこと。好きな子に心配かける気かい？」

「う……、それは、困る……」

　顔をしかめつつ壁かべの大きな振り子時計に目をやると、確かにまだかなり余裕があった。少し寝ても問題ないだろう。

「ミュゲ、たのむ……一時間前になったら、起こして」

「はいよ、任まかされた」

　軽い調子だが、彼に頼めば間違いないのは分かっている。あとは、それまでに自分が少しでも元気になるだけ。熱が出た時特有の背筋を這う悪お寒かんに震ふるえつつ、クロードは目を閉じた。

（……体が重い……）

　いつもなら意識が落ちるまでもう少し苦痛に苛さいなまれるところを、すとんと眠りにつけたことを、この時は僥ぎよう倖こうと思えたのだが──




　──どれくらい、眠っただろうか。なんだか、外が騒さわがしい。

　クロードは首をもたげた。身体の調子はだいぶ落ち着いており、周囲に向けた感覚も明めい瞭りようになってくる。きっちりと閉めきられた窓板の向こうから聞こえてくるもの。

　最初は、昼間から家に人が大勢集まっているのだと思った。甲かん高だかい声、激しい物音。

（悲鳴!?）

　背筋を冷たいものが駆かけ、即そく座ざに跳はね起きた。

（何が……！）

　ベッドから飛び下りる。熱はまだ引かず、足もとがふらついたが、かまっている暇ひまはなかった。

　扉とびらは開いていた。使用人もいない。壁にすがり、身体を引きずるようにして二階の廊ろう下かに転がり出る。手すりを摑み、吹き抜けになった階下の大ホールを覗き込んだ。

　──オースティン邸ていの広いホールは、びっしりと人で埋うまっていた。

　むっとするような血の臭におい、泥どろの匂においが鼻をつく。ひしめきあった人々は、薄汚れた身体を寄せ合い、一様に沈ちん鬱うつな面おも持もちで口を引き結んでいる。

「……何があったんですか!?」

　熱のだるさも忘れて駆け寄ったクロードをのろのろと見上げ、中の一人が掠かすれた声で呟いた。




「薔薇、が、」




「薔薇……って」

「村中が花で真っ赤になって。閉めきった扉をこじ開けて、やつらが入ってきて。武器が効きかなくて、何人も喰われて……妻が、妻が荊いばらに巻かれて、血を」

　土の詰つまった爪を嚙み、うつろな目でうわごとのように呟く男を見つめながら、クロードは背筋を伝う怖おぞ気けに身震いする。

　話でしか聞いたことのない『花嵐』。知能の高い生き物──人間が代表格だ──を好んで捕ほ食しよくする、花による災害の総そう称しよう。ここにいるのは、領主館に避ひ難なんしてきた領民たちなのか。

（ギアーツの紅薔薇は、退治されたはずなんじゃ）

　こめかみを汗が伝う。その瞬間、クロードの耳に、「種が残ってたんだ……」という呟きが引っかかった。『種』とは、花の生命いのちを司つかさどる核かくだ。それをつぶさない限り、花は何度でも再生してしまう。クロードは、そんな話は聞いたことがなかった。

　唇を嚙んだクロードは、あることに気づいて息を吞む。

（──今、何時だ……？）

　緩かん慢まんに動かした視線が、壁の振り子時計を捉とらえる。──針が示す事実は簡潔だった。午後の十五刻を、少し回っている。

「ロゼ！」

　クロードは人ごみをかきわけて館の玄げん関かんへと走った。固く締しめきられ、鎖まで掛かけられた扉を、無理やりこじ開けようとする。激しい焦りで、目の前がちかちかと明めい滅めつした。

「ここを開けて!!」

「おい砂ジヤ利リ、なにやってる!?」

　急に腕を摑まれて振り返る。そこに立っていたのは、亜麻色の髪と腰の長ちよう剣けん──クロードのよく知る花狩の青年だ。服はすり切れて赤いものが飛び散り、精せい悍かんな顔にはいく筋も生傷が走る。アメジストの瞳には、見たこともないほど険けわしい色が浮かんでいた。

「外はもう紅薔薇でいっぱいだ。テメェ、薔薇の餌えさになりてえか!?」

　悲鳴は、まだ響ひびいてきていた。何か細いものが、扉を外からかりかりと引っ搔かいてくる。隙すき間まから漂ただようのは、むっとするような血の匂いと、それをさらにかき消すほど強く甘い香り。

　わずかに垣かい間ま見た外は──紅い。これは、なんの色だ。

「一瞬で……ぼくを出してくれるだけでいい！　歌姫の力があるんだ、ぼくなら助けられるはずなんだ、だから！」

「馬鹿言ってんな！　確かにお前にゃ歌姫の力はあるっつったが、今出てってもクソの役にもたちゃしねえよ！　いいから大人しく部屋で布ふ団とん被かぶってな。……今、俺の仲間が討伐に向かってる。それに、すぐ俺も行くから。余計な心配しなくても片付けてみせるからよ」

（それでも……！）

　いつもの待ち合わせ場所は人目につかない森のそばの小道。どう考えたって、救助など向かうはずがない。それに、ロゼの家は敵対貴族のルクローレ。この館に避難しているはずもない。

「嫌だ！　外にロゼが、ロゼがいるんだ！」

　感情が沸ふつ騰とうした。今なら、今すぐ行けば、あの場所まではまだ花嵐が来てはいないかも！

「出して、お願いだ！　ロゼ、ロゼぇ!!」

　拳こぶしを硬かたい扉に叩きつける。しまいに手の皮ひ膚ふが切れ、赤い血が点々と飛び散った。大人たちが、彼に憐あわれみのまなざしを向けた。はがいじめにして止めようとする青年の手に嚙みつき、腕を無茶苦茶に振り回す。拘こう束そくが外はずれた瞬間を狙ねらい、邸の奥へと駆けだした。

（部屋の窓を内側から壊こわせば……！）

　──と。

　思い切り肩を摑まれ、クロードは思わずその場に踏ふみこたえた。考える間もなく、うなじに鋭するどい痛みが走る。

「かふ、……」

　全身から力が抜け、床ゆかが目の前に迫せまった。視界がふっと暗くなる。

　──投げ出された自らの腕を見たのが、最後の記き憶おくだった。




　次に目が覚めた時、最初に目に入ったのは、見慣れた自室の天てん井じようだった。

（ロゼは）

　花嵐は。紅薔薇はどうなった。

　のろのろと身を起こし、クロードはベッドから下りた。身体が驚くほど重い。足を引きずるようにして階段を下りる。足を踏み出すたび、首の後ろが刺すように疼うずいた。

　広間は閑かん散さんとしている。こうも静かだと、全て夢だったのではないかと思えてくる。しかし、わずかに残った血と泥の臭いが、すぐさま幻げん想そうを否定した。

　扉の鎖は外され、鍵かぎは開いていた。恐る恐る、外へと踏み出す。




　──目に飛び込んできたのは、見渡す限りの紅だった。




　まるで、景色の全てが、花びらに葬ほうむられているかのような、暴力的な色しき彩さい。

（これが、花……これが、薔薇）

　頭の芯しんをしびれさせる、あの甘い香りが、薔薇の花から漂ってくることに気づく。掌に収まる程度の花は、可か憐れんとも言える姿をしていた。

　絹のように柔らかな花弁が折り重なったさまは、貴婦人のドレスにも似て、緑色のがくの上で華はなやかに綻ほころぶ。美しいとさえ思ってしまった──毒々しいまでに。

　芳ほう香こうの隙間を縫ぬって鼻をつく、錆さびついた臭い。

（考えちゃだめだ……考えちゃ……とにかく、先に……）

　教会、農家、並木道。壁には、びっしりと鋭い棘とげに覆おおわれた太い蔓が絡みつき、しなびた葉と、散り残した花弁を掲かかげている。紅と緑がもたらす巨大な死に、見渡す限りが覆われているかのようだ。かぶりを振り、できるだけ脇わき目めを振らないように、変わり果てた道を急ぐ。

（ロゼ、ロゼ、……無事で）

　危険を察して、引き返してくれていれば。花嵐が、あの場所まで来ていなければ。

（お願いだ。無事で）

　二つめの希望は、待ち合わせの目印、楓かえでの大たい樹じゆが荊に取り巻かれていたことで断たれた。

　どうか、いませんように。

　大きく息を吸い、周囲を見渡す。ひたすらに荊の這い伝う小道──そこから、にょきりと別の色の何かが突き出ていて、息を吞む。

（あれは）

　青白く、わずかに曲げられた五指。──手だ。血管の浮いた女性の手。肘ひじから先だけ突き出た黒い使用人服には見覚えがある。笑顔の優しい、ロゼの乳母。

「ヘレナ！」

　助けを求めるように宙ちゆうに伸ばされた腕に駆け寄り、慌てて手を握る。

　ヘレナは、軽く引いただけであっけなく蔓から抜けた。




　──引き出されたそれには腕しかなかった。




「ひ……！」

　血の臭いが鼻をつき、吐き気がこみ上げる。悲鳴を上げることすらできず、腕を取り落として尻しりもちをついたクロードの指に、何かが触ふれた。

　こつり。

　硬い感かん触しよくのそれを、ゆっくりと拾い上げる。掌に収めたそれには、見覚えがあった。

　紅い石の耳飾り。ロゼがいつも身につけていたものだ。

　石には、何か赤黒いものがこびりついている。同じ色が、周囲に点々と零れ落ち、先が蔓と花弁の海へと向かっていた。傍かたわらに転がる、小さな銀色の飾り靴。

「──！」

　声にならない悲鳴を上げ、クロードはその場に駆け寄った。薔薇の棘で手が切れるのも構わず、蔓を引きはがし、ひたすらにロゼの姿を探す。

　そんなはずない、だって。昨日までいつも通りで。

　そんなはずない、だって、約束した。

　モント・フロステラに一緒に行こうって。

　咽の喉どに息が詰まり、弱い身体は照りつける太陽に悲鳴を上げる。蔓の上に、血の玉とともに額からの汗が零れた。それでもまだ、蔓をはがし続ける。

　──蔓の下から見つかったのは、ずたずたの飾り靴のもう片方だった。

　クロードは絶ぜつ叫きようした。自分が叫んでいることも分からないまま。

　絶望は紅い色をしているのだと、その日彼は初めて知った。




　物語の始まりは、それからちょうど五年を数えて後のちのこと。

　あといくつまで生きられるか。そう言われていた少年は、十八にまで成長した。
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　──〝恋の病やまいだなんていうけどさ、きみの場合に限って完全に頭の病気だよね〟

　先だって親友がくれた容よう赦しやない評である。なんだとこの野や郎ろうとその時は言い返したものだが、今はあながち間違いでもない気がしてきた。
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　──モント・フロステラの楽がく院いんには、二羽の小鳥がいる。




「知ってる？　ストラウス旧きゆう男だん爵しやく領りように花が出たって」

　真っ白い壁を伝って緑光を照り返す蔓つる草くさの葉を、楽がく生せいたちのいくつもの声が弾はじいていく。

「聞いた聞いた！　鈴すず蘭らんだって？　頭からばりばり喰くわれなくても、毒を撒まき散らすとかほんとタチ悪いよ。してみると、ここは安全だよね。海に囲まれてるから、花はな嵐あらしも起きようがない」

　忍しのびやかな囁ささやきは坂道を登る。よく見ると年格かつ好こうはばらばらだが、おおむね十代の若者たちで占しめられた道は、同じ噂うわさ話に溢あふれていた。灰色の石いし畳だたみの、白はく壁へきに囲まれた細い小道。楽院へ向かう通つう楽がく路ろの、何なに気げない朝の光景。

　──と。

「あ」

　買ったばかりのドレスを自じ慢まんしていた女生徒が、ふと隣となりを通り過ぎて行った者に目を向けた。つられて数名、そちらを振り向く。

「ロザリアだ」

「『真しん紅くの小鳥』が来たぞ」

　ぼうっと呟つぶやく彼らの目を最初に射たのは、鮮あざやかな赤い髪かみ。背で緩ゆるやかに波打つそれを風に流し、少女が一人、軽やかな足取りで道を上っていく。

　年は十代半なかば。小作りな顔のなか、わずかに伏ふせられて濃こい影かげを落とす睫まつ毛げの色も、髪と同じ赤。その下の瞳ひとみは、この楽院に通う女楽生なら誰だれでも同じ──金色だ。ほっそりした肢し体たいは、黒いボレロと、白のドレスに包まれている。裾すその細かいフリルは細さい緻ちで、色のない取り合わせに散らされた赤い花飾りと彼女自身の髪が彩いろどりを添そえ、上品な調和を作りだしていた。

「ロザリア＝ルクローレ！　やっぱり今日もおしゃれよね！」

「歌うた姫ひめ候補の一年生で双そう璧へき美女といえば、やっぱりロザリアと『黄おう金ごんの小鳥』のベルガモットだわ。ベルガモットはいかにもな美人のお嬢じよう様さまだけど、彼女はちょっと可か愛わいい系かしら」

「名前だって気になるわ。ひょっとしてあのルクローレ家の系列かしら？　オースティンと並ぶ大貴族だったのに、直系の一人娘が謎なぞの失しつ踪そうを遂とげてから、みるみる衰おとろえたという悲劇の旧侯こう爵しやく家け……だとしても不思議ないわね。物もの腰ごしも優ゆう雅がで、同性でも見み惚ほれちゃうもの」

「それにあの歌唱力！　妖よう精せいか、人魚のよう。花じゃなくても魂たましいを奪うばわれる魔ま性しようの声よ」

　少し熱を帯びた周囲の雰ふん囲い気きに気づいたのか、赤い髪の少女はふと顔を上げた。

　自分に集まる視線にわずかに目を見開いてから、小首を傾かしげ、ふわりと笑んでみせる。

「おはようございます、みなさま」

　鈴すずを振るような澄すんだ声だ。歌ったら、本当に小鳥のようだろう。

　楽院きっての人気者に微笑まれ、「あいさつされちゃった！」とさんざめく生徒たちをすり抜け、少女は歩を進める。

　その後ろから、ごく自然な風ふ情ぜいで、長い銀髪を結ゆわえて肩に垂たらした青年が続く。すらりと高い背に、少し女性的にも見える優しげな面おもざし。肩には、布に包まれた彼の武器──長なが槍やりを立てかけている。あちこちから女楽生の黄色い歓かん声せいが上がったが、一方で男子楽生たちの目が、どことなく羨うらやましげなものに変わった。

「いいなあ、ミゲラルド……あいつ今日も彼女と一緒。仮とはいえパートナー同士だもんな。っていうか、ルクローレさんがミゲラルド以外の人間と一緒にいるとこ、ほとんど見たことないよな」

「あんまり同楽年の生徒とも話さないしさあ。他の女楽生と違う、独特の艶つやっぽさがあって。儚はかなげな感じで、ちょっと影があるっていうか、神秘的なとこあるよね。彼女」

「そこがまたいいんだけどな！」

　モント・フロステラの『真紅の小鳥』ロザリア＝ルクローレ。入にゆう楽がくからたったふた月で圧あつ倒とう的な歌唱力を見せつけた歌姫候補の名は、その容姿も相まって、楽院の誰もが知っている。

　瀟しよう洒しやなブーツに包まれた小さな足でしずしずと進むと、その姿は間もなく白い角を曲がり、見えなくなった。誰ともなしに、ほっと吐と息いきが零こぼれる。

「ロザリアと一緒に戦える舞まい手ては、きっと幸せよね。ねえ、二羽の小鳥はどっちが先に正式なパートナーを見つけるかな？　……彼女の相手は、この楽院の誰になるのかしら」
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「あんなこと言ってるよ、ね、聞こえてる？　『真紅の小鳥』さん？」

　──無条件にそこらじゅう謝って回りたい瞬しゆん間かんがある。

『彼女』は友人の言葉を意い図と的てきに無視し、考えごとで現げん実じつ逃とう避ひを図はかってみた。

　たとえばそう、やたらと歩きにくい自分の靴くつについてとか。どうしてこう、女ってのはかかとの高いものを履はきたがるんだ。苦行か何かなのか。

「やったよね！　『今日もおしゃれ』だってさ。やっぱ僕ぼくに任まかせてれば間違いないでしょ？」

　いらつくといえば、隣で十年来の親友が快かい哉さいを叫んでいるのもそうだ。

「最初に街で見かけた時、その白いドレスは絶対きみに合うと思ったんだよ！　縁ふちのフリルと透すかしのレースが二重になってるとことかほんと可愛いよね？　新作の黒のボレロと揃そろいのヘッドドレスで合わせようと思いつくあたり、僕って天才」

「ミュゲ……」

　ミゲラルド＝ブロワ──ミュゲのエメラルド色の瞳には、始終面おも白しろがるような色が浮かびっぱなしである。笑い上じよう戸ごで口達者なところといい、しじゅうへらへらと摑つかみどころのない性格といい、彼は幼い頃から無む駄だに変わりやしない。

「次こそ、シェンネルの香水を試してみようよ。こないだレモングラスで新作が発表されたんだって。まあきみだったら白粉おしろいやつけ睫毛はいらないか。やっぱり唇くちびると頰ほお紅べにだけと言わずにさ、瞼まぶたを青く塗ぬったりとか、がっつり化け粧しようもやってみたほうが楽しいと思──」

　立て板に水でしやべりながら次第に熱の入る親友の隣で、『彼女』は人目につかない場所を探す。

　通楽路をわざと外はずれ、角を曲がったところで、ミュゲの胸むな倉ぐらをがっしと摑んだ。ここなら、誰も見ていない。
















「──誰が試すか、自分でやれ!!　楽しいのは、おれじゃなくてお前だろう!?」

　ドレスの裾をからげ、低く声を押し殺した『彼女』は「えー？」とふざけた声を上げる親友を睨にらみ上げた。




「男がこんな格好してて楽しいわけないだろーがッ!!」




　──そう。正確には、『彼女』ではなく、彼。

　身長はミュゲの胸元に届く程度しかない。海風に煽あおられて緩やかに波打つ長い赤髪は、地毛と同じ色ではあるが、もちろんカツラ。

　もはやどこからどう見ても完全に『美少女』にしか見えないロザリア＝ルクローレ──を名乗る、実名・クロード＝オースティンは、唇の端はしをひくつかせた。

「いいじゃん、似合ってるし？　美少女が好きな男は世に数多くあれど、美少女になれちゃった男なんて希少価値抜群でしょ。……まぁ、僕なら死んでもご免こうむるけど」

「そこ、慰なぐさめるふりして本音漏もれてんぞ！」

　親友に背を向けて踵きびすを返し、石いし壁かべに挟はさまれた薄うす暗ぐらい階段を勢いよく上る。角を曲がると、目の前がぱっと開けた。

「うわ……」

　宿舎との往復で通い慣れた道からの眺ながめ。だが、これだけはふた月経たっても声が漏もれる。

　白雲の浮かぶ、真っ青な空。その下には、きらきらと光る遠浅の海。水底に、満潮で薄く沈しずんだ緑が見え隠かくれする。

　視線を廻めぐらせれば、斜しや面めん沿いにびっしりと迷路のように並ぶ町並み。屋根の上を利用して植えられたハーブの緑が、陽光を柔やわらかく照り返す。

（いまだに夢じゃないかと思う。本当に来たんだよな……）

　──海うな原ばらにそそり立つ巨大な山島の上に築かれた城じよう塞さい都市、モント・フロステラ。

　何者の侵しん入にゆうをも許さない難なん攻こう不ふ落らくの孤こ島とう要よう塞さい。潮の満ち引きによって通り道が浮き沈みする、〝奇き岩がん城じよう〟の通り名を持つ不思議なその城の名を、西せい邦ほう諸しよ国こくで知らぬものはない。

　もうひとつ、よく知られた名は〝楽院〟──『歌か楽がく』と『舞ぶ楽がく』を習う者たちの学び舎や。

「よく入れたもんだよね。いや、いきなり城下で買い込んだドレスと付け毛と化粧道具一式を前に『手伝え』って言われた時は、さすがの僕も気が狂くるったかと思ったよ」

「……悪かったとは思ってる。けど、結局助けてくれるのが、お前らしいよ」

　クロードは目を眇すがめ、試験の時のことを思い出した。

　あの時のすったもんだは、今でもはっきりと覚えている。




　事の発ほつ端たんは半年前。モント・フロステラの新入候補生募集に乗って、『歌姫になりたいんですが』とクロードが王都を訪れた時点に遡さかのぼる。

　面接官たちは、試験会場に現れたクロードを見て、「男じゃないか！」と顎あごを落とし、門もん前ぜん払ばらいしたのだ。

　モント・フロステラの花狩たちから能力を認められたのだと主張しても、聞く耳を持たない。

　金色の瞳の女の子なら、普通は歓かん迎げいされるのに。入楽するために、どんな難曲だって歌いこなせるように、血を吐はくような努力をしてきたのに。

「なんでだよ。男だってだけで歌姫になれないとか……もういっそ、女装でもするか……？」

　しかし、そんなことはもちろん不可能である。

　舞手とともに戦いの場に赴おもむけるよう、病弱だった身体を鍛きたえ、剣もそれなりの腕うで前まえまで上達したことが、余計に仇あだになったようだ。肩幅も身長もここ数年でぐっと成長し、いくら細身でもさすがに女性で通すには無理がある。遅おそかった声変わりだってとっくに終わってしまった。

　一応女物の化粧品や服ふく飾しよく品一式は買い込んだものの、「……視覚的公害でも垂れ流す気かい？」とミュゲに慄おののかれ、クロードは行き詰づまっていた。

　──だが。

「助けてあげようか？」

　救いの手は、その友人から差し伸べられた。昔から奇きっ怪かいな発明が得意な彼は、おもむろに透きとおった紅あかい水を詰めた小こ瓶びんを取り出すと、「これは最近手に入れた、紅薔薇の死し骸がいから精製したものだけど」と続けてきた。

「……なんでそんなもん持ってるんだお前」

「そう睨まないでくれよ。入手にはちょっと危ない橋まで渡ったりとかものすごーく苦労したんだからさあ。この薬を開発するのはさらに大変だったけどね」

「はあ？」

　訝いぶかしげなクロードににやりと笑い、ミュゲは意味ありげに瓶を振ってみせた。

「裏で出回ってる花の研究書とか、優秀な僕による実験の結果から分かったんだけど。これ、生き物の身体を一時的に若返らせる効果があるみたいなんだよ。若返らせるっていうか、時を巻き戻すっていうか……。要は、これがあれば、声だって外見だって、『女の子みたい』って言われてた頃のきみに戻れるってことさ」

「！」

「試飲は自分で何度かやってみたけど、大きな副作用はないんだ。ただ、時間制限はある」

　一滴につき、半日。それ以上は、飲んでも効果は変わらない。

「──で、だ。これを飲むってことは、きみの大っ嫌きらいな紅薔薇で作った薬を自分の体に入れないといけないわけだけど。さてどうしよう、兄弟？」

　それはもう是ぜ非ひもない。クロードは礼を言い、ためらいなく薬を受け取った。

　そうして十四歳まで身体の時を巻き戻もどし──あとは説明するまでもない。

　結果は一発合格だった。一度門前払いを食らわせた青年だとは、気づかれる気配もなかった。

　合格早々、彼らはそのまま故郷を出しゆつ奔ぽんし──それから半年。現在に至るわけだ。




（けど、こいつがついてきたのは予想外だった。花嵐で家族を亡くしたミュゲを、花と戦わせたくなかったのに。なんだかんだで巻き込むことになっちまった……）

　──〝薬がなくなるたびにいちいち帰ってくる気かい？　それに、きみがここに来るため練習に打ち込む傍かたわらで、僕が槍そう術じゆつを鍛えてたのはなんのためだと思う？　そんなに舐なめてもらっちゃ困るんだけど〟

　剣けん幕まくに負けて、あれよあれよといううちに結局入楽まで付き合わせてしまった。もっとも、彼は普通に舞手候補生として入楽したのだが。

「お前には感謝してもしたりないっていうか……」

「何いってんの兄弟。勝手についてきたのは僕のほうだし、困った時はお互いさまだろ。まあ、どうしてそこまで歌姫にこだわるのか疑問ではあるけどね。いくら歌姫の能力があるっていっても、きみの剣の腕なら、舞手候補でも問題なかったはずだろ？」

「……それは、分かってるんだけどさ」

　クロードはため息をつき、片耳を指先でいじる。そこにあるのは、紅い石の耳飾り。

「『歌姫』じゃなきゃ意味がないんだ」

　昔、ここに一緒に来ようと約束した人はもういない。力がなく、守りきれなかったから。

　己おのれの罪を忘れないため、彼女の名を背せ負おった。楽しむための歌を封ふうじた。薔薇を屠ほふる、そのためだけに。

「……だって、『舞手』になるのは、おれじゃないから」

　ぽつ、と小さく呟く。聞こえなかったのか、ミュゲは微笑んだまま何も言わず、急勾こう配ばいの通楽路を先に立って歩き始める。




　モント・フロステラは、ちょうどいびつな巻貝に似た形をしている。切り立った崖がけに直線の道を通すのは難しく、リボンで貝を飾り付けるように一本道がくるくると取り巻いているのだ。

　山のてっぺんには城主の館、そのすぐ下に深い森を隔てて楽院の敷しき地ちが広がり、中腹には楽生たちの暮らす寮りよう。最下層にあるのは市街地だ。

　やがて辿たどりついた楽院の巨大な純白の正門には、歌う鳥や天使、月げつ桂けい樹じゆの葉に交まじり、皮肉なことに薔薇の花も刻まれている。

　楽院から突き出た尖せん塔とう──大だい鐘しよう楼ろうの鐘かねは、沈ちん黙もくしたままだ。

「予鈴もまだだよな。結構早く着いたもんだ」

「一年生って、今日の一限は舞楽科・歌楽科共通で『首なしシスカ』の座学だもん。あの鬼おに教きよう官かんの授業で遅ち刻こくとか、どうなるか。そりゃ、近道のひとつも使って万ばん端たん整えとくでしょ」

　ちらちらこちらを窺うかがいながら「あの『美の双璧』の片方がいるぞ……」などと沸わき立つ男子楽生たちにはバレないよう、ミュゲと小声で囁き交かわす。

　門をくぐり、赤あか煉れん瓦がの道を突っ切り、第一楽がく舎しやに足を踏ふみ入れる。視界に飛び込む最初の色は緑だ。屋内にもかかわらず小さな川が流れ、植物が植えられているためだ。

　窓から外に向かって枝を伸ばし始めた大楠くすのき、白壁に緑が映えるたくさんのハーブ。この建物は、もとは古い聖堂だったそうだが、今では温室のように作り変えられ、薬草や果樹が栽培されている。

　古い獅し子しの彫ちよう刻こくの上から、ぷつりとミントを一枚ちぎり取って戯たわむれに嚙かみ、長い渡り廊ろう下かを急ぐ。両開きの樫かしの扉に行きつくと、クロードは大きく息を吸い込んだ。

（この扉を開けたら、おれは女。おれはロザリア＝ルクローレ。よし大丈夫──行くぞ）

　もはや日課と化した自己暗示をかけ、扉を力いっぱい──優雅でしとやかな風情でそっと開ける。

　にっこり笑顔で周囲に笑いかけた瞬間、ほうっとため息が漏れ聞こえた。「結構胸でかいよなあ」という男子楽生の囁きには、ちょっと気持ちがしょっぱくなる。

（……中身は詰め物の白パンですが！）

　せめて彼らがパン好きであることを願うばかりだ。ついでにみなさまお好みの花のかんばせなど、数日無ぶ精しようするとヒゲなんか生えてくるかもしれない。まだ試してみたことはないが。

「だいたい、やりすぎだと思うんだよな」

　できるだけ目立たない端っこにミュゲとともに席を取り、クロードは小声で呟いた。

「ドレスだの香水だのの知識なんて、いったいどこで仕入れてきたんだ。お前がこんなに女物の服とか化粧に詳くわしいの、おれ、ここに来るまで知らなかったぞ？」

「さてね。まあなんでも任せときなよ。なにせ天才ですから」

「それにしたってここまできらっきらの派手な女装なんてする必要あったのか？　普通に、カツラ被かぶって地味な眼鏡めがねでもかけてたら、悪目立ちせずに済んだんじゃないか？」

「まったく……分かってないねーきみは」

　やれやれといかにもな仕草で首を振り、ミュゲは「ずばり！」とクロードに指をつきつける。

「いいかいクロード、ロザリア嬢は旧王国時代からの名門ルクローレ旧侯爵家のお嬢様だよ？　きちんと成長してたら、きっと今頃おしゃれな、理想的な貴族令嬢になっているはずだ。その彼女の名前を背負うからには、相応に着飾ってしかるべきだと思うんだよね。だからきみも……」

「そうだよな！」

　最後まで聞き終わらないうちにクロードは拳こぶしを握りしめ、天に力強く宣言した。

「ロゼだったら、可愛くて可か憐れんで朗らかでおしゃれで清せい楚そで明るくて笑顔の美しい、世界人類の理想を体現したようなすばらしい女性になってるに決まってるよな！」

「へ？　あーいや、そこまで言ってな……いやいや、それなら僕も、世界一可憐なロザリア嬢演出のために全力を尽つくすよ。決して愉ゆ快かいだからとか別に僕自身が女装するわけじゃないからとかそういう理由でなく、ロゼのために！」

「ロゼのために！」

「……そーいう馬ば鹿かに素直すぎるとこ、嫌いじゃないよ兄弟？」

「？　なんか言ったか？」

　きょとんと目をしばたたくクロードの背をぽんと叩たたき、ミュゲは「覚かく悟ごも決まったところで。とりあえず準備続けよっか」と爽さわやかな笑顔を向けた。

「あ……」

　そこでふと、周囲の楽生たちの空気が変わった。風がひとすじ吹き込み、誰かが新たに教室に入ってくる気配がする。

「『黄金の小鳥』のご登場だね」

　ミュゲが囁くように告げると同時に戸口に現れたのは、モント・フロステラ双璧美女のもう一人──緑色のドレスをまとう少女。

　きっちりと鏝こてで巻いた、豪ごう華かな黄こ金がね色いろの髪。服の生き地じと合わせたヘッドドレスには、白い魔ま除よけの花飾り。少しきつめの印象を与える金色の瞳に、長い睫毛が影を落としている。淡あわく色づいたミルク色の肌、紅い唇には自信に満ちた笑み。

「うん、確かに美人だよねえ、ベルガモット。いかにも気の強そうな正統派のお嬢様って感じでさ。いやあ、春らしく新緑の色でそつなくまとめたドレスといい、さりげなくあしらわれた胸むな紐ひもの色合いといい、やっぱ隙すきがないというか。これは負けてられないねえ『真紅の小鳥』さんも」

「張り合わんでいい。明らかにあっちのが美人だしそもそもおれは女じゃない時点で論外だ」

　小声でやりとりしつつ、クロードは彼女の足取りを目で追った。

　楽院きっての歌姫候補は、クロードたちの前を通り過ぎがてら、にこりと微笑んで会え釈しやくをしてくる。慌あわてて同じ仕草を返したその鼻先を、甘い香りがくすぐっていった。

（ベルガモット＝アルメリア。モント・フロステラの城主の娘なんだよなあ……そりゃ、優ゆう秀しゆうなわけだ。入試の成績だって、同期で一番だもんな）

　同じ教室で授業を受けたこともあるが、話をしたことはあまりない。

　競うつもりなど毛頭ないが、入楽当初から二人並んで評されることが多いせいか、「なんとなく気にかかる同級生」として認識している相手だ。

「僕らと一緒に入楽したのに、もうあらかたの基き礎そ技術は身につけてるそうだよね？　そろそろ彼女なら、『序詞オーバーチユア』が授じゆ与よされて正式なパートナーが見つかってもいい頃だ」

「だよな……」

　モント・フロステラ所属の花はな狩がりたちがパートナーを組むのは有名な話だ。現にクロードたちは、仮のパートナーを組まされている。クロードの相手は今のところミュゲだ。

「正式なパートナーは、『序詞オーバーチユア』が授与されないと見つからない。ちゃんと相手が見つかっていない歌姫は、本来の力が出しきれないんだっけ？　見つかったパートナーはどっちかが死ぬまで変更がきかないっていうし、気になるよね。どんな相手になるか」

「どんな相手でもかまわない、早く歌姫になれるんなら。双璧美女だとか言われてちやほやされてても、おれのほうはまだ授与の気配もないんだもんな」

　ミュゲが軽口を引っ込め、ふと何か言いかけた時だ。

「これからあの『首なし』ゼラニウムの授業かあ。嫌いやだなぁ」

　ふと、背後でぼやく同級生たちの声が耳につく。大きな声だったので、自然と意識が向いた。

　ゼラニウム＝シスカ教官は、座学と舞楽の実技で教きよう鞭べんを執とり、また楽院の教官中でとびっきり指導が厳しいことでも有名だった。

　その風ふう貌ぼうは、『世界中の不幸を一気にしょい込んだような暗さ』と評される。

　無む造ぞう作さに切った黒髪とアメジストの双そう眸ぼう。怜れい悧りな顔立ちは青白く表情が抜け落ち、おまけに常に首を深しん紫しの布で覆おおっていることから、楽生の間ではもっぱら『首なし』の通り名で呼ばれている。──あいつ、血も涙もない厳しさからして、ホントは首がないんじゃないか、というのが命名の由来だそうだ。

「あいつ東とう邦ほう人とか名乗っといて、ホントは『花はな堕おち』だったりして。いっつも首に布巻いてるのは、花を取り込んだ証あかしが体に浮き出てるのを隠してるとかな。髪色もぴったり」

　花は土に根を張るものだが、新しい『種』だけは生きた人間の体に植え付けられる。胸の悪くなる話だが──芽吹く養分にするために。花堕ちとは、血肉を啜すすられ朽くち果てるはずの人間のほうが、逆に『種』を取り込んでしまった事例のことだ。

　おぞましい花を宿すだけでも気味が悪いのに、その髪は黒く染まり、果ては人知を超えた能力が備わるのだとかで、花堕ちは忌いみ蔑さげすまれるのが常である。ごくまれな存在であり、彼らも迫害を避さけて身を隠しているため、見かけることはまずない。

　どっと笑う楽生たちを横目に、隣で同様に聞き耳を立てていたミュゲが、「あーあ、あんなに騒さわいで。聞こえるよ」と呟いた時だ。

　唐とう突とつに大教室の前扉が開き、全身黒い衣装を身にまとった長身の男が入ってくる。上着には、貝かい殻がらの上に薔薇を吞のみ込む竜りゆう──モント・フロステラの紋もん章しよう。おまけになぜか、鳥を肩に乗せている。

（やばっ、鬼教官、もう来たのか！　まだ準備終わってない！）

　彼は、一回目の試験でクロードを『男は帰れ』と容赦なく落としてくれた筆頭試験官でもある。入楽したらしたで、なぜか、普段からやたらとクロードを目の敵かたきにしてくれるのだ。クロードだけ山のような特別課題を出されたり、ちょっとした間違いをしただけで怒ど濤とうの皮肉を聞かされたりと、正直嫌われているとしか思えない。

　ただでさえ厄やつ介かいな相手なのに、教材も机の上に出していないところなんて見られたら、どんな罰ばつを言い渡されるやら。クロードは青ざめ、慌てて長机備え付けの筆ひつ墨ぼくの箱を開けた。
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　青空が茜あかね色に染まる。白い石で造られた家並みや、楽舎の高く突き出た鐘楼も、一様にほの赤く染め上げられる夕暮れ時は、モント・フロステラで最も美しい時間のひとつだ。

　一日かけて詰め込まれた授業の疲つかれを吞のみ込んで、宿舎に通じる楽舎の正門にもたれかかり、クロードは天を貫つらぬく鐘楼を見上げる。

（遅いな、ミュゲの奴やつ。舞楽科の実技が長引いているのか？）

　思わず、掌てのひらを広げてみる。その中に握られていた懐かい中ちゆう時計と、沈黙を保たもつ鐘を見比べ、ため息いきをついた。淡たん白ぱくな意い匠しようの時計盤は、午後十九刻を示している。

（やばいなぁ……もうすぐ、薬の効果が切れる。新しいのを調合してもらう約束があったけど）

　少量ずつしか使えない薬でも、毎日使えば結構な量が要いる。足りなくなるたび、彼はどこからともなく材料を調達しては新しいものを作ってくれており、さすがに申し訳なくなって「教えてくれたら、自分でやるから」と申し出たこともあったが、その都つ度どはぐらかされてきた。

（あいつはどうしてここまでしてくれるんだろ）

　ふと我に返るたび考える。

（そういえば、いつからか急に槍の練習に打ち込み始めたよな。あいつもロゼとは仲が良かったし、三人で遊んだこともあったっけ。……ミュゲも、彼女の敵が討うちたかったのかな……）

　はあっとため息をつき、赤く染まった空を眺める。海辺のここでは故郷と違い、鴉からすではなくかもめが夕焼け空を飛び回る。

　──歌ってるクロードはきれい。

　幼い声が耳の奥にこだまして、クロードはそっと苦笑した。あの時戯れで交わした言葉通り、自分はモント・フロステラに歌姫候補として入った。

（きれいよりかっこいいのほうが嬉しいなんて言ったけど。今のおれを見たら、きみはなんて言うかな）

　──いやまあ、見られたくもないわけだが。

　それに、いまだ実戦に出るどころか、『序詞オーバーチユア』も授与されていないのだから情けない。

（ミュゲは、もう自分の『銘めい持もち』を造ってもらってるってのに）

　花は、特殊な武器を使わなければ狩ることができない。東邦から輸入した不思議な金属──玉たま鋼はがねと、独特な製法。それによって造られる、男性にしか扱えない武具を『銘持ち』と呼ぶ。

　舞手候補は、ある程度の実力が認められれば、専用の『銘持ち』を造ってもらえる。ミュゲは、故郷オースティンでも五指に入る槍の遣つかい手でもあった。早々に自分だけの長槍を手に入れて、クロードの一歩先を歩んでいる。

（……考えても仕方ないんだけどさ）

「ここで何をしている？」

「何ヤッテル、コノ砂ジヤ利リ」

　考え事は、唐突に現実に割り込んだふたつの声によって強制終了させられた。

　前半は、低く深みのある声。後半はきんきんと耳に刺ささり、明らかに人間のものではない。

（まさか……）

　ざっと頭から血の気が引いた。

　恐る恐る振り返ったクロードの目に飛び込んだのは、紫色の布で首を覆った長身の男だ。思わず顔が引きつる。

（げっ……！　『首なし』シスカ!?）
















　相変わらず、その眉み間けんに刻まれた皺しわも厳いかめしい──はずなのだが。

「ぷらぷらシテネェデ、早ク帰リナ！」

（いっつも思うけど……なんで、鳥を連れてるんだろ）

　黄色い羽毛に、ぽっと赤い頰が愛らしい。黒衣の肩にちょこんと留とまったオカメインコの流りゆう暢ちようにしてぞんざいなしゃべりを聞きつつ、クロードは毎度のことながら首を傾げた。

　インコがしゃべる間、シスカ教官はむっつりと黙したまま肩に乗った相棒が話し終えるのを待っている。見た目が暗いぶん、なんとも言えない絵え面づらだった。

（よりによって、こいつに見つかるなんて！　おれ、この毒舌インコ苦手なのに！）

　見た目は癒いやし系のインコだ。クロードも鳥という生き物は嫌いではない、のだが。

「何ジトット黙だまッテヤガル！　テメェ、薔薇ノ餌えさニナリテエカ!?」

「いえ！　すみません！」

　当のオカメインコから怒ど鳴なられて、クロードは思わずびくっと姿勢を正す。

「ルクローレ、ここで何をしていた？　楽生が不必要に楽舎に居残ることは感心しない。早く帰寮することだ」

「は、はい」

　人間味を感じさせない声で淡たん々たんと話すシスカ教官に頷うなずきつつ、クロードは心中で呟く。

（ぼやぼやしてたらまた特別課題でも食らいそうだし……仕方ない、今日は諦あきらめて帰るか）

「す、すみません……」

　少し怯おびえているような芝しば居いをしつつ、クロードが一歩下がった時だ。

　どくん。

　心臓が、急にぐんと重みを増した気がした。

　激しい動どう悸き。こめかみからどっと汗が噴ふき出し、顔から血の気が引き始める。

（やばっ……こんなところで！）

　体の急激な不調。薬の効果が切れる──元の姿に戻る予よ兆ちようだ。

「どうした……？」

　急に顔色を変えたクロードに、シスカ教官が訝しげな顔になる。クロードは、別の意味で嫌な汗が背を伝うのを感じた。

（やばい……やばい！　こんなところで戻りでもしたら──確実にバレる！）

　いろんな意味でおしまいだ。

「なんでもありません、失礼します」

　早口に伝えて踵を返そうとした腕が摑まれ、がくんと引き戻される。

「なんでもないという顔色でもないだろう。医務室に行ったほうがいい」

　教官は珍めずらしく優しかった。おかげでクロードのほうは泣きたくなった。

（いーえ医務室なんて行ったほうが死ねますから！　確実に『女装して女子宿舎に潜もぐり込んでいたド変態』として逮たい捕ほされるし！　その優しさ、今限りなく不要なんです教官!!）

　そうこうするうち、動悸は激しさを増し、視界が霞かすんだ。いよいよ時間がない。このままでは、間もなくぱっつぱつのドレスに身を包んだ十八歳の変態男ができあがる寸法だ。

　とっさに白い楽舎を振り返る。一室だけ、窓が開いているのが見えた。──あそこだ！

「歩けないなら、肩を貸すが……」

（仕方ない！）

　教官は本気で心配してくれているようで、ちょっと良心が痛んだが。クロードは思いっきり息を吸い込み、ありったけの声で叫さけんだ。




「きゃあああチカン──!!」




「は……!?」

　突然痴ち漢かん呼ばわりされ、面食らった教官の手が緩む。すかさずクロードは振り払った。

「失礼します！」

　そこから、振り返りもせず一目散に駆かけ出す。インコが何事か叫ぶ声が聞こえたが、もう気にしている余よ裕ゆうはなかった。
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（探しに来るなよ、来るなよ……！）

　息を殺して身を縮こまらせていたクロードは、手を組んで心の底から祈いのった。

　──闇やみが落ちた第一楽舎。放課後に油を売っている楽生は滅めつ多たにいない。楽院には大きく分けて五つの楽舎があるが、日が暮れきる頃には、だいたい全部ががらんどうになる。

（誰もいない……か？）

　さらに、巡じゆん回かいの足音が去って、全ての明かりが消され──そこでやっと、慎しん重ちようにあたりを見回してから、クロードはのそのそと隠れていた教きよう壇だんの下から這はい出した。

「着替え、楽舎ん中に隠しといて正解だった……」

　誰もいない教室で独りごちる。声は、もうすっかり低くなっていた。

　体型を無理やり変えるのは、成長痛が一気に襲いかかってくるようなものだ。まだぎしぎし痛む体を無視して、取り外したカツラを丁てい寧ねいに巻き、脱ぬいだドレスでくるむ。手探りで着替えた男物の衣服の下、伸びた手足の感かん触しよくを確かめた。

（ってか、一応命拾いしたけど明日から確実に死んだ。あの鬼教官をチカン呼ばわりとか）

　ミュゲの薬がこんなに早く切れるのは初めてだ。最近、効きき目が少し不安定になってきたような気がする。

　ぼんやりと月明かりに照らされた教室の隅すみには、壁に埋うめ込まれた大きな鏡。軽く体てい裁さいを整えるため覗き込むと、紛まぎれもない自身の姿が映うつし出される。

　うなじで切られた髪。広い肩幅と、女性と言い張るには無理がある上うわ背ぜい。すっと通った鼻び梁りようといい、薄い唇といい、先ほどまでとはまるで印象が違って見えた。顔立ちは端たん正せいでも、どことなく野性味を添そえられている。細身だがよく鍛えられた体つきに、すらりと伸びた手足。

　真っ赤な髪と金の瞳は女の姿をしている時と同じでも、──どこからどう見ても『男』にしか見えない。

　今やすっかり青年姿に戻ったクロードは、軽く息をつき、髪をぐしゃりとかきあげた。

（これがドレス着て「ごめんあそばせ」なんて言いながら闊かつ歩ぽしてりゃあ、まあ誰も『美の双璧』だとか言わんわな）

　胸から取り出した白パンをもそもそ齧かじりつつ、鏡に向かってふっと生なまぬるい笑顔になる。

　さて、これからどうするか。

（ミュゲに悪いことしちまった。あいつのことだから、事情を察して五分と待たず帰ってくれてると思いたい。問題はどうやって女子宿舎に帰るかだ。もう薬は使えないし……）

　厄介なことに、ミュゲの薬は切れてから四時間は間を置かなければならない。

（そうだな……『嘆なげきの森』を抜けてみるかな）

　楽舎の裏手から城主の住むアルメリア邸てい、そして女子宿舎周辺までは、巨大な原生林が広がり、舞手たちの実習に使われている。楽院ができる前からあるという古い森だ。

（アルメリア家の私有地だから、夜間、楽生の勝手な立ち入りは禁止されてるけど……それだけに人目につくこともないだろうし）
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　ほのかな月の光が、ぼんやりと闇に沈んだ木々の形を浮かび上がらせる。

　クロードは携けい帯たい用のナイフで視界に垂れてくる蔓を払いつつ、『嘆きの森』を急いでいた。

　楽院に入ってふた月になるが、この森に入るのは初めてだ。鳥の声も獣けものの気配もない。命の息吹いぶきを感じさせない静けさに、ぞっとしないものを覚え、ことさら勢いよく蔓を薙なぎ払った。

（とっとと出ちまおう。木は茂しげってるが、孤島の一部だろ。そんなに深い森じゃないはずだ）

　黒く染まった葉の合間から顔を見せる月と、傾けい斜しやの向こうに見える家々の明かりを頼りに、ひたすら出口を目指す。このままだと、夕飯を食いっぱぐれる心配も出てきた。

　ため息をついて、目の前の低木に手をかけた時だ。

　──しゃん。

　澄んだ小さな音ね色いろを耳が拾い、クロードは足を止めた。

（なんだ？　これ……鈴？）

　しゃん、しゃらん。音は、比較的すぐ傍そばから、一定のリズムで響ひびいてくる。

　人がいるのか？　こんな時間に……こんな場所に？　気づけばクロードは、音に向かって歩を進めていた。鈴の音をかき消さないように、足音を殺して。

　三分ほども歩いた頃──ふっと、目の前にぽっかりとひらけた空間が現れた。

　まっすぐ歩けないほどびっしり生えていた木々がなくなり、降り積もった落ち葉が、ぼんやりと青白く照り映えている。まるで自然の作った舞台のようだ。

　不意に──その落ち葉を、編み上げ靴の小さな足がかさりと踏んだ。

「！」

　驚いて顔を上げたクロードの視界で、くるりと白い指先が円を描えがく。銀色の閃ひらめきが夜闇を切り取った。思わず、はっと目を瞠みはる。

　──少年だ。小柄な黒髪の少年が一人、月光の舞台で踊おどっているのだ。

　年の頃は十五、六といったところだろう。夜目にも冴さえ冴ざえと白い、小作りな顔。ほっそりした手首には、幾いく重えにも鈴を絡からめた装身具が巻かれている。東邦風の、黒い詰つめ襟えり衣装の腰に巻かれた布のサッシュがひらひらと舞う。まるで、夜風に遊ぶ蝶ちようのように。

　手に握られている、幅はばが狭せまく反そり返った見慣れない剣──あれも、東邦のものだろうか。

（すごい。あれは、剣けん舞ぶか？　舞手用の基本型は舞楽科との合同練習で見たことあるけど、あんな型は見たことない）

　剣が閃き、天から受けた銀光を刀身に流す。磨みがかれた鋼はがねの表面には、びっしりと薔薇の紋もん。

　見慣れない動き、見覚えのない相手。そのはずなのに。

（きれいだ）

　耳の奥で懐なつかしい声がする。

　──〝わたし、うんと鍛えて舞手になるわ……〟

　思わず口元を押さえ、顔をしかめる。

　クロードの目が、完全に少年から外れた時だ。

　首筋にぴりりとした違い和わ感かんを覚え、クロードは息を吞む。

　──右！

　直感に従い、反射的にナイフを水平に払うと、ちょうど頸けい動どう脈みやくのすぐ上でがちりと金属質な音がした。右腕にかかる、激しい負ふ荷か。

「くっ！」

　片腕だけで掲かかげたナイフに、びりびりと衝しよう撃げきが走った。剣の修練も怠おこたらなかった甲か斐いがあって、とっさに防げたはいいものの、何が起こったかさっぱり分からない。

（って、このナイフ……本来はハム果くだ物ものチーズ用なんだけど！）

　考えても仕方ない不安がちらりとよぎった、その時だった。

　突然腹に鋭するどい打だ撃げきを受け、クロードは後ろに吹き飛ばされた。背中から地面に叩きつけられ、目を閉じて苦痛をやり過ごす。回し蹴げりを食らったのだと理解する前に、今度こそ喉のど笛ぶえにひやりと冷たい気配が突きつけられる。気管から、空気がおかしな漏れ方をした。

「げほっ、……」

　軽い脳のう震しん盪とうに顔をしかめてから、クロードは薄目を開けた。すぐ目の前、息がかかるほどの距きよ離りに、先ほどまで少し離れた場所にいたはずの少年の顔がある。剣舞に使われていた刃やいばが、今は自分の首に押し当てられているのだと理解するのに、さらに一拍を要した。

　それでも──クロードは、状況も忘れて少年の顔に見入った。

　髪と同じ色の、長い睫毛。その下の瞳は碧あおい。もっとも、それらが見えるのは右目だけ。左は、長く伸ばした前髪と、その下の黒い眼がん帯たいに覆い隠されているのだ。

（……人形か、こいつは）
















　その表情には、人間らしい温かみが一切ない。鋭く、荒すさんだ瞳。そこに見え隠れする、ごく事務的に浮かんだ殺意。それが自分に向けられているのだと分かり、ごくりと咽の喉どが鳴る。

　ふと、──仰あお向むけに転がされたクロードの上に圧のしかかるようにして首に刃を押し当てていた少年の瞳が、何かに気づいたかのように収縮する。

「……ひと？」

　中性的な、だが静かで無感動な声が夜闇を震わせた。張り詰めた空気から一転、きょとんとしたような呟きに、クロードのほうが呆あつ気けにとられる。

　ひと呼吸の間を置いて。

「見りゃあ分かるだろうが!!」

　思わず怒鳴りつけると、相手はぱっとクロードの上から飛びのいた。猫みたいにしなやかで俊しゆん敏びんな動きだ。

「……」

　少年は、全く興味をなくしたようだった。無言のまま、くるりと背を向けてしまう。事態が飲み込めない。クロードは首だけもたげてその背を見送ってしまった。

　やがてその背が完全に見えなくなってから、ゆっくりと身を起こしてみる。ひどくぶつけた後頭部が少し疼うずいたが、それ以上に、自分の身に起きたことが不可解すぎて頭が痛い。

　──「ひと？」だって？

　なんだと思っていたのだ。人でなければ見境なく斬きりかかるというのも大問題だが。

　──けれど、向けられた剣も叩き込まれた蹴りも、恐ろしく速かった。この真っ暗闇で、月と気配だけを頼りに正確に踏み込んできたのだ。彼こそ、本当に人間か。

「なんだったんだ、あいつ……」

　ぼんやり声に出して呟くと、ふわふわ浮いていたような思考に、急に現実感が戻ってくる。

　なんにせよ、できれば二度とお近づきになりたくない類たぐいなのは確かだ。

（……とりあえず、帰るか）

　なんだか、踏んだり蹴ったりだ。立ち上がって服についた土を払い、クロードは少年の去った方向を見つめた。もう、今日は早く帰って寝てしまいたい。

　ただ──月光に照らされた剣舞は、夢のように美しかった。滑なめらかに空を刻む銀光が、まだ強く瞼の裏に焼きついていた。
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「へーえ？　夜の森で、知らない男の子に押し倒されて襲おそわれたのかい。道理で待ち合わせ場所にいないと思ったら、またずいぶん乙女おとめっぽい危機に遭あってたもんだねえ」

　翌朝──夜の出来事をミュゲに話したところ、実に嫌いやな読み替えつきで感心された。クロードは口達者な親友の頭を一発小こ突づいてから、ため息をつく。

「本当、さんっざんだよ。結局誰だれかは分からずじまいだし……ただ、舞まいは本当にすごくて……」

「で？　そいつ、どんな容姿だったんだい？　……おっとクロード、教官が入ってくるよ」

　ミュゲの予告とともに、がらりと教室の扉とびらが開く。入ってきたのは、肩にインコを乗せたゼラニウム教官だ。相変わらず、見ているほうが憂ゆう鬱うつになりそうな陰いん気きな顔つきである。

（うっそなんで!?　一限はこいつの授業じゃなかったはずだけど！）

　クロードは必死に目を合わせないように俯うつむいた。親切を無む下げにしたどころか痴ち漢かん扱いした、昨日きのうの今日だ。いま会いたくない人物番付で堂々一位もいいところだというのに。

　しかし、教官の様子は、いつもの授業とはちょっと具合が違っていた。じろりとクロードのほうを一いち瞥べつしたが、とくに気にすることもなさそうな風ふ情ぜいで話し始める。

「諸君。授業の前に、紹しよう介かいしておきたい者がいる」

「者ガイルー」

　百人は収容できる大教室。そこに、低く静かな声と、それを追いかけるようにきんきんと高い声がこだまする。

「今日から、一年生に編入生が来ることになった」

「ナッタゼー」

（編入だって!?　そんなのできるなんて聞いたことないぞ、どういう特例だよ！）

　驚おどろくクロードの前で、教官が扉に向かって促うながす。

「入れ」

　声に従い、静かな足取りで小柄な影かげが入ってくる。ゆっくりと教きよう壇だんに上がるその人物を見た瞬しゆん間かん、クロードは声を上げそうになった。

（噓だろ!?）

　無む造ぞう作さに切った黒くろ髪かみ、左目には黒い眼がん帯たい。東とう邦ほう風の黒い衣装。幅広の青い布をサッシュ代わりに腰こしに巻き、手首には金や革の装身具をいくつも絡からめている。

「自己紹介を」

「……ノワール＝クロエ」

　ぼそり、と一言名を告げる。簡潔に過ぎる自己紹介だ。

「あの服装だし、黒髪ってことは東邦の出身かな？　あの上着の柄がら、独特でいいなあ。うん、クロードの次のドレス、東邦風にしてみても面おも白しろいかもしれないね。小物も可か愛わいいし」

「……」

「彼の『銘めい持もち』、初めて見る拵こしらえの剣だね？　東邦のものなのかな。焼やき入いれにはどの花が入ってるんだろ。刀とう身しんの銘めい紋もんが見れたら分かるんだけど。椿つばきかな、すみれかな」

「……」

「聞いてるのかい？　まるで幽ゆう霊れいでも見たようなアホ面づらだよ？」

　こっそり囁ささやいてくるミュゲに、曖あい昧まいに頷うなずく。無論頭には入っていない。

「クロエは優秀な人材だ。流れの舞まい手てから花はな狩がりの技術を学び、実戦経験も積んでいるとのことで、特別に編入を許可された」

（舞手だったのか。道理で、動きがきれいだと……いや、そんなことは）

　教官の説明を聞きながらふと浮かんだ感想を、クロードは慌あわてて振り払う。

「許可サレタゼー。コンナやせっぽちノちびダケドナー！　……むぎゅ」

　余計な軽口を叩たたくインコのくちばしを無表情のまま肩ごしに摘つまんでいったん黙だまらせ、シスカ教官は淡たん々たんと続ける。

「明日には背を預けるかもしれぬ仲間として、ともに修練に励はげむように。……では、席へ」

「座レヤー」

　インコに促された少年──ノワールは、居並ぶ楽がく生せいたちの中にベルガモットの姿を見つけると、ちょっとだけほっとした顔になった。

（ベルガモットの知り合いなのか？　──なんだ。感情がないわけじゃないのか）

　もっとも、表情が浮かんだのはほんの一瞬にすぎなかったが。昨日、人形じみた無表情で咽の喉どに刃やいばをつきつけられた身としては、なんとなく印象に残った。

　──とにかく。

（さすがにバレはしないと思うけど……あんまり、近寄りたくない）

　いきなり斬きりかかってくる危険人物なのもそうだし──本当の姿を見られたというのが、どうにも落ち着かない。

「ちなみに」

　クロードがひそかに決心していると、教官が思い出したように付け足した。

「舞手候補には周知と思うが。昨日、諸君らの同期の中から正規パートナーのひと組目が選出されたことを報告しておく。──ベルガモット＝アルメリア、ミゲラルド＝ブロワ。そうだな」

「！」

　よく聞き知った名前が呼ばれ、クロードははっと顔を上げた。「はい」と頷いたミュゲは、教官に気づかれないよう、小さく肩を竦すくめてみせる。

「ごめん、クロード。昨日は、それで約束に間に合わなかったんだ。急に選定式があったから」

「……そうなのか」

　教室内にため息が満ちる。しばしば「ミゲラルド、この羨うらやましい奴やつめ……」「双そう璧へき美女と両方とも仲がいいとかずるいぞ」「呪のろわれろ」などと男子生徒のぼやきも混じったが、教官の「静せい粛しゆくに」の一言で静まり返る。

（ミュゲのパートナーが、ベルガモット）

　これで、ミュゲはまた一歩先に進んだ。それは、素直に祝うべきことのはず。

（なんだろ……モヤモヤする……）

　クロードは動どう揺ようを押し隠かくし、隣となりに座る友人を肘ひじで小突いた。

「やるじゃないか幸せ者。楽がく院いんいちの美人が相手だなんて。モント・フロステラ城主の娘とパートナーっていったら、大だい抜ばつ擢てきだぞ」

「いや……彼女の声に反応して光ったのが、たまたま僕の武器──『きみかげ』だったんだよ。なんだか妙みような感じだな、いきなりだったから。けど、これで仮パートナーから外はずれちゃったね」

　なんでもないような口調。クロードは、「……そっか」と軽く笑えんだ。少し、頰ほおに力が入り、唇くちびるがいびつに歪ゆがむのを感じる。

（ミュゲは、もうちゃんとしたパートナーも見つかったんだ）

　成績順に決まる『序詞オーバーチユア』の授じゆ与よだが、二番手のはずのクロードにはまだ声がかからない。今朝も情報掲示板を見に行ったが、自分の名前はやはり挙がっていなかった。

（焦あせったって仕方ない。……そんなこと分かってる。今は、自分にできることをするだけだ）

　じりじりと胸を焼く黒い思い。一刻も早く──花を狩る力が欲しいのに。

　着実に先へと進む友に比べ、自分はまだ、立ち止まったまま。

　なんだか取り残されていくようで。それがたまらなくもどかしかった。
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　午前中に立て続けにあった座学も明けて、時刻はお昼どき。

　例によってミュゲと二人で食堂に出かけたクロードは、ぼうっと席で頰ほお杖づえを突いていた。

「食べないの、クロード？　冷めるよ」

「ああ、いや。食うよ」

　ミュゲに訝いぶかしげに問われ、クロードは慌てて首を振る。確かに、目の前で湯気を立てる昼食は美お味いしそうではあった。本日のメインは、プレ・サレット羊のグリル。

　プレ・サレット羊は、遠浅の海の広がるモント・フロステラ周辺の特産である。潮しおの染み込んだ干ひ潟がたで育った草を食べて育つ羊の肉は、あらかじめほんのりと塩味がきいて、とろけるように柔やわらかい。それから、ふんわり泡あわ立だてた卵で作ったオムレツと青野菜を挟はさんだバゲット。

　正直、食欲はあまりなかったが、無理にでもフォークを握にぎる。赤みを残して焼きあげられた肉を小さく切り、静かに口元に運ぶその仕草を見て、ミュゲが肩を竦めた。

「……まさに貴族の令れい嬢じようの鑑かがみ！　って優ゆう雅がさだよね。よくもまあ、そう器用にこなすものだよ」

　クロードは微笑ほほえみ、ごまかすように答える。

「ロゼの名前に傷なんか付けらんないからな。ここに来るまでに女性のマナーや仕草をいろいろ研究してきたんだよ。たとえば、脇わきを締しめると仕草が女性っぽく見えるし、ナイフとフォークの角度は皿に対して斜ななめ三十度、人差し指を軽く添そえて小刻みに動かすのが秘ひ訣けつ」

「うん、自じ慢まんげに無む駄だな知識をありがとう。……口を開くと途と端たんに台無しだねえ、きみ」

　──と。

「ごきげんよう、ルクローレさん」

　不意に、金色をまとう少女が目に飛び込んでくる。光こう沢たくのある薄うす桃もも色いろのドレスに、雪のように白いボレロ。よく見れば上着は細さい緻ちなレースでできており、さまざまな模も様ようを蜘く蛛もの巣のようにかがり込んである。

（ベルガモット？　……だけじゃないな）

「まあ、こんにちは」

　隣に佇たたずむ小柄な黒ずくめの少年もしっかり視界に収めつつ、クロードは即そく座ざに『ロザリア』印の猫を頭からひっかぶった。だるそうな表情から、華はなやかな笑顔に切り替える。

　手品のような変わり身に呆あきれていたミュゲも、気を取り直して片手を上げる。

「や、ベル。どうしたの？」

「ごきげんようミュゲ。よろしければご一緒しません？　せっかくパートナーになったんですもの。それにわたくし、ルクローレさんとは一度お話がしたいと思っておりましたの。実はそっちが本命だったり。ね、いいでしょう？」
















　昼食を載のせたトレイを両手で軽く掲かかげて微笑む彼女は、絵に描かいたようなお嬢様口調だ。しかし、不思議と嫌いや味みには感じない。

「喜んで」

　笑顔で頷きつつ、一瞬ふっと眼めを逸そらす。あまり人とは関わりたくないが、やむをえまい。

（それに……あの編入生もか。知り合いかと思ったのは気のせいじゃなかったんだな）

　なんとなく身構えてしまう。一方で、パートナー一日目にしてすっかり打ち解けたらしいミュゲとベルガモットは、隣で軽口を叩き合っている。

「わあお、それ、僕はオマケってことかい」

「だって、あなたいっつも彼女を独ひとり占じめしてるんだもの。けど、素敵でしょ？　可か憐れんな小鳥を二羽もおびきよせられるなら、オマケも光栄でなくて。左右並んでとびきりの声でさえずってあげましょうよ、ルクローレさん。そうだ、あなたのこと、ロザリアって呼んでいい？」

　苦笑するミュゲの隣りん席せきに腰を下ろしつつ、ベルガモットはころころと笑った。髪色と相まって、本当に優美なカナリヤのようだ。

「どうぞ。それじゃ私も、あなたのことをベルガモットって呼んでいい？」

「もちろん！　ベルでいいですわ、そう呼ばれるほうが好きだもの。よろしくね、ロザリア」

（案外冗じよう談だんが通じて気さくな人だな、ベルガモット。いや、ベル）

　握あく手しゆを交かわしつつ、クロードは彼女の後ろにもちらりと目を向ける。

　ベルガモットの明るく愛らしい空気と対照されると、余計にノワールの無機質な隙すきのなさが際きわ立だった。腰には相変わらず、黒い鞘さやに収まった、例の珍めずらしい形状の剣──少し反そり返った細身の片刃刀。彼は、片時も自分の『銘持ち』を手放そうとしなかった。

　しゃりん。腕につけた銀鈴の音だけ、持ち主に似ず柔らかだ。会話の糸口に聞いてみる。

「ノワール……さん。おしゃれな鈴ね。それは何？」

「花除よけの実用品」

「……さ、さようで」

　風情もへったくれもなかった。思わず遠い目になる。

「ところで、ミュゲとロザリアって……くしゅんっ」

　何か話しかけたところで、ベルガモットは小さなくしゃみをした。クロードは思わず上着を貸そうと脱ぬぎかけたが、ノワールのほうが行動が早かった。

「ベル、寒い？」

　自らの上着の留とめ金に指を伸ばしかけ、途中で手を止める。彼はそのまま立ち上がり、間もなくブランケットを借りて戻ってきた。

「大丈夫？」

　少しだけ柔らかい表情でドレスの肩にブランケットをかける少年を見て、クロードは首を傾かしげる。

（ベルには優しいんだ？　彼女はミュゲのパートナーだし、こいつとも話ぐらいしとくべきか）

　クロードは、ちょっとだけ彼に対する認識を改め、にこりと微笑む。

「これからよろしく、ノワールさん」

　しかし、計算された繊せん細さいさで伸べられた手を一瞥したノワールは、いっかな動く気配はない。

「あの、ノワールさん……？　これから、仲良くしてくださいね……」

　クロードがしびれを切らして言い直した、瞬間──




「興味ない」




　時間が凍こおった。

「……へ？」

　ばっさり、という表現を思いついた人は天才だと、他ひ人とごとみたいにクロードは思った。

　脳が全力で現実逃とう避ひに走る。それぐらい、見事なまでの『ばっさり』だった。

（こいつは、今、なんて……？　ハハ、いくらなんでも）

「あなたには興味ない。仲良くしなくていい」

「…………」

　今度こそ間違えようもない。いっそすがすがしい域いきの失礼さだ。青ざめたのは隣にいたベルガモットのほうだった。

「まあ、ノワール!?　なんてこと言うんですの！　初対面の女の子に……」

「先に行ってるから」

　取り合わずにさっさと席を立つ小柄な黒い背を、クロードは固まったまま見送った。

（興味、ないって……おれ、なんかしたか……？　されてんのはこっちだよな。昨日は腹に蹴けりいれられて喉のど笛ぶえに刃物つきつけられたと思ったら、今日はこれか……？）

「ごめんなさいロザリア！　あの子どうしたのかしら、いつもはあんなこと言わないのに」

「……いえ、いいの。気にしてなんかないわ。きっと緊きん張ちようしてたのよね、ええ、そうね……」

　慌てて謝るベルガモットには如じよ才さいなく手を振りつつ、内心でクロードは吠ほえた。

（わっけわかんねえ──！）

　無ぶ愛あい想そなだけならまだいい。なんなんだあの野や郎ろう、気分が悪いにもほどがある。

（ああもう、やっぱ近寄らないのが最善だ。はい決定！）

　改めて固く心に誓ちかう。実は少しだけ話してみたかったなんて、……気の迷いに違いない。

　──が、この決心が引っくり返されるのは、わずか三十分後のことである。




「なんだこりゃあ!?」

　楽生にとっての情報収集の場、大広間。巨大な楠くすのきに守られた大掲示板に躍おどる文字を見て、クロードは絶ぜつ叫きようした。ぎょっとした男子生徒が数人こちらを見たが、気にしている余裕はない。

（午後の予定を見に来ただけなのに……！　どうなってやがる!?）

「おーい悲鳴が素すだよ、野太くなってるよロザリアさーん。……あ、そっか。僕との仮パートナーが解消されちゃったもんね。新しい仮パートナーって、相手のいない人同士で楽院から適当に割り振られるんだっけ」

　一緒に掲示板を見に来たミュゲがのんびり頷いている。

「よかったじゃんクロード。知ってる人でさ」

「いいわけあるか！　なんで──」

　後が続かない。クロードは目をこすり、ぴらりと貼はられた青紙に目を戻もどし、もう一度ゆっくり文字を読んでみる。




『新規仮パートナーの発表　──ロザリア＝ルクローレ、ノワール＝クロエ』




「なんっで、よりによってあいつなんだ!?」

「知らないよ。僕的には楽しければもうなんでもいいし」

「お前最近おれの不運楽しんでるよな！」

（ノワールが、これからおれの仮パートナー!?　正式パートナーが決まるまで、歌舞合同実技はずっと一緒で、試験も進級も何もかも共同責任!?）

「何そんな気にしてるの……って、そっか、きみを押し倒したのは彼だとか言ってたっけ」

「蹴り転がされて殺されかけた、の間違いだよ！」

　誰か噓だと言ってくれ。祈いのりを込めて何度も何度も一覧表を読み返したものの、残念ながら途中で文字が入れ替わってくれたりはしなかった。

　代わりに、親友が輝く笑顔で死し刑けい宣告をくれる。

「いやーハズさないねえ。単純に女装するだけじゃなく、自分になびかない男と敢あえて組んでみちゃう心意気やよし。そのすばらしい徹底ぶり、尊敬するよ兄弟？」

（──くそくらえ兄弟！）

　口に出さずに済んだ自制心は我ながらあっぱれだ。




　馬鹿笑いし続ける親友を置いて、クロードは掲示板をあとにする。とりあえず、一人で頭を冷やしたい。次の教室に向けて階段を上がりながら、げっそりとため息をつく。

（仮なんだからいつか解消されるんだけど、気が重いったらない。さて、どーすっかなあ……）

「ロザリア！」

　そこでふと、後ろから呼び止められた。小鳥を想わせる軽やかな声とは今日話したばかりだ。振り返れば、予想通りの少女が下の踊り場からこちらを見上げている。

「まあベル。どうしたの？」

　はがれ落ちかけていた女の子の仮面を慌てて顔に押し戻したクロードに、乱れた金髪を手ぐしで整えながら、ベルガモットは切りだす。

「ちょっとお話ししたかったのですわ。今日のお昼はノワールがごめんなさい」

　腰に手を当ててふっと息をつく姿は、どことなく弟を思う姉のようだ。その件は気にしてないと返しかけ、結局黙る。正直、思いっきり気になっている。なにせ──

「さっき掲示板を見たのだけど。あなた、ノワールと」

「そう、仮パートナーになったとこ」

　まさに考えていたことを計はかったように言われ、クロードは斜め下を見た。投げやりになったせいで、若じやつ干かん口調がぞんざいになりかける。

「やっぱり、気になっていたみたいね……」

　ベルガモットは申し訳なさそうに笑うと、釈しやく明めいのように付け足した。

「あの子、ずっと流れの舞手のお師し匠しようと二人きりで樹海を渡り歩いていたから、人付き合いが得意じゃなくて。ちょっとぶっきらぼうに見えてしまうだけで、本当はとってもいい子ですの」

（ちょっとぶっきらぼうって、ありゃそういう問題じゃないだろ）

　腹の底で毒づいたが、あくまで顔には出さない。代わりに、話を逸らすことにした。

「二人は仲がいいのね。まるで姉きよう弟だいのよう。どういったご関係なの？」

　あからさまだったかなと思ったが、相手は気づかず話に乗ってくれる。

「幼おさな馴な染じみなのですわ。ノワールのお師匠さまも東邦人だけれど、わたくしの父ととっても仲が良くて、近くに寄るたびあの子も一緒に顔を見せてくれたの。実は今回の編入も、その方の強い要望で、『ちゃんとした花狩の技術を学ばせておきたい』って、急に決まって。それで今、ノワールはうちのお邸やしきに住んでますの」

（ああ、それでベルガモットの前でだけはちょっと人間っぽい表か情おをするのか。あんなに無愛想で目つき荒すさんでるのにな）

　表向きにこにこと微笑みつつ、淡々と毒を追加製造するクロードに気づかず、ベルガモットは距きよ離りを縮めてさらに何か言おうとした。彼女の小さな足がひとつ階段を上る、その時だ。

「あっ……」

　かつん。そのかかとが、段を踏ふみ外した。金色の髪が風圧で広がり、彼女は悲鳴を上げる間もなく後ろに大きく傾ぐ。

「危ねえッ！」

　ためらわず、クロードは踏み込む。ひと足で彼女のもとに飛び降り、細い腕うでを摑つかんだ。勢いにのまれて諸もろ共ともに転がり落ちかけるのを、片手で手すりを摑んでくいとめる。がくん、と肩に強く負ふ荷かがかかった。

「おいっ、大丈夫か!?　どっか怪け我がしたんじゃ……」

　翻ひるがえったドレスが、ふわりと元の位置に納まった。引き留めた態勢のままぴくりとも動かない少女に、クロードは血相を変える。

「いえ、なんともないですわありがとう……けど、ロザリア、あなたその口調……？」

「へっ？」

　一瞬なんのことか分からず、思考が凍る。一拍置いて理解したら、今度は血の気が引いた。

「あ、イヤ、その、これは違っ、おれは別に、っておれじゃなくて私っ」

　弁解しようとしたら墓穴を掘ほり進んだ。ますます相手の顔が怪け訝げんになるのに耐たえられない。

「あの、ロザリアって……ほんとうは」

「ちゃんと女の子です！」

　反射で答えてから気づく。逆に怪あやしさ満点だろう。だが、相手は意外な反応をくれた。

「いえ、そこはさすがに疑ってませんわ。ただ、本当はそういう話し方をする女の子だったんですわね。あまり話しているのを聞いたことがなかったから、少し驚いて」

「あー、いや、その」

　苦笑するベルガモットに、クロードは青くなって目を泳がせる。

「けど、いいと思いますわ」

「え？」

「だって普段のあなたは、そんな風なのでしょう？」

　わくわくと瞳ひとみを輝かせるベルガモットは、噓を言っているようには見えない。クロードは肩の力を抜き、「……実のとこ、そう」と口を開いた。

（……ここまでバレたら、もう下へ手たに取り繕つくろうほうが不自然だよな）

「女なのにこんなぞんざいな口調って、初対面でドン引かれたら困るだろ」

　ため息交まじりに告白する。伏ふせるところが大きすぎるだけで、本音は本音だ。

「ホントはひらひらした服とか、重たい髪飾りも好きじゃない」

「そうなの？　でも、なぜだか納なつ得とくしましたわ。不思議と違い和わ感かんがありませんもの」

　ぎくりとする。──まあ、それはそうだろう、なにせ本当は男だし。

「けど、それでかもしれませんわ。ノワールの昼間の態度」

「……へ？」

「あの子は気配にさといから」

　ほのかな笑みを上らせた唇。なんだか読めない表情を前に、クロードは首を傾げる。

「わたくしはちょっと楽しいですわ、なんだか内ない緒しよができたみたいで。秘密を着飾るのは女の子の特権ですもの。ふふ、じゃあ、わたくしもあなたの前では楽にしていようっと。改めてよろしくお願いしますわね、ロザリア」

「……ありがとう」

　鈴を振るような澄すんだ声で笑うベルガモットを見ていると、次第に緊張が解けてきた。

　──優しい人なのだ、と思う。あの無表情な少年が懐なついているのも納得できる。

「女性の特とつ権けんって言えば、さっきは一緒に転がり落ちなくてよかったよ、こんな靴くつだし。女の子ってなんでこうかかとの高い靴を履はくんだろうな？」

　気を緩ゆるめて、さすがに本音を零こぼしすぎた。幸いベルガモットが気にした様子はない。

「あら、そんなの決まってるんじゃなくて」

「だ、だよなーっ。イヤ分かってるんだけど、足をきれいに見せるため……」

「いけすかない殿方のつま先を思う存分踏みつけるためですわ」

「…………」

　晴れやかな美しい微び笑しようが、さっきまでとちょっと違うものに見えた。気のせいだと思いたい。
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　思いがけずベルガモットと親しん交こうが深められたのはいいが、事態は何も好転してはいない。クロードのパートナーは依い然ぜんとしてノワールだ。

　ベルガモット情報によれば、よっぽど馬が合わない時以外、パートナーの変更は基本的に許されないらしい。

（そもそも……息を合わせる以前に間がもつか……っていうか、会話が成立するんだろうか）

　ひとしきり青くなり、いっとき落ち込むところまで落ち込んだクロードだが、午後の授業が終わる頃にはなんとか踏ん切りがついた。

　──どうせ、いつかは誰かと組むことになる。それに、何より重要なのは。

（おれは今、ロゼの名前を借りてるんだぞ。明るくて朗ほがらかで笑顔が最強に可愛い彼女なら、相手が誰だろうと優しく接して、すぐに仲良くなれるはず。昔は警けい戒かい心しんが強かったミュゲと最初に引き合わせた時だって、すぐ打ち解けたくらいだし）

「相手が得体の知れない東邦の野生児だろうと、どんと受け留める懐ふところの深さもないようじゃ『ロゼ』の名前に傷がつく！」

　隣で帰る準備をしていたミュゲが、そんなクロードに半はん眼がんで呆れている。

「とうとう逃にげ出すかなーと思いきや……きみ、ほんとロゼが大好きだねえ」

「馬鹿野郎、大好きなんてわけあるか。──愛してるんだ！」

「差が分からないよ兄弟」

　額ひたいを押さえる親友の言葉は聞こえていない。

（うじうじ悩なやんだって仕方がない。なんとしてでも良好な関係を築いてやろうじゃないか。えー……、まずは膝ひざ詰つめて話して、お互いを多少なりとも理解するところから）

　結局のところ、出会ってまだ一日なのである。それでここまで苦手意識を持たせてくれるのはある意味才能だが、そこは誤差の範囲内。個性のうちだ。どだい偏へん見けんはよろしくない。

　そういうわけで、ベルガモットからの「放課後、みんなでお茶しません？」とのありがたい誘さそいを断った。彼女がいると、ノワールは他の人間と話さなくなりそうだからだ。

　楽生たちが散っていくのを横目に、見た目は男女だがその実むさくるしい男二人でしっぽり話をすべく、ノワールを誘いに行ったのだが──

「どこ行ったんだよ、あいつは」

　思わず声に出してしまう。どうせ周囲には誰もいない。

　──〝あら、ノワールと二人で帰りますの？　そういえば、一緒に帰りましょうっていう誘い、あの子にも断られましたわ。座学が多くて勘かんが鈍にぶるから、放課後は修練に使いたいって言ってたかしら〟

　ベルガモットの言葉に従えば、彼はまた『嘆なげきの森』に入っている可能性が高いという。

　場所的に、嫌でも出会いの場面を思い出すクロードとしては、「お前わざとか、わざとなのか」と首根っこを摑んで揺ゆさぶりたい衝しよう動どうに駆かられるが。

（けど、気持ちは分からなくもないんだ。時間の許す限り、少しでも前へ進みたい、一秒だって無駄にしたくない。おれだって同じように歌の訓練を積んできた。この手で薔ば薇らを殺すために……）

　暗くなりかける思考を、頭を振って無理やり追い払う。今は、過去の感傷より仮パートナーとの親交だ。

「えー、ノワールさーん？　出てきてくださーい」

　日暮れ前でうっそうと暗い『嘆きの森』に踏み込み、間延びした声で呼びかける。

　緑の葉を透すかし、赤みを帯びた木こ漏もれ日がドレスに影と光で斑まだら模も様ようを描く。女ものの瀟しよう洒しやなブーツは、尖とがったかかとが土に沈しずんで歩きにくいったらない。

　腕にぶら下げたバスケットには、さっき買ったばかりのレモンパイ。白いメレンゲにうっすらついた焦こげ目が純粋に美う味まそうだった。つまむものでもあったほうが話が弾はずむかもしれないし、食べ物で釣つれまいかという腹もある。

「甘いお菓子もありますよー。……つーかいい加減出て来いよ、野生動物かお前は」

　最後にぼそりと付け足したところで、急にばさっと頭上から何かが降ってきた。

「ぎゃっ」

　短く叫んで近くにあった木の幹に縋すがったクロードの目に、太い枝に膝をかけて上からさかさまにぶら下がってきたノワールの顔が飛び込んでくる。

（どうして普通に現れない!?）

　喉元まで出かかった文句を唾つばごと飲み込み、クロードは顔じゅうの筋肉を総動員して「こんにちは」と笑顔を作った。

　一方のノワールは、無言で木から飛び下りると、わずかに首を傾げてくる。

「何か」

（おおい！　初しよつ端ぱなから文節単位の切り返しか！）

　我が慢まんだ。辛しん抱ぼう強く、おおらかに、を呪じゆ文もんのごとく唱える。

「話をしたいと思って、あなたと。パイでもつまみながら……どう？」

「話？　わた……ぼくと？」

　きょとんとした顔をされた。ごくわずかにでも表情がつくと、親しみやすい気がしてくる。

（──これはいける気がする）

「まだ知り合って間もないし。ちゃんとお互いのことを理解できたらいいなって。それで、自主練なんかもいっしょにできたら嬉しいなーなんて……」

　少しばかり自信を持って、クロードがそう言った時だ。

「なぜ」

　ノワールは眉まゆをひそめ、ごく自然にそう返してきた。

　なぜ、も何も。掲示を見ただろう！　そう言いたかったが、ぐっと飲み込む。

「いえ、ですから。仮とはいえ、パートナーだし……」

「いらない」

　簡潔だが、はっきりとした拒きよ絶ぜつの言葉。提案に振り降ろされたそれはあまりに唐とう突とつで、──クロードは呆あつ気けにとられ、しばし言葉を失った。

「パートナーなんていらない。あなたと一緒にいる必要性も感じない。足手まといだから」

　クロードが黙っている間に、ノワールはさらに淡々と続ける。

　だからこそ逆に、かっと赤いものが腹にこみ上げた。

「ふっ……ざけんなよ」

　こっちだって願い下げだ、何を考えているのかさっぱりな根暗野郎なんて。そう言ってやろうかと思ったが、口をついて出たのは別の言葉だった。

「お前が必要なくても、こっちはお前が必要なんだよ！　仮でもなんでも、パートナーと息を合わせられない歌姫は前に進めないんだ。だいたいお前、おれのことろくに知りもしないのに足手まといだなんてよく言えたもんだな。おれだってお前のことなんか知らねえよ。理解不能な謎なぞの野生動物でも相手にしてる気分だよ」

「なら、わ、……ぼくと一緒にいなくても問題ないはず……」

「うっせえ！　だから」

　相手の言葉を遮さえぎって、碧色の隻せき眼がんにまっすぐ視線を合わせる。




「理解できるまでつきまとってやるよ！」




「え……？」

「それから本当に足手まといか確かめてみやがれ。おれのこと理解できましたもう勘かん弁べんしてくださいって言わずにはいられないくらい、べったりへばりついてずぶずぶ親交深めてやるよ！　お前の平へい穏おんな沈ちん黙もくを毎日くだらねえ世間話で埋うめてやる！」

　一気に言いきった後、ぜえぜえと肩で息をする。歌うよりよっぽど気力を使った。

「まずはこれ、召し上がれ！」

　どさり。

　持ってきたバスケットを乱らん暴ぼうに地面に置くと、クロードはくるりとノワールに背を向けた。

「ええと、……ロザリア？」

　背中ごしに、ノワールが戸と惑まどう気け配はいが伝わる。だが、もう振り返る気は起きなかった。




（──なんなんだ、いったい！）

　クロードは森を歩きながら、どうしようもない苛いら立だちに駆られていた。

（なんで、おればっかり一方的にあいつのこと考えてるんだよ。割に合わない）

　悪態をつきながらも、やはり脳裏をかすめるのはあの美しい舞まい。踊る彼が見たい気持ちは否定できない。叶かなうことなら自分の歌で──一瞬でもそう思ったのに。

　──と、その時だ。

（歌……？　誰か、歌姫候補が練習してるのか）

　それは少し遠く、かすかなものではあったが。安定感のある歌声は正確に音階をとらえつつ、甘く強く、滑なめらかで艶つやがある。耳にした者の心を一瞬で摑んで離さない。

（この声……ベル？）

　歌楽の実技で、何度も聞いた。ベルガモット＝アルメリアの歌声だ。

　声を辿たどって森を抜け、楽がく舎しや裏に出る。建物の壁かべでうまい具合に陰かげになったところに、ぽっかりと隠れた空間ができていた。こんなところで自主練習だろうか？　邪じや魔ましては悪いので、こっそり覗のぞき込んだクロードの目に、見慣れた銀色の髪がよぎる。

（──！　ミュゲ）

　目を閉じ、歌声を響かせるベルガモットの傍かたわらには、その声に合わせて舞の型をなぞるミュゲの姿があった。鈍く輝く槍やりの穂ほ先さきが、流れるように大気を薙なぐ。

　──花狩の『歌』は歌詞を必要としない。言葉を使うのは最初に唱える『序詞オーバーチユア』のみで、あとはただ旋せん律りつをなぞって術を紡つむぐ。そして舞手は、歌姫と一心同体で花を狩る。ゆえにその修練も、歌に合わせられるよう舞ぶ楽がくの型が基本となるのだ。

（すごい）

　クロードは目を瞠みはった。ミュゲの動きは、自分と組んでいた時よりもずっと伸びやかで洗練されていた。とても、昨日合わせ始めたとは思えない。

（本当のパートナー同士だと、ここまで差が出るなんて──それに比べて、おれときたら）

　片や正式パートナーと着実に上を目指し、片や仮の相手とすらまともに話もできないでいる。

「……」

　クロードは黙って彼らに背を向けた。

　なんともいえないみじめさがどっと押し寄せてきて、身体からだから力が抜けていくみたいだった。
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　それから、早くも三日が経過した──のだが。

（つきまとい宣言したはいいんだけどなあ）

　クロードはうなだれていた。寮りようの自室の前で扉に両手をつき、ぐるぐると反省する。

（あれからもう三日だぞ、三日。……ぜんっぜん話もできてないってのに）

　追いかけては逃げられ（おまけに、本当に自然に撒まいてくれるのだ）、話しかけては会話が成立せず、そうこうするうちにまた逃げられと、日がな鬼ごっこに時を費ついやす羽目になった。

（鬼ごっこってか、イタチごっこ？　なんでここまで避さけるよ、オイ）

　落ち込んだ状態で授業に出るものだから、さらにうまくいかない。今日など運悪く『首なし』シスカの座学だったものだから、「あの野良猫めどうやって料理してくれよう」と考え込んでいた矢先に当てられて、しどろもどろになった挙あげ句く、山のような皮肉を頂ちよう戴だいする羽目になってしまった。もちろん、オカメインコから。

　それでも、クロードは辛抱強くノワールを追いまわし続けた。これからも話しかけるのをやめるつもりはない。ここまでくると、まさに意地だ。

「よし」

　ぐったり懐なついていた扉から気合を入れて身体をもぎ離し、ノブに手をかける。

　楽院の女子寮は新旧二つあり、クロードの部屋は人気の低いオンボロ旧宿舎の三階だ。建物も設備も古いし、『嘆きの森』が近くまで広がっていて薄気味も悪いのだが、すべて個室である上に、人も少ないのがありがたいところである。

（食べ物で釣るか。いや、こないだはそれで失敗したんだった。ベルに立ち会ってもらうとか？　それにしたって根本的な解決じゃない。おれ自身が話せなくちゃ意味ないし、また『あなたとは仲良くできません』てな一刀両断を食らえば振り出しに戻る……と）

　頭をぐじゃぐじゃとかき回す。

（まずい、煮に詰つまってきた……頭、冷やそう。もうすぐ薬も切れる頃合いだし）

　湯を浴びたら早く寝てしまおう。そう思って──部屋に入るべく扉を開けた瞬間、ばったりと目があった。

（……へ？）

　思考が一瞬凍りつく。一度休みの態勢に入った頭の動きはひどく鈍どん重じゆうだ。

（目があった？　って──なんでだ。ここはおれの一人部屋だ。目があうってことは人がいるってことで、ってことはそれは不ふ法ほう侵しん入にゆうってことで、つまり──えええ!?）

　知り合いなら笑って数発どついて済ませるが、残念ながら自室のバルコニーに立っていたのは、ギョロリとした目の、いかにもガタイのいい見知らぬ男だった。

　いきなり部屋の主あるじが帰ってきたので相手も面食らったらしく、場に冷たい沈黙が落ちる。

「し……」

　静せい寂じやくを破ったのはクロードだった。

　相手の手に握りしめられているものに気づいたせいである。くしゃくしゃになっているが、見間違えようもなく──洗って干しておいた、白い……ドロワーズ。

　つまりこいつは、まさかの、

「下着ドロボー!?」

　自分でその単語を叫さけんでおきながら、改めて顔から血の気が引く。

（ちょっ、待てって噓だろ!?　確かに、『転びでもして男物の下着が見えたら、マズいでしょ』なんてミュゲの提案に乗って普通の下着の上から女物履いてたのは自分でも不ぶ気き味みだって自覚あるけど！　けど、いくらなんでも下着ドロボー!?）

　一瞬の動揺を突き、男は大きく鼻の穴をふくらませると、さっと踵きびすを返してバルコニーから下へと飛び降りた。

「待て、このッ……!?」

　慌てて駆け寄るが、すでに相手は無事に着地を決め、女子寮の裏手にある森に向かって駆けだしたところだった。舞手候補なのか、無駄に高い身体能力だ。

（おれの下着なんか、盗ぬすんでどうする気だ!?）

　一、愛めでる。二、売る。三、自分で履いて幸せに包まれる。

　世の、盗まれた女性の下着たちが辿たどると思おぼしきおぞましい末路が浮かんだ。

（ひいいッ!!　考えるんじゃなかった……！）

　第一、野郎に下着を盗まれた事実だけで軽く死ねる。女性にならいいってもんでもないが。

「泥どろ棒ぼう！　した……えー、手に持ったものを返せ！」

　具体的名称を叫ぶのはためらいつつ、クロードも追いかけて飛び降りる。ドレスは風でまくれるわ三階だったので足に衝しよう撃げきが響ひびくわでさんざんだが、かまっている暇ひまはなかった。

「……あれ？」

　どくん、突然心臓が大きく脈みやく打うち、走り出した足がもつれる。奇き妙みような浮遊感があり、身体からかくんと力が抜ける。

（って、ここで薬切れ……噓だろ!?）

　気力で倒れ込むのは防ふせいだが、そのまま壁に肩をぶつける。下着泥棒はすでに森の入口にさしかかっていた。

（げっ……！　あんな視界の悪いとこに逃げ込まれたら一巻の終わりだ）

　そうこうするうちにも身体は軋きしみを上げ、意識が朦もう朧ろうとし始める。それでも男の矜きよう持じにかけて、下着は捨て置けない。

（ちくしょう、息が苦し……どうす──、あ）

　森の奥から見覚えのある小柄な影が出てきたのは、その時だ。

「ノワールッ！」

　ありったけの大声に、黒ずくめの少年はふと顔を上げた。クロードはかまわず叫ぶ。

「そいつ、泥棒！　捕つかまえて!!」

　一瞬その顔に動揺らしきものが走ったが、彼はそのまま下着泥棒の行く手に立ちふさがる。

「ど、……どけ、このチビ!!」

　男は癇かん癪しやくのように叫び、腰から両刃の剣を引き抜く。細身で小さなノワールを見て、少し脅おどせばすぐに退ひくと思ったらしい。そのまま剣を振りかぶった。

　──一方。相手の持つ鋼はがねのきらめきを視界に収めた途端。

　ふ、とノワールの目の色が凍こごえた。元々少なかった感情の色が完全に消え、氷海の冷たさへと。クロードははっと息を吞のむ。

（あの瞳。……おれと初めて会った時も、あんな）

「どかねえと容よう赦しやしね──へ？」

　きん、と澄んだ音が響き渡る。

　気づいた時には、下着泥棒の剣は弾はじき飛ばされて地べたに転がっていた。次の瞬間、柄つか頭がしらが彼の顎あごを跳はね上げ、鋭するどい蹴りがのけぞった胸に叩き込まれる。吹っ飛ぶ巨体を前に快かい哉さいを叫ぶべき場面で、クロードはぞっとするような焦りに心臓を鷲わし摑づかみにされていた。

（こいつ……！）

　紛まぎれもない殺さつ意いを載せて、その喉笛にためらいなく銀光が一いつ閃せんするのを認め、不調も忘れてクロードは走る。

「待てッ！」

　──がきんっ。

　刃の嚙かみ合う、鈍い金属音。ぴりっとした痛みに視線を落とせば、風圧でわずかに裂さけた自らの手から赤いものが滴したたっている。目の前には、呆ぼう然ぜんとこちらを見つめる碧の隻眼。

（ああもう、この間から大だい活かつ躍やくだな、このハム果物チーズ用ナイフ！）

　足元には、意識を刈り取られた下着泥棒がのびている。首と胴体は離れていない。間かん一いつ髪ぱつだ。

「なんで……」

　どこかぼんやりとした声で呟つぶやくノワールを睨にらみつける。クロードはノワールの剣を弾き、目の前の白い頰をはたいた。

　──ぱしん。音は、思ったより高く響く。

「……ッの馬鹿!!　正気に戻れ！　いきなり殺そうとする奴があるか!?」

　相手は、打たれた頰を押さえることもなく、呆気にとられた様子で見上げている。

　その顔があまりに無む防ぼう備びなので、急にどっと後こう悔かいが押し寄せた。

「いや……悪い。助けてくれたのに殴なぐったりして。まずはありがとう。こいつ捕まえてくれてさ。とにかく剣引けよ。ほら」

　返ってくる沈黙がひどく痛い。罪悪感が胸の中で重みを増した。思わず、目を逸らして俯く。

「……ごめん」

　もう一度謝ろうと口を開き、──自分が言うはずだった言葉がなぜか聞こえ、顔を上げた。

「ノワール？」

　目に入ったのは、最初出会った時と同じ後ろ姿。

「待っ、……」

　剣を収めて背を向けたノワールに、とっさにクロードは続く言葉をかけることができなかった。顔は見えないけれど、──みるみるうちに遠ざかるそれには、なぜだか焦りとも動揺ともつかないものが滲にじんでいるように見えたのだ。
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　下着泥棒には、その後無事にしかるべき処分が下された。なんでもスゴ腕の舞手候補の上級生だったらしい。それがお気の毒に懲ちよう罰ばつ房ぼう行きである。クロードのほうはあれからすぐに男の姿に戻ってしまったが、後から駆けつけたミュゲがうまく処理してくれた。──例によって、酸欠で倒れる直前まで笑われたのは言うまでもないが。

　解決してくれたノワールには、改めて礼と詫わびを言いたかったものの──

「また捕まらないし！」

　翌日の夜。寮の自室からすっかり暗くなった森を見下ろし、クロードはため息をついてバルコニーの手すりに頰杖を突く。今日に限って妙に薬の効ききがよく、まだ少女姿のままだ。

（今日は、舞楽科と被かぶる講義がなかったから仕方ないけど。あの表情、……気になったのに）

　気になるのはそれだけではない。

（剣を抜いた瞬間、別人みたいになった。それなりに名の通った上級生を相手に、冗談みたいに強かったけど……あんな、捨てばちで何かにとりつかれでもしたような）

　夜風が梢こずえを揺らし、赤い髪を巻きあげて月光と絡めていく。静かな夜だ。とても。

　考え事にはちょうどいいから、逆に触ふれなくていいところまで思し索さくが届く。ふと思い立って自室を後にし、階段へと向かった。

（……ほっとけないのに、話せない。理解したいけど、分からない……）

　一階上は屋上なのだ。部屋と違って、四方がぐるりと見渡せるから、木々の隙間からわずかに街の明かりも見下ろせる。ちらちらと枝を透かして輝く様子は、星ほし屑くずのようにも見えた。

「ロゼ、なら……」

　ぽつりと呟く。あの、明るく笑顔の絶えない少女だったら。

（すっと心に沁しみ込む言葉をくれた彼女なら。どうやって、相手との壁を破ったろう？）

　あの、誰にでも手を差し伸べられるおおらかさが理想なのに。借りた名に恥はじないよう在りたいのに。ちっとも、近づけない。──今は自分こそが『ロゼ』なのに。

（──だめだ。これ以上暗くなっても仕方ない）

　クロードは大きく息を吸い、呼気とともに旋律を声に乗せてみた。一瞬、迷めい惑わくになるだろうかとやめかけたが、時間はそう遅おそくないし、下階の窓はどれもぴったりと閉まっている。

「──……」

　ほんの気晴らしのつもりだったが、咽喉を声が滑すべる感触に、自然と没ぼつ頭とうしていた。

　宝石の鈴。絹の音色。昔そう評された声は、高く低く、時に強く時に弱く。歌詞のない旋律だけの歌となり、夜の闇やみに溶け、森に落ち、大気に染み込んでいく。

　──そのままどれぐらい経たっただろうか。ふっつりと、クロードは歌を止めてみた。そのまま、なんとはなしに手すりのすぐ傍そばまでせり出した木の枝に目を向け──

「え」

　がさり。

　そこで不意に、枝を覆おおっていた葉が揺れた。首を傾げたところで、手すりの下からにょっきりと白い手が生えてくる。

「ひいっ!?」

（下着ドロボー二号!?　それとも痴漢!?　覗きか!?　……下にいる女楽生は守らないと！）

「ッの不ふ審しん者しや……！」

「待って」

　握り込まれた拳こぶしを止めたのは、平へい淡たんな声だった。次いで枝が大きくしなり、黒い影が飛び降りてくる。しゃりんと涼すずしげな鈴の音は、聞き慣れたもの。

「──ノワール!?」

　呼び捨てにした後で、五秒ほど置いてから「……さん」と付け足す。

　しかし、混乱した頭はなかなか正常に戻ってこない。

「えー……何か、ご用で……？」

　辛かろうじて疑問は投じたものの、そのまま絶句するクロードの前で、彼はごそごそと服を漁あさり始める。黒い上着の下から、ごろんと何やら零れ落ちてきた。

「え」

　思わず目を瞠る。──木いちご。いちじく。早はや摘づみのオレンジ、りんごとさくらんぼ……。

　床ゆかにぶちまけるという荒っぽいやり方で種々の果物を披ひ露ろうしたノワールを、クロードはぽかんと眺ながめやった。

「あの、これは……？」

「果物」

「じゃなくって、聞きたいのはなんでこれを持ってきたかっていう」

「殴ってもらおうと思ったから」

　──夜闇に嫌な沈黙が落ちた。

　しばらく黙っていたノワールは、「気が進まないなら今度にする」と背を向けた。

「ちょっ……待てよ！」

　そのまま手すりを乗り越えようとする彼の腕を慌てて摑む。引き留められたノワールは、一瞬びくりと身を竦める。ぎょっとしたのはクロードもだ。

（──うわ、なんだこいつ細ッ）

　東邦の衣装はゆったりしているから分からなかったが、体が縮んでいる今のクロードでも分かるほどはっきりと細く、黒い袖そで口ぐちから覗く白い手首などは、力を込めれば折れそうだ。

「とにかく、どういうことだか説明してけ。そんなに省しよう略りやくされちゃさっぱりだ」

　調子を崩くずされつつ、なんとか尋たずねたクロードに、ノワールはちょっと考えを巡めぐらせるような仕草をすると、「怪我……」と口を開いた。

「手の怪我の、お見舞いに。……あと、謝りたかったから。ごめんなさい」

「え？」

　指さされた手には、包帯が巻かれている。ノワールの剣を防いだ時についた傷だ。思いもよらない言葉に、思わず目を瞠る。

「本当は、女のひとの身体に傷をつけたら本人の前で詰つめ腹ばら切って詫びるのが筋だと師匠に聞いていたんだけど、ベルに止められて。ならせめて、数発殴ってもらおうかなと」

「東邦の文化怖こええよ！」

　クロードはため息をつき、目の前に立つ黒髪の少年をとっくりと見た。

「……どうかした？」

「いやな、思ってたより話すヤツだなって安心したんだよ。正直なとこ、前に一緒に昼飯食った時、妙に目つき鋭いし口数は少ないし、なんか警戒されてんのかって。おまけに……」

　興味ないとか、いらないとか真っ向から言われたし。口ごもるクロードに、ノワールもわずかにばつが悪そうな顔をした。

「あんな言い方はないって、ベルからも怒おこられた」

　床からりんごをひとつ拾い上げて手の中で弄もてあそびつつ、訥とつ々とつと彼は続ける。

「けど、警戒してたのはあなたのほうだったんじゃないかな」

「え？」

「しゃべり方も笑い方も、全部噓で塗ぬり固めてるように見えた。負担になるなら、別に無理に傍に来なくていいよって言ったつもりだった。けど、言い方が悪かったのは、申し訳ないなって」

「それは……」

　気づかれていたなら──仲良くしようだなんて、なんと上うわ滑すべりに聞こえたことだろう。黙り込むクロードに、ノワールは言葉を続ける。

「……最初に森で啖たん呵かを切った時は随ずい分ぶん違うんだね。今も、女の子なのに『おれ』？」

「うっ」

　さすがに迂う闊かつだった、と青くなるクロードの前で、ノワールは首を傾げる。

「気になったのは最初だけ。別に変じゃない。あなたが言うと自然な感じ。でも……そっか、女の子で『おれ』が大丈夫なら、男の子が『私』って言っても平気かな」

「え？」

　一拍置いて、ノワールが、ひどく言いにくそうに『ぼく』と口にしていたことを思い出す。

「まあ、いいんじゃないか？　首な……じゃなくてシスカ教官とかも私って言ってるし」

　答えながら、すでに自分の芝居が破れかぶれになっていることを再認識する。ならば、せめて『クロード』としてのぎりぎり精いっぱいの本当を話さなければならないだろう。

「それなら謝るのはおれのほうだ。本音隠して、壁作ってるような態度とってたのも失礼な話だし、うん……これももう一回謝っとく。助けてくれたのに、殴ったりしてごめんな。あれはほんとに助かったんだ」

「違う。助けられたのは、こっち」

　ノワールはかぶりを振り、「……あのままじゃ殺してた」と目を伏せる。

「いつからこんな風だったかは分からないんだけど……普段の自分が途と切ぎれてしまう時がある。敵意とか、殺意とか。相手から向けられるとなおさら──剣を持つ手に、持っていかれる」

　一人の修練でも、ぶっ倒れるまで舞い続けて師匠に怒鳴られることもしばしばだったと告白するノワールに、「やっぱりか」とクロードは頷いた。

「あなたが探しに来てくれたことや、ずっと話しかけようとしてくれてたこと、嬉うれしくなかったわけじゃない。けど……正直焦ってた。息が合わなかったり、話がうまくできないだけならまだいい。もしも、近くにいるせいで傷つけることになったらって」

「……それで『足手まとい』か？」

「ええと……つまり、あなたにとって。実は、この間も、練習中にそんな状態になって、森で通りすがりの人を傷つけた。……謝りたくて探してるけど、まだ見つからないし」

「……その人は気にしてないと思うぞ」

「？」

　やけにきっぱり断言するクロードに、ノワールは怪訝そうな顔になった。一方でクロードは、そういうことだったのかと納得する。

「道理で、妙に避けられてると思ったよ」

「昔から知ってるベルとか、私より強い師匠の近くは怖こわくない。けど、知らない人の傍にいるのは怖い。私には自分が分からないから。──って思ってた」

「思ってた？」

「あなたは違うんだ、って。歯止めのきかなくなった私を、止めてくれた」

　その唇が、そっと綻ほころぶ。

「──ありがとう」

「……！」

　いつもの無表情はどこ行った！　クロードは叫びかけた。嬉しそうにふんわり微笑んだノワールは、なんとなく好物を貰もらった時の子犬に似ていて。

（訳わけわかんねえって思ってたけど。そっか。怖くて踏み込めなかっただけか。こいつはこいつで、度を超えたお人よしなのかもな。なんとなく理解できてきた……それに、笑うと結構可愛い？　……いや、「かわいい」は変か。男相手に）

　なんだか妙に落ち着かない。ごまかしがてら、しどろもどろに誘ってみる。

「えーと、その、なんだ。せっかく持ってきてくれたんだし、一緒に果物でも食う？」

「うん」

　ノワールはさっくり快かい諾だくしてくれた。かと思いきや、手の中のりんごを袖口で軽く拭ぬぐい、いきなりしゃりっと齧かじりつく。顎を落としたのはクロードだ。

「お前な！　床に落ちてたもんそのまま喰うな！　せめて洗うか皮かわ剝むけ!?」

「……？　師匠が言ってた。『どんなものでも、三秒拭ふけば食べられる』って」

「三秒ってそこで……！」

　理解できそうだと思ったらコレだ。髪を乱暴に搔かき、クロードは目の前の相手を見つめた。

　ざっくりした仕草も、不思議と粗野ではない。紅い実に立てた白い歯が、妙に艶やかに映る。

（──って、つい気になってジロジロ眺めちまった。いかんいかん）

　目のやりどころに困って視線をずらせば、その瞳の碧が目についた。左は眼帯に覆われてるから右目だけだが──ああ海の色だ、と思う。昔憧れた、懐かしい──

「あなたの歌は懐かしい感じがする」

　ぼんやりと見つめていたところで、浮かんでいた言葉をかけられ、ぎくりとする。

「歌って」

「へ？」

「聴ききたい」

　ぽかんとしていたら、もうちょっと詳くわしい説明がきた。

「さっき、歌ってたでしょう。合わせてみない？」

　猫のような気ままさ。彼の言動は、いちいち唐突だ。

「まあ、いいけど……」

　ため息をつき、心を落ち着かせる。いったい何がなんだか。だが、歌えというなら望みに応こたえてやろうじゃないか。

　クロードは意識を集中し、唇を開いた。

　肺に冷たい夜や気きを溜ため、再びそっと闇に溶とけ合わせる。混乱も、疑問も、一瞬で遠のく。思い描えがいた最初の音を当てる緊張は、すぐに高こう揚ように変わる。咽喉を声が昇っていく。

　しじまを震ふるわせ、歌声はのびやかに夜の底に響いた。

　──しゃん。

　そこに小さな音色が重ねられ、思わず視線を向ける。白い手に結ゆわえられた金色の鈴だ。身の軽さを予感させる足音が、鼓こ膜まくを跳ねる。すらりと鞘を払われた白はく刃じんが、艶やかに月光を映した。銀色が一閃する。また一閃。

（剣舞だ）

　クロードの歌に合わせて舞うノワールは、あの夜と同じで美しかった。しなやかな身のこなしと、澄すんだ鈴の音。旋律に合わせ、小さな体が跳ねる。沈み、伸びあがり。

（──楽しい）
















　その動きを目で追い、耳で聴き、空気の流れを肌はだで感じる。まるではるか昔から合わせてきたかのように、歌と舞はぴったりと寄り添そった。心地よい高揚感に脳の奥がじんとしびれ、ますます声を張り上げる。時を忘れて歌に没頭する。愉たのしい。歌うことはこんなにも楽しい。

　もっと、もっとだ。まだ足りない、合わせていたい。この声が涸かれ果てるまで！

　はっとクロードは声を止めた。

　しゃん……。ノワールも動きを止め、最後の鈴の余よ韻いんが消える。

（今。『楽しい』って思ったか？　おれは）

　──ずっと忘れていた感覚。五年前に失ったまま、一生取り戻せないと思っていたそれ。

　呆然とするクロードは、ノワールから「ロザリア」と呼びかけられて振り向いた。

「ありがとう。……また歌ってくれると嬉しい」

　ノワールは、剣を元通り剣帯に下げた鞘に納める。なんだか不思議な達成感があり、クロードは息を大きく吸い込んだ。高揚が収まらない、〝また今度〟を待てそうにない。

「なあノワール、もう一度……ん？」

　そこで、あることに気づいてはっと上を見上げる。当然ながら、夜空が広がっていた。

（よかった星がきれいだから明日は晴れ……じゃなくて、これはヤバい……予感……）

　ずきり。お約束のように、成長痛に似た疼うずきが全身を襲う──

（やっぱり時間切れ!!）

　焦る間にも、体は軋み、どんどんもとの姿を取り戻す準備を始めていく。

「ごめん、ノワール！　今日はこれで！」

　クロードは青ざめ、くるりと踵を返す。すぐさまドレスの裾すそをひっ摑んで走り出した。

「また明日な！」

「え？　待って……ロザリア？」

　戸惑う相手を尻しり目めに、なりふりかまわず階段を駆け下くだる。ほとんど飛び降りていたと言ってもいい。はずみで服から何かが零れた気もしたが、気にしている余裕はなかった。

　あとには、目をぱちぱちとしばたたく黒髪の少年だけが残された。




「……なんだったんだろ」

　屋上に一人佇み、ノワールは首を傾げる。

　それから、貰ったばかりの言葉を、嚙みしめるように繰り返してみる。言ってくれた少女の姿は、もうそこにはないけれど。

「うん。また、明日」

　なんとなくほんのり胸が温かくなって、彼は少しだけ微笑んだ。

　──それから間もなく、床の上に点々とふたつ、不思議なものが転がっているのに眉をひそめる。夜の屋上にも冴さえ冴ざえと白い、丸いもの。

「……パン？」
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　森を抜け、ノワールは通い慣れた道を急ぐ。ちゃんと相談はしてきたから、ベルガモットに心配はかけていない、はずだ。

「ただいま」

　獅し子しの頭を模もしたノッカーでこつこつと鳴らし、アルメリア邸ていの大きな鉄てつ扉ぴを押すと、ギイッと重たい軋みを上げた。お邸に入る時『ただいま』を言うのは、ベルガモットとの約束。帰るところがあるのは、なんだか不思議で、それ以上にすごく嬉しい。

「おかえりなさい！　ねえ、首尾はどうだった？」

　中に入ると、さっそくベルガモットが待ち構えていて、金色の瞳をきらきらさせている。

「話、できたよ。相談に乗ってくれてありがとうベル」

「ふふ、そうでしょう。女の子と話す時は、贈おくり物は必ひつ須すですもの！　果物はちょっと色気に欠けるけど、どう、一緒に楽しくおやつ食べられまして？」

「あ」

　その一言に、ノワールははっとする。

「殴られ忘れた」

「……それは、もう仲直りできたから必要ないってことじゃないかしら」

「そうなの？　じゃあ、師匠にも大丈夫だって報告を書けるかな。楽院に入ったら、うまくやってるか手紙で知らせて来いって言われてるから」

「え、そうなんですの？　あの無ぶ骨こつで無神経なツバキおじさまにしては、意外にも細かいんですのね……いえ、なんでもないの。とにかく、安心しましたわ。せっかく楽院に入るのだから、仮パートナー制度にぐらいは参加してみたらって、強く勧すすめて正解でした」

「うん」

　ベルガモットはくしゃくしゃと頭を撫なでてくれた。彼女は、本当の姉のように接してくれる。なんだか安心して、ほっと息をついたところで、ちょっと気がかりを思い出した。

「ベル。ひとつ気になることが」

「何？」

「こんな夜よ更ふけだし。いきなり女の子の部屋を訪ねるのは、問題だったんじゃないかな」

『夜間、女性の部屋に前触れもなく押し入ってくる殿方なんてのは、タコ殴りにしてモント・フロステラの城壁から吊つるしてもよろしくてよ』とは、目の前にいる彼女の言げんだ。その原理だとノワールは、ボコボコにされて吊るされることになるわけで。

「あら、問題ありませんわ」

　あっけらかんと返すベルガモットの声を聞きながら、花除けの鈴や薬入れを兼かねた帯玉を外していく。全て実用品だけれど、服の下に身につけたひとつだけは、ただの装身具だ。

　体型を隠す意い図とも兼ねた東邦の衣装の前を寛くつろげ、首にかけたその石をそっと摘まんでみた。

　凝こった地金に嵌はまった大きな碧い石が、銀の鎖くさりの先で艶やかに光っている。すごくいい品らしいけれど、それ自体の価値はよく分からない。

　これが、ノワールの身元を示す唯ゆい一いつの証あかし。五年前以前の、失われた記き憶おくを辿る鍵かぎ。地金に刻まれた名らしきものは、石に入ったヒビのせいで、姓せいの一部しか読み取れない。本当にそれが自分の名前なのかすら、今となっては分からない。




「だって、あなたは本当は女の子なんですもの、ね」




　笑って言うベルガモットに、「あんまり、意識したことはないけど」とノワールは苦笑する。

（……それに私は、花堕ちの化け物だから）

　花と同化した後こう遺い症しようですっかり麻ま痺ひしてしまっていた表情も、五年間で、ちょっとずつ動かせるようになった。助け出された当初は言葉も不自由だったものの、最近は随分とマシになってきている。──母語だったはずの西せい邦ほう語ごこそ、まだ感覚が戻らないけれど。

（元の髪色も知らない。瞳の色も、おそらくは碧だったろうけど、変質してない保証はない）

　ノワールが「彼」ではなく「彼女」だと知っているのは、薔薇の中から助けてくれ、そのまま舞手に育ててくれた師匠と、彼の旧友であるコランダム、その娘のベルガモットだけだ。

「それにしても、ノワールって男の名前だし、そもそも意味が『黒』だなんてツバキおじさまもあんまりよ。だって、黒くなってしまった髪のことじゃない」

「私、師匠のくれた名前は好き。それに、花堕ちの女は、東邦人のふりをしないといけないだけじゃなくて、性別を隠して生きてかなきゃならないそうだから」

　育ての親である師匠は、色々なことを教えてくれた。『花堕ち』は、花そのものに耐たい性せいのある男性が大半で、女性はほとんどいないこと。

　そして、失った記憶や表情と引き換かえに、ノワールは奇妙な力をふたつ得ているのだと。

（男の人だったら、傷の治りが異様に速いんだっけ……そっちのほうが嬉しかったな）

　女性の場合は、その生き血がどのような怪我にも病やまいにも効く万能薬に変わる。そのため、欲よく深い貴族や商人たちから命を狙ねらわれる、と──。

（あと、もうひとつ。花堕ちならば誰しもひとつ授さずかるという、私だけの異能）

　眼帯の黒くろ紐ひもをそっと指先で弾く。

（自分が人ではない証。私には……この、左眼が）

　ぼんやり耽ふけっていた考え事は、ベルガモットの不満そうな声に遮られる。

「けど、女の子に生まれたからには、女の子であることを謳おう歌かしないと。可愛いものでおしゃれしたりとか、お買いものしたりとか、わたくしやお父さまの前では我慢しなくていいんですのよ」

「うーん」

　ノワールは首を傾げる。ぴんとこない。

　なにせ長年の修行三ざん昧まい、おまけに枯かれきった爺じいさん師匠と二人っきりの旅生活だったので、おしゃれどころか、何をもって「可愛い」と判断するのかさっぱり分からない。

　自然に「男のふり」ができるどころか、半なかば「野生動物」になってしまったノワールを見て、危機感を覚えたベルガモットとコランダムが、異い口く同どう音おんに「ちょっとこっちに預けてみろ」と説得した結果が、彼女のモント・フロステラ入にゆう楽がくの発ほつ端たんであるともいえよう。

「男として生きても別にかまわない。拾ってくれたのは師匠だけど、同じ花狩になりたいと決めたのは私だから。不都合は、感じたことない」

（それに、こうして違和感なく東邦人だと偽いつわれるようになるまでに、花堕ちだとばれるだけでも何度ひどい目にあったかしれない。石を投げられたり、殺されかけたことだって）

　昨日まで普通に接していた人が急に侮ぶ蔑べつの目を向けてくる瞬間には、足もとが崩れ落ちるような感覚を味わう。人里離れて暮らすのは、最初のうちにそうした事態をひとしきり味わったせいでもある。

「あのねえ、修行一いつ徹てつ、熱心なのはいいけれど。だいたい……あなたは、東邦でもっと静かに暮らしていける方法だってあったんじゃなくて？　ツバキおじさま、今は流れの舞手なんてやっているけど、もともと東邦帝国の偉えらい軍人さんだったんでしょう？　住むところぐらい口くち利ききできたはずだわ。あちらは花堕ちに対する差別はないって、あなた昔言ってたもの」

「うん。最初は師匠もそうしろってよく言ってきたよ」

　ベルガモットは、自分も危険な歌姫を目指していながらこうして気き遣づかってくれる。──でも。

「ベル、私の『お母さん』の話を知っている？」

「？」

「私自身は覚えていないけど。師匠が、私を助けてくれた時……あの『オースティンの大花嵐』の時、私のすぐ傍に、それらしい女の人の亡なき骸がらがあったって教えてくれた。……随分喰い荒らされて、腕とかはなくなっていたみたい」

　ベルガモットは黙り込んだ。

（しまった）

　きっとまた、言葉選びに失敗した。しかし、話し始めた以上はきっちり気持ちを伝えておきたい。

「母親が死んだのだと聞いても、私にはよく分からなかった。感情は麻痺してるし、思い出もないし。けど、……悲しいことなんだなってことだけ、理解できた。みんなが私みたいに都合よく忘れられるわけじゃないし、何より生き延びられるわけじゃない」

　ノワールはたまたま『種』を植えられ、運良く同化に成功した。けれど、そうではない人が、あの災害で大勢死んだ。

「だから私は、花狩でいたい。花堕ちは女でも『銘持ち』に触れるし、この身が役に立つなら。たぶん、それが私が生き残った理由なんだと思う」

（私には過去がないから）

　記憶があったら違ったのかもしれない、そう思うことはしばしばある。

（なんの縁えんもない私を拾って育ててくれた師匠。花堕ちの女だと知っても態度を変えないベルやコランダム様。みんな大切にしたいし、恩返しもしたい。守りたい。そのためには……舞手として戦う以外、方法が分からない。花堕ちの自分以外、知らないから……）

　本当は、花と戦うのは怖い。

　喰い殺されかけた記憶がまだ意識を蝕むしばんでいるのか、宿した薔薇の本性が邪魔をするのか。花を前にすると足が竦みそうになる。そのために、剣を握った瞬間に心を凍らせ、ただ、敵意を向けてくる者を倒すことに没頭するよう訓練してきたのだ。

「昔の自分は分からない。けど、今の私は、『ノワール＝クロエ』。花堕ちの化け物。存在意義は、花を殺すこと。それだけ」

「そんな悲しいことを言わないで」

　急にぎゅっと抱きしめられ、ノワールは目を瞠る。ベルガモットの顔は見えないけれど、細い肩は震えていた。

「自分を否定しないで。花堕ちは人よ。そうでなければ、あの方のことだって──」

「ベル？」

「いいえ、……なんでもありませんの。忘れて、ノワール」

　ベルガモットは視線を逸らし、昂たかぶった気を静めるように息を長く吐はいた。

「とにかく。花堕ちだから何だというの。あなたは、わたくしには妹も同然ですのよ」

　金色の長い髪が流れ落ちる背中に自分も手を回し、「ごめん」とノワールは謝った。相変わらず、うまく心をこめられない自らの声がもどかしい。

　──〝理解できるまでつきまとってやるよ！〟

　ふと、あの赤髪の少女の顔が浮かんだ。自らを素直に表に出した彼女は、眩まぶしくて羨ましい。近づく者を見み境さかいなく傷つけてしまう自分を、体を張って止めてくれた。

　そう。……花と剣とに心を囚とらわれた自分を、止めることのできる人。

　彼女の傍なら、私も──？

　不思議な予感が胸を満たし、ノワールは目を閉じた。
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　ノワールがクロードのもとを訪ねてきた夜から、早くも五日が経たとうとしている。

　ここ最近、モント・フロステラは気持ちのいい晴天続きだ。楽がく院いんの正門前で、一限の実習に向かおうとする黒ずくめの少年を見つけたクロードは、「ノワール！」と呼びとめた。

「おはよう、ノワール。今日の昼休み自主練しないか？　試験近いし、一曲合わせたいのがあるんだ。実習棟の新しい練習室とかでどうよ」

「面倒くさい」

「……手続きが、だな？　『新しい練習室は使うのに面倒くさい手続きが必要だから、自主練なら楽がく舎しや裏か、『嘆なげきの森』がいいと思う』、が全文で合ってるな？」

「…………合ってる」

「やっぱりか。あのな、その文脈で最初に『面倒くさい』が出るのはおかしいからな。今に始まったこっちゃないが」

　……とりあえず、言葉が足りない・表情がない・愛あい想そもない、とないない尽づくしのこの少年との会話術も、だいぶ上達してきた。

　なにせ、思いついた順に言葉を打ち出していらっしゃる。ようやくクロードにも、間違った単語を抜き出してきたのを見抜けるくらいには理解できてきた。

　態度がぞんざいすぎて男だとばれるのではと危あやぶんだこともあったが、並なみ外はずれてとぼけた奴やつなので問題ないという結論に至いたっている。

「ところで、おれがはたき倒した頰ほおはもうなんともないんだよな」

　ふと不安になって確認してみると、「うん。全然」とあっさり返答がある。思わず「そっか……」と息を吐はき出した。

「かえすがえす、悪かった。けど、ほーんと。お前が男でよかったって思うことしきりだよ」

「？　どうして？」

「いや、……万一女性の顔に傷でもつけたら、反省だけじゃ足りないだろ。それこそボコボコに変形するくらい自分で自分の顔を殴なぐっても償つぐないきれないからさ。お前の故郷の流りゆう儀ぎに倣ならって、腹かっさばくくらいでちょうどかもな。って、舞まい手ては男しかなれないんだから大丈夫か」

　ここにまさかの男の歌姫はいるわけだが、とは腹の底で付け加える。

「……ん？　どうしたよ。渋しぶいもんでも口に詰め込まれたみたいな顔して」

「ううん、なんでも……」

　なぜかノワールには気まずそうに斜ななめ下を向かれた。

「あ、おれの傷は手だったんだし、気にしなくていいからな？」

　ともあれ、話は続くようになり──合わせの練習のほうも、会話以上にはかどっている。

　彼の舞まいに引き出されるように旋せん律りつを追うのは楽しいと、もうはっきり自覚していた。

（今のおれにとって、歌なんか花を狩るためだけのものだったはずなのに。これは練習のためだって思うのも、ただの言い訳だよな……）

　ため息をつき、教室に足を向ける。明るい声とともに後ろから肩を叩たたかれたのはその時だ。潑はつ剌らつとした声はベルガモットのもの。

「おはようございます、ロザリア！　ノワールとすっかり仲良く話せるようになりましたのね。安心しましたわ」

「話せるというか、読解力が身についてきたというか……」

「？　それはそうと、あなたに朗報でしてよ」

「何？」

「それは是ぜ非ひ、自分の目で確かめて！　まだ、ちょっと予よ鈴れいまで時間あるでしょう？　大掲示板に、さっき張り出してあったんですの」

「……？」

　ノワールと顔を見合わせ、「ちょっと見てくるから、また昼休みに」と断って背を向ける。

（なんだ、おれに朗報って……？）

　大広間に入り、掲示板にあった文字列に目を走らせたクロードは、次の瞬しゆん間かん目を見開いた。




　──「次期『序詞オーバーチユア』授じゆ与よ許可者。ロザリア＝ルクローレ」




（！　きた……！）

　歌うた姫ひめの声を武器に変える呪じゆ文もん、『序詞』。モント・フロステラでしか授与の儀ぎ式しきが行えないというそれを得て、初めて本職の歌姫になる絶対にして確実な一歩を踏ふみ出せるのだ。

（儀式の時刻は、明日の朝イチか）

　クロードは片手で胸元を摑つかんだ。その下の心臓が、どくどくと鼓こ動どうを速めているのが分かる。

（やっと、歌姫になれる。歌姫になって、薔ば薇らを狩れる）

　嬉うれしいはずなのに、なぜかちくりと寂せき寥りよう感かんが胸を刺さす。止まっていた時が、音を立てて動き出したのだ。
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　そもそも、花狩たちはどうやって花と戦うのか。

　専用の武器をもってじかに『種』にとどめを刺す舞手に対し、歌姫の役割は、声に宿る不可思議な力で花の動きを鈍にぶらせることだ。

　しかし、それだけでは不十分である。

　もっと直接的に、力ずくで花を抑おさえつける技術が必要なのだ。──それが、『序詞』という呪文を唱えて行う、歌声の具現化である。

　壁。鳥とり籠かご。鎖くさり。氷や毒どく霧ぎり……にわかに信じがたいが、歌声はさまざまな形をとるという。

　ひとりひとり異ことなり、楽院独自の技術を使って具現化の力を解放するという短い詩──それが『序詞』。

（けど、単に『序詞』を持ってるだけじゃ駄だ目めなんだよな）

　クロードは大きく息を吸すい、座ざ学がくの内容を頭の奥で反はん芻すうする。

（花はな狩がりは必ずパートナーを作る。それは、そもそも歌姫の『序詞』が、舞手の持つ『銘めい持もち』に反応しなけりゃ、具現化の力を発揮できないから。舞手一人につき、必ず歌姫一人。舞手の『銘持ち』は、歌姫の声に応じて、刀とう身しんに刻きざまれた銘めい紋もんが輝く……）

　そうして武器によって引き合わされた二人が、片方が死ぬまで解消のできない、正式なパートナー同士となるのだ。

（『序詞』を受け取った歌姫は、すぐに正式なパートナーの選定式をさせられる）

　舞手は、歌姫の助けなくしては、四方から襲おそってくる花の蔓つるや毒霧に五感を奪うばわれ、大きな犠ぎ牲せいを強しいられる。

　歌姫は、パートナーなしにはほとんど戦えない。『序詞オーバーチユア』つきの歌は、それだけでもただの歌より格段に効果が上がることは確かだが、具現化の威力には全く及ばないのだ。そのため、いかに舞手と心を通い合わせ、息を合わせられるかによって、力を使いこなせる度合いが変わってくる。

　ゆえに正式なパートナー同士は、まさに一いち蓮れん托たく生しよう。命がけでお互いを守り、理解しあい、呼吸を合わせる必要がある。

　と、そこでふっと気が逸それる。──知識の反芻で気を紛まぎらわせるのも、いい加減限界が来ていた。

「うえぇえ……頭痛いてぇし気持ち悪ッ……」

　視界が回る。赤い髪を白いシーツにうずめ、医務室のベッドに突っ伏ぷして沈しずみ込みつつ、クロードは吐き気と戦っていた。

　朝一番で行われた『序詞』の授与式が、心身を思いっきり削けずってくれたのだ。

　午前中いっぱい、ぱたりと気を失っては唐とう突とつに目が覚め、を嫌いやになるほど繰り返している。

「クロー……ロザリア！　大丈夫かい!?」

「ちょっと、ロザリアは無事ですの!?」

「！　ミュゲ、ベル」

　医務室に駆かけ込んできた顔ぶれを見て、クロードはのそりとベッドから身を起こす。血相を変えた二人の後ろから、ぴょこ、とノワールも顔を出した。

　心配そうな彼らに、安心させるように苦笑を返す。

「……全然平気だって。気を失っていたのは、ほんの数十秒ほどだし。儀礼室からも自分の足で歩いて出たし。医務官からは診しん察さつを受けるよう勧められたけど、なんともないから断ったくらいで」

　というかまあ、診察を受けると色々とまずいもの（たとえば胸に詰つめたパンや着ちやく脱だつ可能な髪かみなどだ）があるので、クロードの場合、医い療りよう全ぜん般ぱんはまとめてミュゲの世話になっている。

「ヤセ我が慢まん見え見えだよ。つわりもかくやって顔色だけど、まさか何か産まないよね」

「何かってなんだ……突っ込む気力がない時に……悪あく趣しゆ味みな冗談言うな……うげえ」

　ぐったりと返すクロードの背をさすってくれるミュゲは、いつもの軽口は絶えないものの、どことなく不安げだ。

「で、どんな儀式だったのさ？　無事に『序詞』は受け取れたのかい？」

「……ああ。そこは問題なく。失敗するんじゃないかって不安だったけど。なにせ──」

　男だもので。他二名には聞かせられない続きは、胸の内に留めておく。クロードはこめかみを押さえ、授与式の内容をぼんやりと思い出した。

　奇き妙みような儀式だった。どこかで嗅かいだような……甘ったるい匂においの香こう油ゆを額ひたいに塗ぬりたくられて、真っ暗な広い部屋を裸足はだしでひたすら歩かされて。

　一歩進むごとに、闇やみを知覚するための五感すら閉じていく。足裏から伝わる床ゆかの感かん触しよくが消え、宙ちゆうに浮いている心地さえした。

　さらに、狂くるったように音階が上下する曲を、何度もぐるぐる歌わされ続けて。……意識が遠くなる寸前、幻げん覚かくを見た。それも、自分にとって、最も重く響くものを。

　啜すすり泣く少女。記き憶おくから引き出された栗色の髪が散らばり、赤い薔薇が花開く映像を延々と見続けた。その向こうから、次第に言葉らしきものが聞こえてきたのだ。

「……心の奥底を暴かれていくみたいで、けして気分のいいものじゃなかったけど」

　まだ、甘い香りが体中にまとわりついている気がする。その香油と、いつもの薬との相性も悪かったらしい。終了直後にぶっ倒れ、このざまである。

「でも、よかったですわ。過去には、耐たえきれなくて儀式中に狂きよう死ししてしまった歌姫候補もいたらしいですもの」

「え」

　ほっとした表情のベルガモットから、さらりと不ふ穏おんな事実を聞かされ、今さらながらぞっとする。「言っといてくれよ！」と思わなくもないが、そういえば受領者は儀式の内容を明かしてはならない決まりなのだった。

（それに）

　儀式の最後、頭の中に響いてきた言葉が、また極きわめつけに気味の悪いシロモノだったのだ。

（おれの『序詞』……だよな？　あの詩みたいなの）




　──骸むくろに賛歌を、嬰児みどりごに弔ちよう歌かを。裏切り者を眠らせろ。




（なんで、こんなに不吉なんだ？）

　裏切り者。その言葉を思い浮かべるたび、ずきずきと頭が痛む。

　うそつき。守ると誓ってくれたのに。

「う……」

　耳の奥に幻げん聴ちようの怨えん嗟さがまとわりつく。振り払うように立ち上がろうとした途と端たん、倒れかけるクロードを、「無茶しないで！」とベルガモットが支えた。

「とりあえず、今はゆっくり休んでなって」

「……そうする」

　ミュゲにも背を叩かれたので、苦笑を返しておいた。隣となりから、ノワールが大きなバスケットを差し出してくる。香ばしい匂いが漂ただよった。

「お昼ご飯貰もらってきた。食べられる？　食堂のおばさんに頼んで、特別にお腹なかに優しいもの」

　中から出てきたのは、大きなココット皿に盛られた鶏とり肉にくとトマトのリゾット、ライ麦のパン。隣にあった紙の包みを開けると、バターで炒いためたじゃが芋いものサラダや真っ白なチーズが出てきた。温おん石じやくも一緒に入れられていたそれらは、まだほこほこと湯気を立てている。

「……ありがとう」

　やばい、これはちょっと胸に来る。気分の悪さも忘れ、ひとしきりクロードは感動に浸ひたった。

「放課後の選定式でいよいよパートナーが決まりますけど、出られますの？　教官に断れば明日でもいいと思いますけれど」

　心配そうに尋たずねてくるベルガモットに、クロードはかぶりを振る。

「問題ないと思うよ。今、これ見て普通に食欲出たくらいだし、放課後まで寝てれば」

　やっと、念願の舞台に上がれそうなのだ。這はってでも行くに決まっている。

「そう？　無理はなしにしてくださいましね。でも、選定式のほうは心配しなくても大丈夫ですことよ、『序詞オーバーチユア』の授与式さえ終わればこちらのものですもの」

　同じような目に遭あうんだろうかと一瞬身構えたものの、明るいベルガモットの声に、なんとか気を取り直す。

　それにしても、だ。

（……今まで、狂死した歌姫もいたって……そんな劇薬なのか。『序詞』は）

　花と戦うためだ、それぐらい必要なのかもしれない。だが。

　一見、普通の学び舎やと変わらない、健全で平へい穏おんな暮らし。──そこに覚えた違い和わ感かんは、なかなか消えない。やはりここは、『楽院』なのだ。

「ベル」

　思わず眉まゆを寄せて考え込んでいるクロードの前で、ノワールがふと声を上げた。

「放課後になったら、選定式が終わるまで『しょうび』を預かってくれる？　それなら、私も立ち会っていいかな」

「かまいませんわ」

『しょうび』はノワールの『銘持ち』の名だ。ほろ苦い笑みを浮かべて頷うなずくベルガモットとノワールの顔を見比べ、クロードはきょとんとする。

「預かる……って。お前は選定式に参加しないのか？　舞手候補は、武器を持ってかなきゃいけないだろ」

「私はパートナーは作らないから」

「え……」

　あっさりと放たれたその言葉は、かたくなに会話を拒こばんでいた頃と違って、ごく当たり前のことを言うような風ふ情ぜいだった。

「作らない……って。なんで？」

「近づきすぎるから。さすがに」

　答えた後、ノワールは「あ、しまった」という珍しく読み取りやすい顔をした。

「ええと……一応彼はモント・フロステラ所属じゃなくて遊学中の流れの舞手だから、ですわ。お師匠の許可なく正式パートナーを作るわけにもいかず……みたいな？」

　ベルガモットが慌あわててもにゃもにゃと付け足すが、なんだか要領を得ない。首を傾かしげつつ、クロードは一応納なつ得とくした。

　ノワールが正式パートナーを作らないことだけ、分かれば十分だった。

「そっか」

　では、この黒髪の舞手と、ずっと共にいることは叶かなわないのだ。

（……そうなんだ）

　所しよ詮せんは仮のパートナーだと、分かっていたはずなのに。その事実は思ったより深く胸に沈み、クロードは目を伏せた。
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　──柱だ。

　他の楽舎と同じ白はく亜あ製せいだろう。柱がある、というか柱しかない。舞手候補たちの姿もない。

「第三楽舎は初めてじゃなくて？　ロザリア」

　ベルガモットの声に答えつつ、クロードは目の前に並ぶ白い石柱の群れを見つめた。

「まあ、歌姫の実技は、第一楽舎の練習室とか音楽堂ばかりだったから……にしても」

（建物が、ないんだけど）

　出かけた言葉は、みなまで言わずとも伝わったらしい。ミュゲにまで苦笑された。

「間違いなく、ここが選定式、兼けん、記念すべききみの初『序詞オーバーチユア』詠えい唱しようの会場だよ」

「はあ……ここが？」

　思わず繰り返してしまった。朽くちかけた数あま多たの柱と、小さな吹きさらしの東あずま屋やが並ぶきりで、他には何も見あたらない。同じ白亜のタイルが敷しかれただけの、だだっ広ぴろく平べったい空間だ。

「舞楽科の実技は、ここの競技場でやったりしますわ。ね、ノワール」

　ベルガモットに話を振られたノワールは、「そうなんだけど……ここ、第二競技場で『楽舎』じゃないよ？　建物がないし」と首を傾げている。

「と、思うでしょ」

　ベルガモットと、すでに彼女と何度かここで実技をやったらしいミュゲは、顔を見合わせて笑った。そういえば、パートナーが決まったミュゲが同行しているのも妙みようといえば妙だ。首をひねるクロードの前で、ベルガモットの白い指がすいっと下に向けられる。

「第三楽舎があるのはね、こっち」

　指し示された方向には、地面に穿うがたれた四角い穴と、下方に通じる薄うす暗ぐらい階段が見えていた。




（うっわ……!?　広い！）

　細く暗い階段を下っていくと、まもなくぱっと視界が開けた。

　まず、高い天てん井じようから吊つるされた大燭しよく灯とうの光が目を射る。ドーム型の広間は、とても地下と思えないほど明るい。よく見れば、壁そのものがうっすらと発光しているのだ。壁の色はやはり白を基調としていたが、ところどころ鳥や植物の絵が描えがかれており、相当古いものに見える。

　広間は、息苦しくなるほどの人で溢あふれ返っていた。

「地下に、こんなところがあったなんて」

「そう。歌姫候補では、『序詞オーバーチユア』を修得した人だけが入れる特別室ですの。──ようこそロザリア、って言っておきますわね」

　なんでも、この周辺は島の岩がん盤ばんをくり抜いて作った地下室や通路がアリの巣のように絡からみ合っており、まだまだずっと下まで大小の部屋が連なっているらしい。

「古い地ち下か牢ろうまでありますの」とにっこり笑うベルガモットに曖あい昧まいに笑い返し、周囲を見渡す。

　上級生の姿もあるが、全員が武具を携たずさえたいかつい男性ばかり。傍そばに立つベルガモットが目の保養すぎる。

「念のため訊きくけど、この中からパートナーが選ばれるんだよね？」

「ええ、『序詞』が授与されたら、例外なく楽院の舞手候補からパートナーが選ばれているそうですわ。あなたの場合も、この中から見つかるはず」

　よく見ると、中には『首なし』ゼラニウム＝シスカの姿もあった。

「げ……なんであいつが」

「そりゃあ、シスカ教官は選定式の総責任者だからね。この時間ばかりは、彼はみっちりきみの専属ってことさ」

　疑問を口にするまでもなく、ミュゲから爽さわやかにありがたくもない宣告をされた。彼も、ベルガモットと組んだ初日はそうだったらしい。

　そこで、からんからんと金属質な音が第三楽舎にこだました。大だい鐘しよう楼ろうの音が響いてこない代わりに、地下に釣つり下げられた小さな鐘かねが鳴らされ、選定式の開始が告げられたのだ。

　教官の瞳がこちらに向けられ、厳おごそかな声が尋ねてくる。

「ロザリア＝ルクローレ。今朝がた授与の儀式を終えたばかりだったな。……確認しておくが、どこか身体からだに不調は」

「無ねエカー」

「はい、ありません」

「……そうだったな。案じたところで痴ち漢かん扱いされるのが関の山だったか」

（うわ！　やっぱり根に持ってやがった……！）

　ざあっと青ざめたクロードにかまわず、ゼラニウムは目を眇すがめる。顔立ちの怜れい悧りさが際きわ立だち、知らず緊きん張ちようが背筋を正させる──が。

（インコ髪食ってる。思いっきり食ってる）

　その傍かたわらで、肩に乗せたオカメインコに無表情のまま黒髪をつつかれているのは、笑っていいものやら。本当に笑うとたぶん殺される。

「では開始する。まずは──アルメリア、こちらへ」

「来イヤー」

　呼ばれたのはベルガモットだ。少し離れたところでミュゲと何か話していた彼女は、呼ばれるのを待っていたかのように、ぱっと振り返って駆け寄ってくる。クロードはぽかんとした。

「よろしくお願いしますですわ」

「あ、うん……」

「分かっていると思うが、歌の具現化は大変危険を伴ともなう行為だ。潜せん在ざい能力が大きいほど、危険もまた大きい。アルメリアの手本をしっかり見ておけ」

「マア、気ヲ抜クナッテコトヨ」

　そこまでごちゃごちゃ言われずとも！　とは心の声だ。当然、何もおろそかにする気などないが、先せん達だつの言葉には素直に耳を傾かたむけるべきである。

「じゃ、よく見ていてくださいませ。──ではお願い、ミュゲ」

「はいよ、任まかされた」

　ベルガモットに呼ばれたミュゲは、『銘持ち』の槍やりに巻きつけた白い布をほどいた。鋭するどい穂ほ先さきが露あらわになり、刻まれた鈴すず蘭らんの花の銘紋が姿を現す。

　なぜ、すでに正式な相手のいる彼が、選定式に来たのかがやっと分かった。──彼らは今、『序詞オーバーチユア』の力を見せてくれようとしているのだ。

　軽いやりとりの後、ベルガモットの濃こい金色の目が、すうっと細められる。同時に、ミュゲが、肩にかけていた長槍を掲かかげる。

「──『敗者に凱がい歌かを、勝者に哀あい歌かを』」

　途端、ぼんやりとその穂先が金色の燐りん光こうを発する。風のない地下室にあって、彼らの周囲だけ空気がゆるりと動いた気がした。息を吞のむクロードの前で、彼女は詠唱を続ける。

「『血のしがらみを解き放て』」

　ずん、と空気が重くなる。槍に宿った光が強まり、力いっぱい身体を押さえつけられているかのような圧あつ迫ぱく感かんが全身にのしかかってくる。

「…………ラ、ララ──」

　彼女の唇くちびるから、歌声が零こぼれる。

　柔やわらかく美しく、慈じ愛あいに満ちた歌声。だというのに、その声を聞いた瞬間、心臓が凍いてつくような恐きよう怖ふを覚えた。目の前にいるのは得体の知れないものだ、と。

　反射的に飛び退のいて距きよ離りをとりかけたが、それは叶わなかった。

　──ザシュ！

　鋭い音とともに、背後に巨大な壁が立ちはだかったのだ。

「な……！」

　一枚、二枚。地面から生えた金色の壁は、瞬またたく間に数を増やし、クロードを閉じ込めた。四方から退路を断たれ、圧迫感がさらに身体を縛しばる。

（なんだ、これ……！）

　声も出せずに呆ぼう然ぜんとするクロードの前で、不意に壁はぼろぼろと光に溶とけ崩くずれた。あっと言う間に消え去り、気づけばすぐ目の前には少し疲ひ労ろうを滲にじませつつ笑えむベルガモットの顔がある。

「びっくりしまして？」

「……」

　クロードは無言で頷いた。

　歌声なんかで本当に戦えるのかと、何度も疑問を覚えたけれど。

「習ってきた歌が、こんな風に形になるなんて……」

　呆然とするクロードに、「『序詞オーバーチユア』詠唱で行える歌声の具現化には、個人差がある」とゼラニウムが告げる。

「アルメリアは特に能力値が大きいからな。普通はもう少し色や形も朧おぼろで威い力りよくも小さい」

「小ちッセエー」

「……次は、ルクローレ。貴様がやってみろ。この中に正式なパートナーがいるはずだ。『序詞』に反応して、武器が光るはず。その後、具現化した歌声が暴走することもありうるが……初心者の暴走程度ならこちらで止められる」

「テメェナンザ敵ジャネエカラナー」

　気のせいか、教官はものすごく乗り気でない風情だった。インコの後追いもいちいち癪しやくに障さわるが、クロードは神しん妙みように頷いた。

（パートナーを見つけて、力の形を知る……？）

　自分の歌は、いったいどんな形を取るのか？

　与えられた、自身の『序詞』をゆっくりと反芻した。

（裏切り者を眠らせろ、……か。裏切り者はおれだ。守ると誓ちかっておきながら、驕おごりと無知でロゼを殺した）

　目の前で、一いつ斉せいに舞手候補たちが武具を抜き払う。さまざまな形の剣、槍、弓矢。それぞれの玉たま鋼はがねには、種々の花の紋が刻まれている。

　ふっと、感かん慨がいが胸を駆けた。これでやっと、夢に手が届くのだ。

　女装までして楽院に潜もぐり込んで、病弱な身体を鍛きたえて。死にもの狂いで練習に励はげんだ。それがようやく、報むくわれる。

　パートナーさえ見つかれば。薔薇を殺せる。ロゼを奪った薔薇を、この手で。

　クロードは目を閉じる。途端、周囲のざわめきも、集まった人々の目も、全てが思考の彼方かなたに過ぎ去った。

「『骸に賛歌を、嬰児に弔歌を』」

　いける。

　詞ことばを舌に乗せ、慎しん重ちように押し出す。

　音を探り当てる時と同じだ。摑んで──

「『裏切り者を』──」

　そこまで口にした時だ。

「ぐッ、──う!?」

　突然、心臓を握にぎりつぶされるような苦痛がクロードを襲った。

（な、ん……だ、これ……）

　どうにか続きを唱えようとするが、もはや声を出すどころかまともに呼吸することすらおぼつかない。

　言葉が、音が、逃にげる。

「ロザリア、ちょっと……どうしたんですの!?」

「しっかり！」

（痛い。痛い──頭が割れる！）

　額を押さえ、胸をかきむしって膝ひざを突く。

　誰だれかが何か叫び、駆け寄ってくる気配があるが、目を開けていられない。朝とは比べものにならないくらい、苦しい。吐き気がする。臓ぞう腑ふが全部、焼けただれていくみたいだ。

「ロザリア!?　しっかりして！」

　助け起こしてくれている……この声は、ノワールか。

「選定式は中止だ！　誰か、ルクローレを医務室へ」

　ざわめく地下室の中で、ゼラニウムの低い声だけが冷静に響ひびく。

「教……官、待っ、……」

　ひゅうひゅうと肺からおかしな漏もれ方をする呼吸を無視し、どうにか声を出す。身体を持ち上げ、黒衣の裾すそを摑んだ。

（パートナーを見つけるどころか──マトモに『序詞オーバーチユア』を唱えることすらできない!?）

　何かの間違いだ。もう一度やれば！

　言葉にならない続きを読み取ったのか、ゼラニウムは眉をひそめて静かにクロードを見たが、すぐに目を逸らした。摑んだ衣が振り払われる。

「医務室へ行け」

「教官！」

　追い縋すがろうとしたが、顔を上げた瞬間に息を吞む。見上げた紫色の瞳は、ぞっとするほど冷たかった。

「正式なパートナーの選出はおろか、受け取った『序詞』の詠唱すらできないとは。ここまで出来が悪い歌姫候補は初めてだ。覚かく悟ごが足りないのか、それともよほど才能がないか」

　静かに投げつけられた言葉は、どこまでも容よう赦しやがない。

「やる気がないなら楽院から去れ。お前は歌姫には向いていないのかもしれないな」

（覚悟が足りない？　……おれが？）

　目の前が真っ暗になる気がした。

　そんなわけはない、だからもう一度だけ！

「ロザリア！　無理はだめ。今日はきっと疲つかれているのですわ、医務室でもう一度しっかり診みてもらいましょう！」

「え、……」

　必死に止めてくれるベルガモットの言葉に、別の意味で背筋が冷えた。

　無理に決まっている！　だって、そんなことしたら──バレる。確実にバレる。

　きちんと『序詞オーバーチユア』を修得するどころか、変態の汚お名めいを背負って楽院追放だ。

　そうこうするうち、周囲に人がわらわらと集まってきた。「大丈夫か？」「早く連れてかないと」……そんな声とともに、左右から助け起こすように──実際には、逮たい捕ほされた心地に近いのだが──腕うでを摑まれた。

「だ、……」

　大丈夫、と言おうとしても声が出ない。目の前がちかちかする。

　万事休す、という時だ。

「みなさん、待ってください！」

　彼らを止めてくれたのはミュゲだった。人をかき分けてきて、肩を貸してくれる。それから、「医務室はちょっと」と続けた。

「彼女、厄やつ介かいな持病があるんで。特別な手順で治ち療りようしないと、逆にひどくなるんです。僕の父が彼女の侍じ医いだったから、ここではずっと、僕が診察を代わってきたんですよね。うちの親からも彼女のご両親からも、ロザリアは他の人に触らせないように厳重に言われてるんですよ」

　噓うそ八はつ百ぴやくをスラスラ並べ、手早くクロードを立ち上がらせた。

「本当なの、ロザリア？」

　心配そうなベルガモットに、クロードはなんとか頷き返した。

「私も行く」

　ノワールがミュゲの片側から支えてくれようとするが、これはクロードが何か言う前にミュゲが遮さえぎる。

「平気だよ」

「……ロザリアは私のパートナーだから」

「でも、仮付きだよね？」

　いつになく食い下がるノワールを、ミュゲはやんわりと、だが容赦なく切り捨てた。

「任せてくれたらいいよ。……というか、僕一人のほうがいいんだ。勝手を知らない者が触ると危険だ」

「けど！　……いや、分かった」

　ノワールは一瞬何か言いかけたが、すぐにためらうような表情を見せ、口をつぐんでしまった。

　その表情に疑問を覚える前に、クロードはミュゲの手で、引きずるように地下の第三楽舎から連れ出された。
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「ミュゲ、……悪い、いつも」

　がんがんと頭が痛む。時おり咽の喉どに絡むような咳せきをしつつ、クロードは友人の肩に縋って歩いていた。外に出ると、夕方の少し弱まった陽光でも目に眩まぶしい。いつも何なに気げなく吸っていた新鮮な空気だが、淀よどんだ地下室のそれに倦うんでいた肺には格別ありがたく感じられた。

「そろそろ、一人で立てるから」

　大きく息をつき、友人に断りを入れて身をよじると、彼はあっさりと手を離してくれた。ふらつきつつ、クロードは競技場を囲む古い白壁にすがって姿勢を正す。これも古い遺い構こうを利用したものなのだろう、指をかけるとぱらりと破片が落ちる。

　五歩ほど先の木こ陰かげにいる親友は、なぜだか背を向けていた。

「──いつも悪い、って」

　不意に聞こえた親友の呟つぶやきはひどく低く、訝いぶかしんだクロードは「ミュゲ？」と名を呼んでみた。彼はまだ振り返らない。上に茂しげった楓かえでの葉に阻はばまれ、陽光が彼の表情を明るみにしてくれることはなかった。

「そう思うなら、心配かけさせるようなことはしないでよね」

「……だよな」

　もっともなことを言われて肩を落とすと、「そうじゃなくて」とミュゲはかぶりを振る。

「しんどいなら頼って、ってこと」

「！」

「ため込むと身体に悪いじゃない。具合の悪さもそうだけど……今、自分がどんな瞳めをしてるか分かってる？　歩く屍しかばねみたいだ。きみは昔っから悩なやみ始めると腹に力を込めて我慢するんだよ。限界が来てぶっ倒れる前に、先に思いっきり吐いときなって」

「やめとくよ」

　クロードは力なく笑いを返した。

「あんまり甘やかすなって。……お前にそんな風に嫌なもんぶちまけたくないんだ、おれは」

「いーや、僕は喜んできみのゲロ袋になるけどね？　兄弟」

「……ミュゲ、言うに事欠いてゲ……!?　駄目だ言えない」

「ゲロ袋でいいんだってば。だってそれって、僕になら本音を言いたい放題ダダ漏らしていいってきみが判断してるってことなんだから。間違いなく光栄だね」

「！　お前」

　思わず、クロードは眼を瞠みはった。

「きみの愚ぐ痴ちの捌はけ口になってやれんのなんて僕くらいのもんだって思ったら、それはそれで愉ゆ快かいなわけですよ、僕としては」

「……ありがとな」

　声が思っていたより湿しめっていることに、自分で驚いた。

「おれの『序詞オーバーチユア』……どうして使えないんだろ」

　覚悟が足りない、と。シスカ教官はそう言ったのだ。歌姫に向いていないとも。

「これまで『首なし』の皮肉ぐらい、逆に糧かてにしてやるつもりだったけど。でも……おかしいよな、『序詞』を唱えようとして拒きよ絶ぜつ反応が出る歌姫なんて、いるのか？」

　モント・フロステラで歌姫になって、ロゼの名前を背負って、ロゼを奪った薔薇を自分の手で──。ずっと明確だと思っていた目標が、心の中で揺ゆらぐ。

「それは……たまたま調子が悪かっただけじゃない？」

「本当にそうか？　ときたま考えるんだ、なんで楽院は最初におれを不合格にしたのかって。お墨すみ付きをくれた花狩たちが知らなかっただけで、もし、男には絶対に歌姫になれない理由があって、全部おれの独ひとり相ず撲もうなんだとしたら」

「クロード」

「悪い……いくらなんでも悲観的になりすぎだよな……あー、情けねえ……」

　どうして、こんなにも壁が多いのだろう。望みへの道は、険けわしいだけならいいが、もし、そもそもその先がぷっつりと途切れてしまっているのなら──

「戻りたくなった？　故郷に」

　静かに尋ねるミュゲに、クロードは無意識に即そく答とうしていた。

「……いや。まだ戦える」

「だよね、言うと思った。じゃ、僕もとことん付き合おう。きみが進めるところまで」

　翠の瞳に遠く空を映うつし、軽く請うけ合あう親友に、目め頭がしらが熱くなる。相手は気づかないふりをしてくれた。

　ふと、ミュゲが身につけているものが目に入った。彼の手首には、蔓で編んだぼろぼろの腕輪がある。──昔、二人でこっそり街に出た時、「兄弟の証あかしだ！」と揃そろいで何気なく買ったものだ。クロードはとっくになくしてしまったが、彼はいまだに使ってくれている。

「こっち来て、お前に助けられんの何回目かな」

「故郷では僕が助けてもらいっぱなしだったから、あいこじゃない？」

「そうだっけ？　悪だくみはだいたい共同戦線だったから、おれが助けるばっかりってことはなかった気がするけど」

　ミュゲは後ろを向いたまま「懐なつかしいなあ」と呟いた。

「きみはもう、オースティンに戻らないんだよね、クロード」

「……お前が戻りたいなら、おれには止める権利はないぞ」

「そういうことじゃないよ、さっき僕も付き合うって言ったばかりじゃないか。ただ……歌姫って危険なんだなあ、って今日改めて思っただけだよ」

「……それを言うなら、舞手もだろ」

　ミュゲの明るい声音はいつも通り。しかし、長年の付き合いがあるクロードには、そこに何か含ふくみがあることがすぐに分かる。

「ミュゲ、お前が本当はオースティンに戻りたいなら、」

「戻らないよ」

　彼は笑った。

「覚えといてよね。──僕を頼っていいのは、きみだけなんだよ。クロード」

「？」

　──結局、含みの内容は分からずじまいになった。
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　一方。

　全ての授業を落ち着かないまま過ごしたノワールは、放課後待ちきれなかったように楽舎を飛び出した。

（ロザリア、どうしたんだろう。すごく、具合が悪そうだった）

　ベルガモットから、花狩の歌を謡うたうのは、並外れて精神力と体力を消費するとは聞いていた。しかし、『序詞オーバーチユア』を唱えてあんな風になる歌姫は聞いたことがない。

　茂みに手をかけ、腐ふ葉よう土どを踏み分けて『嘆なげきの森』を抜け、やがて到着したのは女子寮りようだ。

　ベルガモットには、今はそっとしてあげるよう諭さとされている。一度は引きかけたノワールだが、なんだか心の奥のほうにもやっと黒い澱おりが溜たまってきて、迷いつつも結局ここまで来てしまった。

（やっぱり心配だし。せめてちらっと様子を見るだけでも。……起きているなら様子だけ見て、眠っていたら大人しく帰ろう）

　お見舞いに、野いちごや黒いちご、優しい味の香草茶を持ってきた。手持ちの熊くまの胆いを持参するのは、ベルガモットに却きやつ下かされている。

　布を被かぶせた籠の取っ手を肩に掛かけると、先日も上った木の幹に足をかけ、するすると登る。あっという間にバルコニーに到達すると、猫のようにすとんと降り立った。

　木戸は閉まっていた。こつこつと軽く叩いてみるが、反応がないので諦あきらめる。

「寝ねてるんだ……」

　思わず落らく胆たんが声に出た。だが、すぐに気を取り直し、ゆっくり休んでくれていることを願う。

（明日は安息日だし、また出直そう）

　ちょっとでも元気になってくれたら。ちゃんと見つけてくれますようにと願って、バルコニーにお見舞い品の入った籠を置く。

　看かん病びように下へ手たな手伝いは無用だと、ミゲラルドからは言われている。

　今までならすぐに納得し、自分の修練やら休息に専念するところである。なぜなら、分ぶはわきまえるべきだからだ。

　猛もう獣じゆうに襲われて複雑骨折しようと、崖がけから落ちて頭を打って寝込もうと、身に宿した薔薇と相性の悪い鈴蘭の毒にやられて三日三晩ひどい熱と嘔おう吐とに苛さいなまれようと、師し匠しようから『とにかく食って寝てりゃ治らんもんはない』という方針で育てられたノワールである。事実それでけろりと生き延びてきた野生児には、持病持ちの箱入りお嬢様の扱いは分からない。

　下手を打つと足を引っ張るおそれすらある。自分の領分を守るのは、当然のことなのに。

（なんでこんなにもやもやするんだろ）

　とにかく気にかかる。パートナーであるからという理由だけではなく。

　それは、不思議な感覚だった。

　育ててくれた師匠と、ベルガモットと、コランダム様。

　それ以外の人のことがこんなに頭を占しめるのは、どうにも妙な感じだ。

「ロザリア」

　聞こえることはないと知りつつ、ノワールはぽつりと呼びかけた。

（私はあなたに隠かくし事をしている）

　東邦人でもなく、男ですらない。女の『花はな堕おち』であることも、薬となる血を身に流していることも、もうひとつ、『花堕ち』ゆえの特別な力があることも。

　そこでふと、胸にこごるもやもやの正体──自分はどうしてわざわざベルガモットの忠告を無視してまで見舞いに来たのかが分かり、ため息をついた。

　果物とお茶を届けるためではない。

（──この血は万病に効くって）

　どれだけの生き血を絞しぼれば、効果が現れるものか分からない。彼女の病名だって分からない。けれど、この血を少しでも役立てられるならと、そんなことを考えたのだ。心の片かた隅すみで。

（馬ば鹿か。論外だ）

　冷静に考えて、浅はかさに再びため息が出る。

　血を分けることは、花堕ちであること、そして女であることを知らせること。

　何をぼうっとしていたのやら。どこから秘密が漏れるか、分かったものではないのに。

（そうだ。師匠の友達だったっていう、花堕ちの男の人。花はな嵐あらしから逃げのびた村で幸せに暮らしてたのに……花堕ちだとばれた途端、村人みんなに焼き殺されたって。家族だった人たちまで、まるで化け物みたいに彼のことを話してたって……）

　ましてや、女だと分かったらどうなるか。師匠から繰り返し言われていたことだ。

　──〝お前の敵は、花だけではない。本当に傍にいたいと思う相手にこそ、距離を置け。なぜならお前にとって、人はいつ敵に回るか分からないのだから……〟

　心を許した相手を恨うらむことだけはないように。向かう敵をためらいなく討うてるように。

　ましてや四六時中一緒にいて、背を預け合う正規パートナーなんてもってのほかだ。

　頭を振り、ノワールは古びた寮に背を向けた。

（どうして、こんなに気が緩ゆるんでたんだろう）

　楽院での生活はぬるま湯のようだ。温かくて心地よくて、自分が何者かまで忘れかける。変わりたいと願っても、その本質は否定しようもないのに。

　自じ戒かいをこめ、腰に下げた愛剣の柄つかを握りしめた。

（私は花狩でいたいから。秘密を知るのは、これからも、師匠とベルとコランダム様だけ。花堕ちだとも女だとも、他には明かさない。……誰も信頼なんかしない。絶対に）
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　目が覚めた時、窓の外は明るかった。

（……朝になったらちゃんと身長が伸びてるってとこは、普段通りなわけな）

　クロードは苦笑してベッドから下りる。頭の重さは完全には消えなかったが、体のだるさはかなり楽になっていた。

　手も足も、昨日きのうよりずっと軽い。代わりに、夜着に包まれたそれらはすっかり長く逞たくましくなっている。書き物机の引き出しから懐かい中ちゆう時計を取り出して確認すると、結構な時間になっていてぎょっとした。

（って──ああそうか、今日は安息日だっけ）

　西せい邦ほう諸しよ国こくは、現在こそ多神教に分ぶん裂れつしたが、大王国の力が強かった昔は、ひとつの神を信じる旧教が主流となっていたという。

　モント・フロステラは、四百年前に建てられた旧教の修道院を改装して作っただけあって、週の七日目を安息日と定める習慣が生きていた。閑かん散さんとする楽舎と入れかわりに、楽生たちが繰り出す城下町は、いつにも増して賑にぎやかになるのだ。

　耳を澄すませば、連れだって遊びに行くらしい女楽生たちのかしましい声が聞こえてきた。歌声を誇ほこる彼女たちの澄んだ笑い声は心から楽しげで、なんとなく外に心こころ惹ひかれる。

　一方で部屋の中は薄暗い。少し空気もこもっている。

　空気の入れ換かえをしようと、人に見られないバルコニー側の窓を開けると、小さな籐とうの籠がちょんと鎮ちん座ざしているのに気づいた。

　中に入っているのは、赤く熟うれた春の果物たちと、安眠を誘さそうお茶。

（ノワールか）

　様子を見に来てくれていたのだ。

　心こころ遣づかいが嬉しいのと同時に、申し訳なくもある。

　身体のほうが回復してくると、自分が空腹なことに気づく。そういえば朝食はおろか夕食も摂とっていない。薬を飲み直すには体調に不安が残っていたし、まさかこの格好で食堂にもいけないので、差し入れはありがたかった。

　ふと見ると、籠の中には紙切れが一枚入っていた。ざっくりした性格の割に丁てい寧ねいな字で書いてあるのは、簡潔な一言。

『早く治して。歌がないと調子狂う』

「……はは、」

　──勝手言いやがって、と思いつつ、なぜだか口元が緩む。言葉が下手くそなのは、書くほうでも健在らしい。

「さて、どうするかな」

　考えなければならないことが山ほどある。

　心を暗くする理由も。

　しかし、小さな『お見舞い』がほんの少しだけ元気をくれた。そこでじっとり内にこもるより、調子に乗って新鮮な空気が欲しくなる程度には、現金な思考も持ち合わせている。

　ベッドの下に隠した男物の服を取り出し、クロードは夜よ着ぎのボタンに手をかけた。

「……外、出るか」
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　彼が人目を忍しのんで外出してしばらく後のち。

　同じ経路を、逆から辿たどってバルコニーに到達した者がいた。

　当のノワールだ。

「ロザリア、起きてる？」

　小声で呼びかけてみるが、返事はない。固く閉ざされた木窓に嘆たん息そくする。

（やっぱり、眠ったままか）

　しかし、足もとを見て気持ちが浮上した。

　籠がなくなっている。気づいてくれたのだ。

（でも、どうしよう……）

　今日はロザリアの具合を確かめることしか頭になかった。

　帰って勉強しようにも、今日は安息日。

（安息日は修行も勉強もお休みで！　って、ベルが言ってたな）

「それがモント・フロステラ流の社会になじむ第一歩でしてよ！」と続くその忠告は、編入からこちら、安息日まで平気で練習に費ついやすノワールを心配したベルガモットが若干大げさに言っただけなのだが、ノワールのほうは鵜う吞のみにしている。

（ベル、市街地に出るのが一般的とも言ってたっけ……じゃあ、何か適当に滋じ養ようのあるものを探してみよう。地図を取ってくるべきかな。いや、方向を間違えなければ平気なはず）

　決断すれば後は早い。編み上げ靴ぐつの硬かたい踵かかとを鳴らし、ノワールはバルコニーからひらりと飛び降りた。




（ここ、どこ……!?）

　歩くこと一時間。

　見知らぬ建物の裏うら路みちで、ノワールは呆然と立ち尽つくしていた。煉れん瓦が造づくりの壁は、元々赤茶色だったのだろうが、薄汚れてところどころ黒っぽくなっている。まだまだ太陽が元気に働いている時刻のはずなのだが、高い壁と立地の悪さのせいで、ここだけなんとなく薄暗い。

（すぐ下が、さっき上って来たばかりの階段で。そっちの壁は途中で途切れてて、そこからまた細い階段だけどたぶん違う方向で。というかこの道、何回目……？）

　いくつもの小路。折り重なった建物と、それをつなぐいくつもの階段……ひとつの方角にまっすぐ歩こうとしても、物理的に歩けない。

　市街の増改築の結果できあがった迷路のように凝こった造りに惑まどい、気づけば同じところを何度もぐるぐる歩かされ、いくら体力に自信があってもいい加減精神的に疲労がきていた。

（モント・フロステラ市街地がこんなに複雑だったなんて）

　普通の楽生と違って、山のてっぺんにあるアルメリア邸ていから通楽するノワールは、楽舎と邸やしきの往復以外はほとんど歩いて回ったことがない。お手上げだった。

（ロザリアのお見舞いを求めるどころか……これ、私自身が帰れるんだろうか。お邸に）

　あまりの間抜けさ加減に頭を抱かかえて壁に縋る。こんな体ていたらくを師匠に知られでもしたら、「修行不足だ！　頭を冷やして来い」と崖から海に放り込まれそうだ。

「どうしよう……」

　途と方ほうに暮れ、煉瓦を割って生える緑の茂みを見つめる。

（冷静になろう。これは本当に、ちょっと頭を冷やすべきな気がする。けど、自分で飛び込もうにも海の方向すら分からない。本当に八方塞ふさがり）

　そこでノワールは、茂みの向こうにある階段を誰かがトントンと下ってくるのに気づいた。

（人が？）

　生き物の気配が近づくと、どうしても緊張する。

　しかし、その向こうに鮮あざやかに赤い髪色が見え、きょとんと目をしばたたいた。

（ロザリア？）

　いや、違う。すらりと背の高い男の人だ。

　そして、──その顔には見覚えがある。

　相手もこちらに気づいたらしく、金色の眼が軽く見開かれ、「お」という表情になる。

（この人、森で会った……探してた人だ！）

　明るい印象の整った顔立ちは、確か何かに似てると思って──ああ、そうだ。ベルガモットが幼い頃に見せてくれた、絵本の王子様。でもどんな人か分からない……って、端たん的てきに言うと要ようは、

「きらきらの不ふ審しん者しや！」

　断じたノワールに、男は激しく微び妙みような表か情おをした。

　──また何か間違えたらしい。
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　いつもと同じ東とう邦ほうの衣装と、黒い眼帯、青いサッシュ。それらを視界に収めた途端「ノワール」と呼びかけようとしたクロードだが、相手の叫さけびに反応して踏みとどまる。

（あっぶねー！　って、誰が不審者だこの野や郎ろう!?）

　とはいえ、この姿での面識も、あるにはあるのだ。

「えー、確かこの間の……」

　内心の動どう揺ようを気力でねじ伏せ、クロードが曖昧な笑みを浮かべた時だ。

「──ごめんなさい！」

　真っ黒い頭ががばっと下げられる。

「へ？」

　呆あつ気けにとられてぽかんとするクロードに、ノワールは「ええと」と視線をさまよわせた。

「謝りたくて、あなたを探してた。前に出会った時……いきなり引き倒して、首筋に刃物を」

　笑って「気にしてないから」と言おうと口を開きかけたところで、続きが耳に突き刺さる。

「何か変なものが出たと思ったから……」

「せめて不審者認定だけで済ませてくれよ！」

　突っ込んだら明らかに落ち込まれた。なんだかこちらが苛いじめたような気分にさせられる。

「いいよ。別に怪け我がもしてないし」と言ってやると、ほっとした表情になる。傍はた目めには分からないような微び細さいな変化なのだが、ここ最近で見分けがつくようになってきたのがちょっと嬉しい。

「あなたは、モント・フロステラの人？　楽院の生徒？」

「ここで仕事持っててな。居住を許可されてるだけだ」

　一応、噓ではない。

　楽生の身分を『仕事』と言い換えてみただけだ。今の姿では堂々と寮の表口から出られず、こんな裏道を抜けないと街にも辿りつけないような身だが。

「そう」

　ノワールは納得したのか、背を向けてそのまま歩いていこうとする。

「おい、どこ行くんだ？」

「どこって、街の表通りに……」

「全然逆方向だぞ。というか、そっちに行ってもあるのは島の外に出る跳はね橋だけだ」

「え」

「ひょっとして、迷ったのか？」

　ぎくりと足を止めたノワールに何気なく訊いてみたのだが、これには思いがけない反応が返ってきた。

　白い頰が、あっと言う間に耳まで真っ赤に染まる。──図星だったらしい。

（へえ？　こんな顔もするんだ）

　なんだか、日に日に表情が増えていく気がする。赤く染まった頰で、ふいっと向こうを向く様子は、まるで機き嫌げんを損そこねた黒猫のようで。

　素直に「ああ、いいな」と感じた。いつもの隙すきのなさが崩れて、ずっと親しみやすい。

「よかったら送るけど……」

「いい」

　ごまかすように申し出てみたら、ぴしゃりとはねのけられた。しかし、言い方に失敗したと思ったらしい。ノワールは「しまった」という顔をすると、気まずそうに続けた。

「そんな迷めい惑わくをかけるわけには……」

　もごもご続ける少年に、さてどうしようかとクロードは頭の中で算段をする。

　下手に道を教えたところで、ますます迷って路地裏野宿をさせかねない。

（……って、目の前にいるのは、野生児だし男だ。野宿ぐらいお手のものだろ）

　けれど、なぜか放っておけない。守ってやらなければいけない気がしてくる。世間ずれしていない不思議な危うさに、どうにも保護欲をかきたてられるのだ。

（……だから待て。保護欲ってなんだ。まあ、とにかく！）

　クロードはおもむろに腹を押さえ、棒読みで言い放った。

「あいたたた。こないだ蹴けられた腹が」

「え!?　さっき、怪我はしてないって」

「本気で痛い。こんなとこでほっとかれたらもう死ぬ」

　ぎょっとした表情のノワールに、クロードは片眼をつぶってみせる。

「そういうわけでちょっと街まで送ってくれよ」

「！」

「それならかまわないだろ？」

　ノワールが、碧あおい右目をいっぱいいっぱいまで瞠っている。

「え、あの」

「いいから」

　戸と惑まどう腕を摑んで、この際強制措置を取ることにする。

　花除よけの鈴がしゃりんと鳴る。──白い手首はやっぱり折れそうに細くて、意味もなくそわそわした気分にさせられた。
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　急に腕を摑まれて、まずはとにかくびっくりした。

（大きな手。……剣だこの感触がある。やっぱり武術をやってる人なんだ）

　男と騙かたっている自分とは違って、骨ばった長い指。──気づくと、なんだか落ち着かない。

　さっき言われた無茶な理り屈くつが、街に不慣れな自分への気遣いによるものだとは、いくら鈍どん感かんでも理解できた。

（私はこの間、相当ひどいことしたのに、どうして）

　そうこうするうち、白いシャツを着た広い背はぐんぐん階段を上り、坂を下り、くねくねと角を曲がっていく。彼が、歩幅の違いに合わせ、少しだけ歩調を緩めてくれているのはすぐ気づいた。足は速いほうなので大丈夫だと言いかけたが、思い直した。

　前を行く彼の歩みは揺るぎない。顔は見えないけれど、赤い髪がほの暗い路地裏にあっても鮮やかで、不思議と不安を感じなかった。

（──名前も知らないのに）

　つないだ手に、その近い距離に、なぜかほっとする。

（名前も知らない相手、だから？）

　何を明かす必要もない人だから、逆に安心できるのかもしれない。それならばどうして、掌てのひらの温かさがこんなに懐かしく思えるのだろう。

　再び歩き出してしばらく行くと、薄暗かった路地はだんだん明るさを増し、太陽がちらちらと顔を覗のぞかせるようになる。

　石造りの空くう中ちゆう回かい廊ろう。屋上を利用して林りん檎ごの並木が植えられた煉瓦の建物。漆しつ喰くいの剝はげた石壁の窪くぼみに収まった、旧教の教祖を生んだ聖母像。別の窪みに植えられたローズマリー。建物の狭せまい隙間から、木々が顔を出し、ところどころ石壁に小さく穿たれた物見窓から、少しずつ街の雑ざつ踏とうが見え始めた。

　足を踏み出すたび、喧けん噪そうが近づいてくる。

「わあっ」

　まず目に入ったのは、横幅の広い大きな坂道だ。

　その上を、せわしなく、けれど楽しげに道を行きかう人の群れ。小間物屋の店主と楽しげに交こう渉しようする女性。道に出された喫きつ茶さ店てんで、カフェを楽しむ女楽生たち。道沿いには、白壁や石造りの店がびっしりと並び、その前にはさらに露ろ天てん商しようが敷物を広げ、さまざまな商品がところせましと自己主張してくる。

　硝子がらす細ざい工くの青。野菜の緑。果物の桃色。お菓子の黄色。それらを際立たせる、背景の白。まるで色の洪こう水ずいだ。

（モント・フロステラの目抜き通り、『ラ・メルヴェイユ』……こんなだったんだ）

　いつも樹海や山中で暮らしてきたから、こんなに人がいるところには滅多に来たことがない。

　ただただ圧あつ倒とうされていると、前を歩く彼が振り返り、「ちょっと上も見てみな」と店の軒のき先さきを指さした。

　示された先にあるのは、今度は看板の群れだった。

　金で描かれた獅し子し。羊の絵と調理帽。青い海にたゆたう人魚。麦穂を抱えた少女のシルエットを、鉄で鋳い込こんだもの。縁ふちに宝石を埋うめ込んだものまで。古いもの新しいもの、地味なもの派手なもの、連作になったもの……さまざまな趣しゆ向こうを凝らされた吊つり看板が、全ての店先にこれまたずらりと列をなしている。

「あの、細長い柄えのついたものを持った、おばさんの絵は？　……持ってるのは、変わった形の槍かな。それにしては穂先が円まるい」

「流は行やりのオムレツの店だよ。モント・フロステラ名物のオムレツは食べたことあるだろ。武器じゃなくて、あれはフライパン。竈かまどの火で直接焼くから、あんな風に柄が長い」

「じゃあ、あの卵と遊ぶ猫の絵は？」

「あれはサブレーの有名な菓子店。この辺は、塩の華はなを使ったキャラメルやサブレーが美う味まいから。猫なのは、店主が無類の猫好きだからだってさ。ああ、そっちの人魚はとんちだよ。魔ま性しようの歌声とかけて、その声を保たもつための歌姫用のノド飴あめ専門店。いろんな飴を売ってる」

　もの珍めずらしさに意味を聞くが、淀みなく答えが返ってくる。なんだか楽しくなって、ノワールは次々と看板を指さしていった。

「あ、少し待って」

　ふと思いついたことがあり、ノド飴屋に寄る。ミントとレモンで香り付けした氷砂糖と、バターキャラメルを手早く買って出てくると、青年が意外そうにこちらを見ている。

「飴、好きなのか？」

「ううん。これは病気の友達に。歌姫候補なんだ。今日も部屋から出られないみたいで……」

　そう言った瞬間、なぜか青年は苦虫を束たばで嚙かみつぶしたような顔をした。「まあそうだよな……」などと謎なぞの呻うめきとともに、顔を片手で覆おおっていたが、やがて気を取り直したように歩き出す。

　人ごみではぐれないよう、今度はこちらから彼の袖そでを摑む。すると、階段を下る時、少し身体を斜めにして歩きやすいようにしてくれたので、そのぶん横顔がちらりと見えた。

　すっと通った鼻び梁りよう。凜り々りしい眉。くっきりとした顎あごの線、浮き出た喉のど仏ぼとけ。耳やうなじにかかる、少し長めの鮮やかな赤い髪。

（……きれいな人）

　そう思うと急に、すれ違う女性たちの熱を含んだまなざしが気にかかった。青年に向けられるものばかりだ。本人は気づいていないようだが。

（それに──不思議な人）

　気づけば、すっかり街を案内してもらっているのだ。ここまで来れば一人で邸に戻れそうなのだが、なぜか言い出す気になれない。

　雑踏で、ごく自然に庇かばうように道路側を歩いてくれるのは、自分が小さいからだろうか？　屈くつ託たくない気やすさで、するりと人の懐ふところに入り込んでしまう黄金の瞳に、なぜだか強く目を惹きつけられて離せない。

「あ」

　ふともう一つ、髪とは別の紅べに色いろを見つけ、ノワールは声を上げた。

　形のいい耳に下がる、金の地金に艶つややかな紅い石。同じ形状を、よく見ているような。……ああ。

（ロザリアの耳飾り？）

　あれと同じ意い匠しようなのだ。

　そういえば最初は、彼の赤い髪を「彼女」と見間違えたのだった。

「その耳飾り、私の仮パートナーのと似てる。もしかして──へぶ」

　知人だとか──と続けかけたノワールは、青年が坂の途中で急停止したので、その背中に思いっきり顔面からぶつかった。肘ひじを摑んでいたので、いくら俊しゆん敏びんでも避さけようがなかった。

「あ、悪い。それは、ぐ……偶然だろ」

　彼は、若干青ざめた顔で振り返った。ノワールは首を傾げる。

「けど、完全に同じだ。紅い石に、それはナナカマド？　私は細工物には疎うといけど、さすがにそれくらいの判断はつ──」

　なおも言い募つのりかけたノワールを遮り、彼は「へー、そりゃまた奇き遇ぐうだなあ！」と若干乾いた笑いとともに、おもむろにすぐ傍で露店を広げていた装飾品屋の親父おやじの腕を摑んだ。

「そうそうこれ、この店で買ったんだよなっ！　なあ親父、よくある品だろ」

「は？　なんだい兄ちゃん、そりゃうちのじゃな……うでででいででで、そう、そうそううちのじゃよ」

　解放された腕を涙目でさすっている親父の傍らで、ノワールは屋台の軒にぶら下げられた商品に目を留とめた。

「これ」

　ごく小さな銀の耳飾りだった。あしらわれているのは小粒の青い石に見えたけれど、陽に透すかすと角度によって色を変える。黄色に、赤に。どういう仕組みなんだろう。

　初めて見る不思議な石に、すっかり興味を奪われて凝ぎよう視ししていると、青年がひょいと掌に載のせてくれた。いろいろ試してみてしまう。橙だいだい、紫、桃色……面おも白しろい。

「いいとこに目ぇつけたな兄ちゃんたち。そりゃあ値打ちもんだよ。なんてったって、世にも珍しい樹海産の石に、北ほつ邦ぽうの細工師が地金をつけたもんだ。よく見てみな、輪っかんトコが火とかげの意匠になってるだろ。万難を焼いて退しりぞける、北邦のお守りだよ」

「へえ……」

　すかさず目を光らせ、一瞬で商売人の調子を取り戻した親父によれば、どうやら珍しい品らしい。樹海には長いこといたけれど、こんな石が出るなんて知らなかった。しげしげ見ていると、青年が言った。

「つけてみるか？」

「え」

　ごく自然に訊かれてびっくりする。

「いや、私は」

「いいから。ちょっとじっとしてな」

　軽く手ぶりで制止され、仕方なくじっと身を固くする。長い指が耳たぶをかすめ、次いでひやりとしたものが当たる感触。

（わ、……くすぐったい）
















「へーえ、ちっさい兄ちゃんよく似合うじゃねえの。それ、女性でも男性でもイケる形なんだよねえ。どう、安くしとくよ」

　露店の親父が口笛を吹いた。手渡された手鏡を覗き込むと、銀色の小さな火とかげがちょんと自分の耳たぶの上にのっかっていて、不思議な感じだ。

（いい……のかな。奢しや侈し品ひんは身につけたことがないし……）

　手や首に巻いたものも全て実用。これが似合っているかどうかなんて分からないし、見た目にはごく小さな変化でしかない。それなのに、なんだか鏡の中から見つめ返してくる自分が全然別のものになったみたいな気がしてくる。それに、金属の冷たさはすごく心地よい。

「ああ、確かに。──可か愛わいいよ」

「！」

　不意に、耳のそばで吹き込まれた青年の低い声に、心臓が跳ねた。

（な、なに今の？　ベルに言われる時と、なんか、違う……！）

　耳を赤く染めて俯うつむくノワールに対し、青年は別に他意はなかったらしく、目をしばたたいている。それから、「ああ」と納得したように頷いた。

「悪い。男に『可愛い』ってほめ言葉じゃないよな」

「え」

「いや、おれも昔は自分の女顔が嫌きらいだったからさ。考えが足りなくて……」

「悪くない！」

　意識する前に言葉が飛び出して、自分でもびっくりした。面食らったような青年になぜだか目を合わせられず、もごもごと口の中で続ける。

「悪くなんてない……嬉しい」

　ばくばくと鳴りっぱなしの心臓は、暴れ馬にでもなったみたいだ。単に自分の考えを言っているだけなのに、どうしてマトモに相手の目を見られないんだろう。顔を上げられないでいると、「そっか、よかった」と一言。大きな手が下りてきて、くしゃっと頭を撫なでられる。

「じゃあ親父、これそのままつけてくから。包装はいらない」

「はいよ。兄ちゃんら、兄弟で買い物かい。仲良きことは麗うるわしきかな、ってな」

　ちゃりん。

　気を紛らわせようと鏡を凝視していたら、青年が銅貨を支払うのが見え、ノワールは慌てた。

「ちょ、ちょっと!?」

「どうした？」

　きょとんとした顔。なぜだ。

「どうしたもこうしたも！　私には、あなたにこれを買ってもらう理由がない」

　大急ぎで耳から飾りを外そうとするが、すぐに押し留められた。

「つけとけ。似合ってるし。それじゃだめか？」

「駄目に決まってる！」

「頭カタいなーお前。そっちに理由がなくてもおれには後ろめたいとこが……や、なんでも。ってか衝しよう動どう買がいを押しつけただけだぜ。んじゃ、いつか気が向いたら返してもらうかもー、みたいな」

「なんなんだ、もう！」

　頭を抱えるノワールに、青年は顎に長い指を当てて何やら考え込んでいた。

「お前、モント・フロステラはあんまり詳しくないんだよな？」

「来たことは何度もあるけど、城主館との往復ばかりで」

　いつも、黎れい明めいの薄暗がりの中を小舟で来て、裏通りや地下通路を選んでお邸を訪れるだけだった。よく考えれば見て回ったところなどほとんどない。

　青年はちらりと近くの店の置時計を確認した。それから、「じゃあ貸し出し料は取る」と笑う。

「そういうことなら……」

「決まりだな。よし、もう一カ所付き合ってくれ。行きたいところがあるんだ。時間もちょうどいい」

　彼は笑い、再びノワールの腕を取った。

（う……すっかり乗せられてるような……）

　なんだか釈しやく然ぜんとしない。けれど、不思議と悪い気はしなかった。




　人ごみを泳ぎきって道の対岸に渡り、人魚の看板の店の裏から、細い細い階段を上る。

　シードルを作るための林檎の植わった屋上果樹園から近道して、古ぼけたオークの扉とびらを開いたら、建物の下をくぐり抜ける通路。四つ角を右に曲がって、坂を上って、下って、またぐんぐん上る。それからはずっと、何とか人とすれ違える程度の細い坂道。

　唐突に、彼がふっと手を離した。そのまま、ひょいと道の脇わきに身を寄せてくれる。その向こうに広がった風景に、思わず声が漏れた。

「うわ……！」

　もう日暮れにさしかかっていたのか、茜あかね色に染まった草原と、干ひ潟がたのまだら模も様よう。ずっと遠くの高台には、ぽつぽつと紅く染まった家々。家路につく羊たち。

　気づけば、市街の中でも城外を見渡せる崖の上の広場に出ていたらしい。

　高台の上には畑もある。なんだか、昔ベルガモットが見せてくれたキルトを思い出した。

（ベルは、あれは西邦の女性のたしなみなのだと言っていたけれど）

　見渡す地平は、赤、茶、薄緑、黄色と色をたがえた端は切ぎれをつなぎ合わせたような鮮やかさだ。畑仕事をする男性の縫ぬい上げる大地の芸術が、今だけはほんのりと赤く染めあげられ、緑の杉並木のピンで行ぎよう儀ぎよく端はしを留められている。

（……なんか、変？　いつも師匠と来る時は、小舟で門まで渡って入っていたはずなのに。海はどこ行ったんだろう）

「よく見てろよ」

　青年は、ふと草原と干潟の続くほうを指さした。その方角をじっと見ていると、──不思議なことが起こった。

　赤く熟じゆくしきった太陽を映し、こちらに押し寄せてくるものがある。

（──海だ。海が駆けてくる！）

　遠く、波音が響いた。まるで足並みを揃えた駿しゆ馬んめの群れのように、波は次々と押し寄せると、誰もいない緑の草原と白い干潟を瞬く間に飲み込み、高台の手前でぴたりと止まる。

　あっと言う間に、あたり一面は緩やかにうねる海原となり、モント・フロステラは海の中に佇たたずむ孤島となった。

（すごい……！）

　声もなくその様子を見つめていたノワールは、自分がいつの間にか崖の縁まで来て手すりを摑んでいたことに気づいた。慌てて手を離し、後ろを振り返る。

　青年はいたずらが成功した少年のような笑みを浮かべていた。先ほどまでは、自分より二つくらい年上に見えた大人びた顔立ちが、ずっとあどけなく見える。

「驚いただろ。季節にもよるんだけどな、月に一日だけ、こういう不思議な大潮が見られるんだ。ここ、あんまり人に知られてないからさ。また来るといいぜ。独りで考え事したい時とか、おすすめ」

「うん、すごい。本当に、……すごい」

　ただ、何度もその言葉だけを繰り返す。ただ「すごい」しか出てこなくて、どれだけどう「すごい」のか、全然表せない。今この瞬間に、どれだけ、嬉しいかも──。

「ありがとう。……いろいろ」

　せめて一言に精いっぱい心をこめるノワールに苦笑し、青年は「礼を言うのはこっちだよ」と視線を海に投げる。

「実は、いろいろへこむことがあってさ。自分の駄目っぷりにほとほと嫌いや気けがさしたり、これからのこと悩んだり……だいぶ気分がドン底這ってたんだけど、お前案内して街歩いて、なんか前向きになってきた。めいっぱい喜んでくれるんだもんな。嬉しくて」

（！　……また、笑った）

　夕陽のせいで、あたり一面茜色だった。同じ色に染め上げられた横顔を見て、また心臓がうるさく騒さわぐ。

　彼は、ノワールにとって信頼や責任の外側にいる人だ。会ったばかりで、名前も互いに知らないまま。その気安さが心地よかったはずなのに、なぜか相手をもっと知りたいと思う自分がいる。……あべこべだ。

「まあ、男二人でムッサい練り歩きだったわけだけど……」

　続けて遠い目をする彼に、ノワールはむっとした。

　それは、確かに男と思わせておかないとまずいのだけど──なんとなく、面白くない。

「じゃあ、次は女の人と来れば」

　言い方が少しつっけんどんになってしまったのには、気づかれなかったらしい。彼はまだ海を見ている。夕陽に照らされ、その瞳は朱金に見えた。

　その時だ。

「あのう」

　鼻にかかったような高めの声が後ろから響く。振り向くと、若い女の子の二人連れだ。おそらく女楽生だろう。青年の顔を見て、「きゃー、やっぱりかっこいいよ」と沸わき立っている。

「もしよかったら、ちょっとお茶とかしません？　美お味いしいお店知ってるんです」

「弟さん？　も一緒に！」

　期待に目を輝かせ、頰を紅こう潮ちようさせた女楽生は二人とも可愛らしい顔立ちをしていた。

（そういえば、途中から誰かついてきていた。害意がなかったからかまわなかったけど）

「悪い。せっかくだけど、もう戻らないと」

　男二人のわびしさを嘆いていたくせに、青年は苦笑ひとつで断った。「えー？」と残念がる女楽生たちは気づいていないようだが──ノワールはその態度に違和感を覚えた。

　彼女たちの背を見送りながら、ノワールは思わず隣に目をやった。

「どうして？」

　女楽生たちと話していた時の青年は、顔こそ微笑んでいるが、明らかに踏み込ませまいとしていた。それは、自分と話す時には一切感じなかったものだ。それどころか、おおっぴらに本音を零したりもしていた。

「あの子たち、ずっとあなたを追いかけてきてた。気づいてたんじゃ？」

　それを、ああもすげなく追い払うとは。

「もう少し話してあげても。たぶん……がっかりしてる」

　少し責めるような口ぶりになってしまい、言いすぎたかなとちらりと思う。青年は微苦笑した。今度は、ちゃんと感情の色が見える。

「あからさまだったし、それ以前に女性だったからな」

「え、女の人が苦手なの？　さっきと話が違……」

「違うって！　決めた相手がいるって意味だ」

「！　そう……なんだ」

　少し寂さびしげな表情が気にかかる。それ以上に、彼に大切な人がいたことに、意味もなく胸がざわついた。

「……モント・フロステラに住んでる人？」

　出会ったばかりの相手に、何を問うことがある。小さな葛かつ藤とうと戦っていたノワールは、青年が発した次の言葉にとっさに反応できなかった。彼はじっと赤く染まった石いし畳だたみを眺ながめている。

「いや。──もうこの世にはいないんだ」

「え……」

「誰より大切だったのに、守れなくて。独りで死なせちまった。けど、おれにはその子だけなんだ。今も、これからも、ずっと……」

　告白された内容は重く暗く、そしてどうしてか胸のざわめきが大きくなる。

「だからまあ、こういう言い方もどうかと思うけどな。女性相手で、ちょっとでも気持ちが見えると、どうしても構えてしまうのかもしれない」

　青年は微笑んでいた。口元に浮かぶそれは優しい。けれど、睫まつ毛げが濃い影を落とした瞳の空くう虚きよさが、胸の奥を軋きしませる。

「どう、いうこと？」

「忘れられないからだよ。……一緒にいた時のこと」

「そ、……う」

「いや、ついこんな話して悪い。不思議なことに、お前といるとすっげえ楽なんだわ。どうしてか分かんねえけど、自然でいられる」

「そっか」

（男のふりをしてたおかげで、この人が気楽に過ごせたんなら、よかったのかな）

　そう思いつつ、なぜだかちくりと胸が痛んだ。罪悪感がふくらんでいく。

　男でいる限り、彼は自分に同じ笑顔をくれるのだろう。

（けど、それは噓の私なのに。この笑顔は、本当は受け取るべきじゃないはずなのに……）

　ノワールはぼんやり海を眺めた。

　夕陽は、ほとんど海の向こうに沈みかけていた。あたりは薄暗く、夜の影が明るい光をすっかり吞み込もうとしている。

　表情を出しにくい自分の体質に、頭の片隅で、少しだけ感謝した。
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「ここまできたら、もうあとは分かるよな？」

「うん。平気」

　とっぷりと日は暮れ、街灯に明かりがともる。

　どうもノワールが心配になり、結局クロードは彼を『嘆なげきの森』の入口まで送り届けることにした。

　それにしても、妙みような一日になったものだ。

　彼を案内する間、思えばずっと手をつないでいたことに気づき、今さらながら居心地が悪くなる。ノワールに、気味悪がられたりしていないだろうか。急に不安になってきた。

　けれど今、それよりももっと気になることがひとつ。

「なあ、お前」

「……？　なに」

「大潮を見に行ってから急に元気がなくなった気がするぞ。ずっと考え込んでるみたいで」

「え……ええと。そう、だった？」

　少しばつの悪そうなノワールに視線を合わせるよう少し身体を傾かたむけ、目を覗のぞき込む。

「調子こいて引っ張り回しすぎたかな。疲れさせたみたいだ」

「そんなこと」

「おかげで一日、楽しかったよ」

「！」

　夜の少なすぎる光では、クロードは気づかない。ノワールの白い頰ほおにぱっと朱しゆが走ったことに。ただ、微笑ほほえんで合わせた目を逸そらされてしまったことに、苦笑する。

「じゃあな。気をつけて帰れよ」と手を振り、クロードが背を向けた時だ。

「待って」

　服の肘ひじの部分が後ろに軽く引っ張られる。驚いて振り向くと、碧あおい隻せき眼がんと目が合った。

「あ、……その」

　なぜか、ノワールも大きな瞳ひとみをいっぱいに開いている。引き止めておいて、自分でびっくりしているらしい。

「どうした？　何か落としたのか？」

　思わず、腰こしにちゃんと『しょうび』があるか確かめてしまうクロードに正面から向かい、ノワールは大きく息を吸って「どうして、なんとなく落ち着くのかって思ってた……」と言い放つ。




「似てる」




「……へ？」

「あなた、私の仮パートナーに似てる。さっき話した、病気の友達」

　──また、妙な間があいた。

（似て……ええ!?　完全に素すでしゃべってたおれが悪いんだけどまさか気づかれ……！）

　ざっと血の気が引いたところで、「彼女は年とし格かつ好こうも全然違うし、そもそも女の子なんだけど」という追加文がきて胸を撫なで下ろす。心臓に悪いったらない。

「……そいつはどんなヤツなんだ？」

　安心すると、いたずら心が湧わいた。現金なものだ。

「楽がく院いんで『真しん紅くの小鳥』って呼ばれてて……きれいで、おしゃれで、妖よう精せいみたいなひと。でも口を開いたら、ガサツで強引で感情が素直に出すぎる上に一人称が『おれ』でパッと聞き痛イタい」

「なんで罵ば倒とう部分だけ流りゆう暢ちようにしゃべるよ!?」

　胸むな倉ぐら摑みかかりたい衝しよう動どうに耐たえるクロードの気も知らず、「けど」とノワールは続ける。

「あったかくて、笑顔が優しい。差し伸べてくれる手が、眩まぶしくて……かっこいい、って思う」

「え……」

「あなたと同じ」

　言葉に困ったのか、ノワールは視線を夜の道に投げる。片方だけの碧に映うつった、橙だいだい色の淡あわい光に照らされた石畳。

「私には、過去を背負う辛つらさも大切な思い出を持つ幸せも分からないけど。……あなたに想われて、傍にいられたのなら。それだけで……きっと亡なくなったあなたの恋人、幸せだったんじゃないかな」

「！」

「……って、今思ったのだけど」

　ごめん、変なこと言った。そう言ってから、ノワールはまっすぐにクロードを見上げる。

「今日はありがとう。……助かったし、楽しかった」

　ふわっと笑うその顔は、『ロザリア』の前ではあまり見せないもの。

　それだけ言うと気が晴れたのか、ノワールはくるりと背を向けた。今度こそ、黒い小柄な影がとんとんと軽い足取りで石畳の上を駆かけていく。

　妙に胸のあたりが熱い。中性的な声が、去り際に見せた笑みが、脳裏でちらつく。

　──〝きっと、幸せだったんじゃないかな〟

　それ自体は……月並みな慰なぐさめなのに？

　どうしてこんなに沁しみるのだろう。飾らない気持ちが、じかに届いたからか。

　記き憶おくの中にもう一人、こんな風に何気なく、心にするりと溶とけ込んでくる言葉をくれる人がいた。その人は、自分にとって誰よりも大切な人で。

　頭が働かない。ノワールが去った方向を見つめたまま、ぼんやりと立ち尽つくしていると──不意に、ぽんと肩を叩たたかれた。

「クロード！　こんなところにいた」

「ミュゲ？」

　立っていたのは、見慣れた幼馴染おさななじみだ。彼は腰の小さな物入れを探りつつ、苦笑交まじりに「どこ行ってたんだい」と訊きいてくる。

「探したよ。体調崩くずしてるのに部屋にいないし、──クロード？」

　金色の瞳が呆ぼう然ぜんと虚こ空くうを映したままなのに気づき、ミュゲは眉まゆをひそめた。

「どうしたの、様子が変だよ。何かあった？」

「いや……別に、ない……」

　ミュゲはいったん黙だまり、それから不意に両手をクロードの目の前に掲かかげる。

　ぱんっと音を立てて目の前で手を打ち鳴らされ、クロードはびくっと身を竦すくませた。

「うわっ!?　何すんだ！」

「それはこっちの台詞せりふだよ。適当な噓うそつかないでほしいな。付き合いどんだけだと思ってんの」

　はっと我に返った時には、ミュゲは嘆かわしげに眉み間けんを指先で揉もんでいる。

「で？　何があったのさ。またお悩なやみが増えたなら、ゲロ袋の出番かと思うんだけど」

「お前な、その言い方は……」

　いつもの調子を取り戻もどし、軽口に応じようとした時だ。

　カンカンカン──。

　けたたましい鐘かねの音が、大だい鐘しよう楼ろうから響ひびいてくる。思わず、ミュゲと顔を見合わせた。

　いつものような時告げのものと違うその音を、実際に聞くのは初めてだ。

「非常事態の──緊きん急きゆう集令!?」

（いったい何が……!?　とにかく早く楽院に行かないと！　けどこんな姿じゃ）

　焦あせるクロードの目の前に、ちゃぷんと音を立てて紅い液体入りの小こ瓶びんが突き出される。

「我ながら間ままで天才的に絶ぜつ妙みようだね。新しい薬、前に届け損そこなった分だよ」

「……あ、ああ」

「急ごうか。薬の効ききを待つ間に、きみの着替えと『きみかげ』を取ってくる」
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　辿たどりついた楽院の正門は、すでにかなりの人数でごった返していた。

　いつもは閑かん散さんとしている夜に、これだけの楽がく生せいがいる光景などまずお目にかかれない。舞まい手て候補は一人残らず武器を持っていた。

（薬の効きを待ってたら、かなり出で遅おくれたけど……ノワールやベルは）

　誘ゆう導どうに従って歩きながら、手に持ったランタンをかざし、知った顔を探す。暗い楽院内には灯あかりがともされ、普段とは全く違う表情を見せていた。

　やがて通されたのは、第一楽がく舎しやの最上階にある大広間だ。壁にはずらりとランタンが並び、丸く高い天井には円形に蠟ろう燭そくが吊つり下げられている。取りつけられた灯火の異様なまでの多さが、そのまま暗くら闇やみへの恐れの裏返しに見えた。

　広い部屋は楽生たちで埋うまり、皆、不安そうな面おも持もちで何か囁ささやき交かわしている。不思議なのは、教官たちと、先に到着した楽生たちが総出で、窓という窓に全て閂かんぬきをかけていることだ。

「ロザリア、ミュゲ！　よかった、もう少し待って来なかったらこっそり迎むかえに行こうかって話しておりましたの」

　不意に声をかけられて振り向くと、人ごみをかき分けてベルガモットがやってくるところだった。後ろから続くのは、先ほど別れたばかりのノワール。

（あ。……耳飾りつけてるな）

　黒い眼帯と無表情こそ相変わらずだが、その耳にはしっかり銀細工の火とかげがいた。状況も忘れ、ちょっと嬉うれしくなる。

「あの、ベル……？　いったい、何が」

　クロードが恐る恐る尋たずねたところで、最後の楽生が到着したようだ。青銅の大おお扉とびらが、音を立てて閉じられる。窓もふさぎ終わったところらしい。

「しっ。今、説明が始まりますわ」

　ベルガモットが白い指を唇くちびるに押し当てたのと同時に、「静せい粛しゆくに！」と教官たちが手を叩く。

「諸君。──急な事態に驚おどろいていると思うが、緊急集令の理由を説明しておこう」

　彼らを代表して口を開いたのは、シスカ教官だった。珍めずらしく、肩に鳥が乗っていない。しかしそんなことに気を取られている間もないほど、次の一言は衝しよう撃げき的てきだった。

「つい先ほどのことだ。モント・フロステラ内に、薔ば薇らが侵しん入にゆうしていることが判明した」

　──全ての音が、一瞬のうちに消える心地がした。クロードは目を見開き、情報を反はん芻すうする。

（薔薇が……？）

　ロゼを奪うばった、あの花が。

（今、すぐ傍そばにいる……？）

　一方、周囲では、ざわりと空気が揺れる。「噓だろ！　モント・フロステラん中に、よりによって薔薇なんて」「花って海水に弱いんじゃなかったのか？」……一度静まっていた囁きが、波は紋もんのように広がっていった。

「静粛に！」

　再度の一いつ喝かつでまた場が静まる。

「現在、城に残った花はな狩がりたちと実戦経験のある楽生、残りの教官で、駆く除じよに向かっている。諸君らも知っているとは思うが、花は夜に動きが鈍にぶくなる傾けい向こうがある。根を張る土ど壌じようもなく、地面から離れている限り、寮りようよりは安全だ。しばらくここで事態の鎮ちん静せい化かを待つように」

　この場に連れてこられたのは、まだ実戦入りを許可されない者たちばかりなのだろう。

（おれは確実に戦力外認定……か）

　当然だろう。『序詞オーバーチユア』の発動もできない落ちこぼれ歌姫候補だ。

（肝かん心じんな時に、おれはまた戦えない）

　目を閉じ、荒あらくなる呼吸を落ち着ける。

（今は焦ったって仕方ない。ここでじっと『種』が破は壊かいされたという朗ろう報ほうを待つだけしか──）

　──と。

　教官が話し終わると同時に、隣で話に耳を傾けていたノワールが、ぴくりと肩を揺ゆらした。彼は素早く壁の一部に目を走らせる。先ほど、閂をかけ終わったばかりの窓。

　その、わずかな隙すき間ま。

「来る」

　白い手が、腰にさげた『銘めい持もち』を摑つかむ。黒く染めた草を巻きつけた珍しい拵こしらえの剣が抜き払われ、白はく刃じんが灯火を照り返すと同時に──壁に、一いつ斉せいに亀き裂れつが入った。

「!?」

　楽生たちの甲かん高だかい悲ひ鳴めいに被かぶせるように、壁が崩れる轟ごう音おんが響く。同時に、月光を負おい、一斉に何か細長い物が広間の中に侵入してきた。

　しゅる……

　しゅる……

　あの不ぶ気き味みな音。鋭えい利りな棘とげに覆おおわれた蔓つる。先の尖とがった葉。甘くかぐわしい香りを放って現れたのは、凶きよう悪あくなまでに美しい大輪の花。花弁の色こそ純白でも、他の全てに、嫌いやというほど見覚えがある。

　五年前の光景が、目の前のそれと重なる。

「薔薇……!!」

　恐怖はなかった。ただ、怒いかりだけが全身を支配する。一方で、初めて目にする花の襲しゆう来らいに、あちこちでさらなる悲鳴が上がった。

「落ち着けぇ！　相手は薔薇とはいえひと株だけだっ、正しく対処すれば……、あ」

　おそらく上級生だろう、誰かの呼びかけ。しかし、その声は半なかばでブツリと切れる。

　網もう膜まくに焼きつく、人だかりの合間から上がった血しぶきの赤。悲鳴もなく倒れた、名も知らない楽生の後ろから鎌かま首くびをもたげたのは──

「胡こ蝶ちよう蘭らん……!?」

　血ち脂あぶらにべったり濡ぬれた、蝶ちように似た白い花。鋭するどい枝が貫つらぬいたばかりの死体を無む造ぞう作さに放ると、わっと薔薇の蔓が群がった。

（胡蝶蘭だけじゃない、……なんだこの数は）

　ひなげし。鈴すず蘭らん、白すみれ──おびただしい花が広間を取り巻き、闇の奥からじっと楽生たちを見つめていた。雪の色で揃そろえた、物言わぬその姿はむしろ可か憐れんで、なおさら恐きよう怖ふを煽あおる。

「ここから出して！」

　たちまち広間の中は大だい狂きよう乱らんに陥おちいった。出口へと人がなだれ込む。突き飛ばされた楽生が転てん倒とうしても、後続の者たちは気づく余よ裕ゆうもない。

　伸びた蔓の群むれが、逃にげ遅れた一人の男子楽生を素早く捕とらえる。細いものに幾いく重えにも巻きつかれた彼は、瞬またたく間に光の届かぬ闇の中に引きずり込まれていった。白い花弁が散り、悲鳴が──断だん末まつ魔まが、長く尾を引く。

（同じだ、何もかも。あの時と！）

「下がって！」

　人の波に揉まれないよう壁際へと移動したベルガモットが、クロードを背後に押しやる。

「『敗者に凱がい歌かを、勝者に哀あい歌かを。血のしがらみを解き放て！』」

　素早く『序詞オーバーチユア』を紡つむぎ、歌い始めた彼女の声に呼応するように、いくつもの壁が立ち現れる。床ゆかといい側そく壁へきといいかまわずそびえる黄金の障しよう壁へきは、楽生たちに伸びようとする薔薇の侵入を水みず際ぎわで防いだ。

　しかし、決め手にはならない。壁の群れをかいくぐって、純白の花がベルガモットに迫せまる。銀髪を揺らし、彼女の前に立ちふさがったのはミュゲだ。ベルガモットの歌を宿した槍やりの、金色に輝く穂ほ先さきに触ふれた途と端たん、薔薇の蔓が弾はじけ飛ぶ。

　彼が強いのは知っていた。けれど、薔薇を相手にしたミュゲの槍は、恐ろしいほどの正確さで敵を屠ほふっていた。その金色に触れた花はたちまち萎しおれ、再生する前に刈かり取られる。

　正規パートナーを得た舞手の力は段違いだ。

　それでも払いきれなかった蔓を叩き落としたのは、ノワールの剣だった。

「──ベルに触さわらないで」

　小柄な体が宙ちゆうを跳はね、とん、と薔薇の傍に着地する。

　自分から飛び込んできた獲え物ものを囲い込むように、四方から蔓が殺さつ到とうする。しかし、一瞬のうちに内側から爆はぜるように斬きり払われた。

　片方だけの碧へき眼がんが、また凍いてつくような色を宿す。一心に歌うベルガモットを護るように戦う彼は、鬼き神じんのように強かった。近づく全てを舞うようにかわし、薙なぎ、地に落とす。

（あいつ、本当に強い……！　圧あつ倒とう的てきだ。あの体のどこにそんな力が）

　クロードは一瞬だけ、呼吸も忘れてその剣けん閃せんに目を奪われた。

　それでも、さすがに一いち撃げきの威い力りよくは正規パートナーを持つミュゲに及ばない。剣だけで防ふせぎきれないものには、ノワールはためらいなく自らの腕うでを盾たてにする。自在に剣を扱うと思えないほど華きや奢しやなそれに、鋭い棘が容よう赦しやなく食い込む。

「ノワール！」

　クロードが助けに行く間もなく、銀光が薔薇を打ち払ったのは言うまでもない。それでも、破れた黒衣から覗いた白い皮ひ膚ふから、紅あかいものがぼたぼたと床に零こぼれ落ちた。

（ノワールのやつ……がむしゃらっていうより、怪け我がに気づいてすらない──？）

　ぞっと背筋に冷たいものが走る。我を忘れて戦うという、その告白を思い出す。

「早く応おう援えんを……！」

「こっちも駄だ目めだ！　東通路側の出口を使え！」

　我に返った歌姫や舞手の候補生たちが次第に戦いに参加するようになり、やがて広間には悲鳴や怒号に交じって歌声が響き始めた。重なり合うそれは美しく、繰り広げられる惨さん禍かを少しばかり遠のかせる。甘い香りと錆さびた臭においが鼻をついた。

　血が騒さわぐ。腹のうちから何か熱いものがこみ上げてくるようで、思わず、耐えるようにクロードは強く拳こぶしを握にぎり込んだ。

（今、戦わなくてどうするんだ……！）

　地下で倒れた時に味わった凄すさまじい苦痛など、もう眼がん中ちゆうになかった。

　静かに息を吸い、気を落ち着ける。大丈夫。あの時の怒りを、絶望を忘れない限り、自分は絶対に戦える！

「『骸むくろに賛歌を、嬰みどり児ごに弔ちよう歌かを、……』」

（今度こそ──！）

　確信とともに、そこまで『序詞オーバーチユア』を紡いだ、途と端たん。

　鋭い痛みが心臓を襲おそった。声が咽の喉どに張りつき、呼吸が気管を逆流する。全身から力が抜け、クロードはその場に膝ひざをついた。

　噓だ。なんで、また……！

　それでも続けようと前を向いた時には、視界いっぱいに緑の蔓が広がっていた。

　息を吞のんだ瞬間、薔薇と自らの間を遮さえぎるように、白い影が飛び込んでくる。

「立って、早く！」

「ミュゲ……!?」

　相当な無茶だったに違いない。槍を突き出し、クロードの前に立ちはだかった彼の肩に、じわりと赤い物が広がった。──そこから生えた、細い蔓。

「肩が！」

「いいから！」

　真っ青になって叫さけんだクロードの前で、ミュゲは槍を一いつ閃せんさせる。彼は、貫かん通つうしたところから肩に巻きついて引きずろうとしていた蔓を断ち切り、周囲の群れごと微み塵じんに刻む。

　それでも──気づけば、四方をぐるりと花に囲まれていた。血の臭いに惹ひかれた薔薇や胡蝶蘭が、石の床の上で交差しながら円を描えがく。

（まずっ……）

　たちまち、緑色の籠かごに閉じ込められる。怪我をしたミュゲを背後に庇かばったのは、ほとんど反射だった。守る手段も思いつかないままに。

　見慣れた深しん紫しが流れるように視界を横切ったのは、その時だ。

　振りかぶられたシスカ教官の長剣が、蔓の塊かたまりを叩きつぶすように斬り裂さく。籠の一角がざっくりと抉えぐられ、宙空を雪に似た白が舞った。

　そのひとつ、幾重にも折り重なった花弁の奥から、銀色に輝く宝玉のようなものが露ろ出しゆつする。

（……『種』だ！）

　思わず叫びかけた瞬間、それは鋭い剣けん戟げきに空気ごと粉ふん砕さいされる。

　ぱりん。ガラスの砕くだけるような、繊せん細さいな音が響く。緑の蔓はふっと動きを鈍らせ、ぱたぱたと地に落ちた。途端に、薔薇に引き続いていた花たちが、壁の外に這はい出し始める。

「シスカが薔薇の『種』を破壊したぞ！」

「終わった……？」

　誰からともなくそんな呟つぶやきが漏もれ、あたりには混こん迷めいから覚めた虚きよ脱だつ感かんが漂ただよった。物音と悲鳴がやみ、沈ちん黙もくが訪れる。

「怪我人はいないか！」

　それを破ったのは、当のシスカ教官の声だ。頰から紅いものを流し、両刃の長剣を引っさげたままの彼は、混乱前と変わらぬ落ち着きで指示を出す。

「動けない者には手を貸せ。それ以外は、ここを出て──」

　呆あつ気けにとられていたクロードは、はっと我に返り、慌あわててミュゲに駆け寄った。

「ミュゲ！　大丈夫か」

　薔薇は毒を持たない種だが、万一のこともある。肩口から服をはがし、貫通した蔓を引き抜くと、親友はわずかに苦痛に顔を歪ゆがめた。その顔は血の気が引き、紙のように白い。裂いた布を傷口に巻きながら、自分の不ふ甲が斐いなさに唇を嚙かむ。

「ごめん、おれのせいだ。ちゃんと歌えていれば……」

「……やだな、こんなんかすり傷だよ」

　ミュゲは笑い、避ひ難なんを始める他の楽生たちに混じって歩き始める。

「その大怪我で何言ってんだ!?　早く前に……」

「移動する前に、ちょっと話さない？　ノワール！　きみはベルをお願い。後で合流しよう」

「え？　お前──」

　まるで耳を貸さないその様子に、クロードは戸と惑まどった。頼まれたノワールも同様に眉をひそめたが、やがて小さく顎あごを引く。

　結局腕を引かれるまま、クロードは無残な有あり様さまになった広間を後にした。




「ミュゲ？　やっぱり戻ろう、手当てしないと……」

　前を歩く幼馴染は黙りこくったまま、どんどん楽生の群れから遠ざかっていく。やがて、人気のないバルコニーに出ると、そこでやっと立ち止まった。

「怪我したのは僕だってのに、なんできみのほうが痛そうな顔してるのさ」

　ミュゲはからから笑って、「けど……！」と言い募つのろうとするクロードを遮った。

「前もさあ。僕がオースティンのお邸やしきに来たばっかりの時、きみはそんな顔してたよね。ずっと声をかけて、隣となりにじっと座って、自分のほうがよっぽど泣きそうな顔してさ」

「なんだよ、急に」

　思い出したように昔の話を始める彼に、眉をひそめる。ミュゲはこちらの怪け訝げんそうな様子などまるで気にも留とめる様子はない。

「『自分が家族になるんじゃだめか』って。変わんないね、きみは」

　きみが変わらないから、とミュゲは続けた。

「僕も死ぬまでへらへらしてられる」

「おい、縁えん起ぎでもないこと言うなよ。その怪我と顔色で言われたら冗じよう談だんに聞こえないぞ」

　いくら咎とがめても、ミュゲは意いに介かいした風もない。

「そういうのいちいち気にする妙にまじめなとこも、嫌いじゃないよ兄弟？」

「あのなあ！」

「分かったって。ちゃんと診みてもらってくるよ。──じゃあ、後でね」

　ひらひらと手を振って背を向けた彼の足取りは、傷の重さや顔色の悪さを感じさせないほどしっかりしていた。広間入口まで送り届けたはいいものの、「きみがとっとと避難してくれないと、おちおち安心して治ち療りようも受けられない」と文句まで食らい、仕方なく退散させられる。

「おれは三階の第十二講義室にいるから！　治療が終わったら、来いよ」

　予定避難先を告げると、「りょーかーい」と軽い調子で返される。

　あの様子なら、大丈夫か。ほっと息をついたが、何やら不快な胸騒ぎがする。

（ミュゲのやつ。大怪我負ってるくせに、どうして治療を後回しにしてまで「話をしよう」なんて言いだしたんだ？　それもあんな、他た愛あいもないことで）

　確かに、『種』はつぶされたはずだ。けれど心のざわめきは、どうしても静まってくれそうにない。
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　遠ざかっていく赤い髪を見送り、ミュゲはほっと息を吐つく。──気づかれなかった。

　肩がじくじくと痛む。悪お寒かんがするのは、発熱のせいか。

（──なんだ。残ってるのは、シスカ教官か。皮肉、だなあ……）

　広間の検分としんがりを務めていたらしい黒髪の教官は、誰もいなくなってから戻ってきた楽生に、見るからに不ふ審しんそうなまなざしをくれる。

「怪我のご報告に」

　それだけ告げると、なぜ来たのかと言わんばかりに眉をひそめられた。それでも、彼は自ら薬箱を開け、血の染み出した布を慎しん重ちように解いてくれる。

「！　これは」

　布の下から顕あらわれた傷口に、アメジストの眼がわずかに見開かれた。

　ミュゲの傷の周りには、奇き妙みようなものが浮かび上がっていた。花に見える白い痣あざと、荊いばらに似た黒い痣が、まるで紋もん様ようのように傷口から他の部位に向かって伸びている。

「ブロワ。お前は……」

「僕、幼い頃花はな嵐あらしで村をやられまして。最近は花の研究なんかもしてたんで、分かるんです」

　声は落ち着いている。口元に浮かべた笑みも、全てがいつも通りだ。

　覚かく悟ごができていたからかもしれない。驚くほど、全てが凪ないでいる。




「これ。──薔薇の新しい『種』が、僕の身体に植え込まれたってことですよね」




　質問には、沈黙が返される。──やっぱりか、と、浮かぶ感想は他ひ人とごとみたいだ。

「植えつけられたが最後、体内を逃げ回るから摘てき出しゆつは不可能。そのうち薔薇に精神が内側から乗っ取られてくんでしたっけ。眠ったままじわじわ養分にされるとか？」

「諦あきらめるな」

　教官は一言だけ告げ、厳しい表情を崩さないまま淡たん々たんと傷口の治療に専念してくれる。ミュゲは苦笑した。

　包帯を巻き終えると、シスカ教官は無言のままおもむろに首元に手をやった。上着の詰つめ襟えりを緩め、『首なし』の由ゆ縁えんになった深紫色の布をほどく。今度はミュゲが目を瞠る番だった。

「教官、それ」

　露あらわになった首周りには、まるで斬られた首をつなぎ直した縫ぬい目のように、紫と黒の痣がびっしりと這っている。痣は、ミュゲのものと同じく花を象かたどっていた。この形は──すみれだろう。

「これがきっかけで、現場を離れた。……新しく隊を組もうにも、『花はな堕おち』は仲間の信頼を得にくくてな」

　静かに首に布を巻き直す彼は、そういえば先ほど頰に傷を負っていた気がするが、今はもう跡あと形かたもなくなっている。男の『花堕ち』は再生力が飛ひ躍やく的てきに上がるのだ。

「花に寄生されても生き延びた例がここにいる。まだ助からないと決まったわけではない。幸い、ここには誰もいない。楽院に知れれば確実に拘こう束そくされるだろうが、今ならまだ……」

　教官の不器用な励はげましは、ずっと昔、親友が自分にくれたものを思い出させた。

（鈴蘭の花嵐で家族を失って、全てに絶望していた頃。うつろな目をした僕の手を握って、ずっと励まし続けてくれた……）

　最初は、貴族の気まぐれだと思った。領主がお情けで引き取った孤児に、その息子が憐あわれみを垂たれてくれているだけ──うっとうしい、とまで。

　それが、大熱を出した日も気管に穴があいたようなひどい咳せきをしている日も、這ってでもやってくる。健康からほど遠い顔色で「元気出せよ！」などと力強く励ましてくる彼を見ているうちに、もう少し生きてみようかという気にさせられていた。

　陽だまりのようだ、と思う。何心なく差し伸べてくれる手が温かくて。ただ無条件に受け入れてくれたその存在を、今度こそ失いたくなかった。──あの時も。

（……だから僕は）

「いいんです」

　ミュゲは力なく首を振った。

「ここに来た時から、覚悟はできてる」

　表情を険けわしくし、まだ何か説得の言葉を続けようとする教官を遮り、耳を澄すませる。

　やがて、階段を上ってくるいくつもの足音が聞こえてきた。きっと、戻りが遅おそい教官を訝いぶかしんだ者たちだろう。これで逃げ場はなくなった。

「僕はいつか、あいつのために死のうと思っていたんです。だから今も──死んだって悔くいなんてない」
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　蠟燭の明かりが、教室の中を淡く照らす。闇を払うには頼りなさすぎる光がいっそう不安を煽り、クロードは視線をさまよわせた。先ほど、壁から襲撃を受けたせいだろうか。楽生たちは中央に固まり、押し黙ったまま蹲うずくまっている。

　部屋ひとつにつき、本職の花狩がひと組ずつ見張りについている。適当な理由をつけて彼らに断り、クロードはそっと部屋の外に出てみた。

（ミュゲのやつ、遅すぎる……。まだ、上の広間にいるってことはないよな？）

　迷いつつ、足を階段に向けた時だ。──背後から袖そでを引かれ、はっと振り返る。

「ミュゲ!?」

「……じゃ、ない。ごめん」

　闇に潜ひそんでいたのは、ノワールだった。彼は周囲を注意深く見回すと、見張りたちの死角にクロードを引っ張り込む。

「どうしたんだ？　別の避難場所にいたんじゃ……」

「気になることがあったから、あれからミゲラルドの後をつけて……ロザリア。落ち着いて聞いて。ミゲラルドが──楽院に拘束された」

「え……？」

　唐とう突とつな言葉は、意味がうまく理解できない。

「薔薇の新しい『種』が、彼の中に寄生してる。そのうち正気を失って暴れるから、第三楽舎隣の地ち下か牢ろうに鎖くさりでつながれることになるだろうって」

　説明される状況がだんだん頭に沁み込むにつれ、顔から血の気が引いていく。花は、普段は人を喰くらいながら生きるが、寿じゆ命みようを悟さとると新しい種を生み出して苗なえ床どこに植え付けるのだ。

「そ……、んな、」

　自分の声がひどく遠く、早はや鐘がねを打つ心臓の音ばかりが耳につく。

（花の『種』を植え付けられた人間は……どうやって対処するって言ってた？）

　ここは学問によって人を育てる場ではない。兵を生産する楽院だ。日々の穏おだやかな生活の隙間から、時おりその事実をちらつかされてきた。

「地下に連れて行かれたってことは、焼しよう却きやく処分と……そのまま封ふう鎖さを考えてるんだと思う」

「焼却処分……？」

「骨も残らないほど宿主を破壊する。中の種を葬ほうむるにはそれが一番確実だから。ただ、下へ手たに宿主を傷つけたら発芽を促うながしかねないし、準備が整うぎりぎりまで、殺されることはないと思う。けど……時間の問題。結果は同じ」

　頭を殴なぐられたような衝撃が襲う。

（噓だ、ミュゲ……）

　すぐに会えると思っていたのに。

　思わず踵きびすを返して駆けだそうとするクロードの腕が、力いっぱい引き戻される。

「どこ行くの」

「決まってるだろ。助けに行く」

「どうやって？　本職の花狩が見張ってるはず。それに、あなたは『序詞オーバーチユア』が使えない。正式パートナーもいないのに、一人で行っても無む駄だ死じにが関の山」

「……ホンット、容赦ないなお前」

　かえすがえす、どこまでも辛しん辣らつに真実を抉ってくれる。──それでもだ。

「止めるな！　そう何度も諦めてたまるか。大事なやつをなくすのは、もうまっぴらなんだ……！」

　掠かすれた声を絞しぼり出したクロードに、ノワールは軽く目を眇すがめる。

「誰も止めてなんかない」

「……え」

「私も行く、ってこと」

　呆然となるクロードの目の前に、無造作に突き出された手。

「お前も行く、って。なんで……」

　そんな危険を冒おかすつもりなのか。思わず戸惑ってまじまじと小作りな顔を見つめる。

「大事な人が死ぬのは、本当に辛いことだって知ったから。……ロザリアにはあの人みたいに後悔してほしくない」

「え……」

「それにあなたは、仮でも私のパートナーだから」

　そっけない口調、逸らされた目。その奥に隠れた気き遣づかいが、今は手に取るように分かる。

「……結構暑苦しい奴だったんだな、お前も」

　答えなんて、決まっている。クロードは目を細めた。

「──行こう」
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　見張りの目を盗ぬすんで廊下を急ぐ。足音を消すため、かかとの高い靴くつは脱ぬぎ捨てた。白いドレスは闇に悪目立ちするし、何より動きにくい。楽舎内に隠かくしておいた地味な男物の私服を取り出すと、案の定ノワールにはぎょっとされた。「なんでそんなものを」という当然の疑問を黙もく殺さつして夜や陰いんで着替え、ズボンの裾すそを折ってシャツの襟元をきつく閉じる。

「私が見た時、ミゲラルドに外見の変化はなかった。発芽する前に『種』を取り出せれば、まだ間に合う……！」

「分かった！」

　外に飛び出して、冷たい土の上を走る。白い柱に囲まれた第三楽舎の入口が、間もなく見えてきた。そこで、勢いのまま駆け寄りかけた足が止まる。

（やっぱり見張りが立ってる……）

　胸元に掲げられたランタンの光に浮かび上がる、黒く丈たけの長い上着。背に大きく貝の紋もん章しようを描き、銀ボタンに同じ絵柄を刻み入れた制服は、モント・フロステラの本職の花狩の証あかしだ。

　見張りは男女二人。どうする──迷いが生じた隙に、気づかれた。

「誰だれだ！」

　鋭い声が飛ぶ。身を隠す間もなく、あっという間に距きよ離りを詰つめられた。

「楽生は楽舎への避難を命めいじられているはず。すぐに戻りなさい」

　うまくごまかせないか考えようにも、焦りで思考が回らない。

（強行突破しかないか）

　唾つばを飲み、ノワールと視線を交わした時だ。

「その二人なら、私が呼んだ」

　低い声が、懐ふところに忍ばせたナイフを取り出す手を止める。

（シスカ!?）

　眉間に皺しわを寄せ、いつも通りの不景気な顔で現れたのは、見慣れた鬼教官の姿だった。クロードたちを問い詰めていた花狩たちが、その黒髪を見てあからさまに身を引く。

「楽生をこんな場所に……？」

　不審げな見張りに「疑問があればコランダム閣かつ下かに」とだけ告げ、教官は手まねきしてくる。

（助かったけど……なんでこいつが？）

　クロードは、釈しやく然ぜんとしないままその背を追った。




　手渡されたランタンで足元を照らしながら、暗い地下へと通じる階段を下りる。わずかな明かりだけでは心こころ許もとない地下道にあって、先に立つ教官の後ろ姿は闇に紛まぎれてしまいそうだ。

「……そちらから出向いてくれて何よりだ。迎えに行こうかと考えていた」

　彼は振り返らない。告げられる言葉は独白のようで、返事をしていいものか迷う。

「迎え、ですか？」

「ルクローレ。座学の補講だ。宿主に寄生した花の発芽を遅らせるにはどうすればよいか？」

「え」

　反射で答えてしまう。

「ええと、宿主の自我を保たもたせ続けることです。花は宿主を眠らせ、精神をのっとる。意識が残ってると、発芽の妨さまたげになるから……」

　そこまで言えば、すぐ気づく。

「ミュゲの自我を保てば、発芽を遅らせられる……！」

「……ブロワは意識を失ったばかりだ。貴様が時間を稼かせぐ間になんとか手だてを講じよう。どうも話を聞くと、お前の呼びかけが最も効果的に思われたからな」

「話……？」

　低く呟く教官の顔は見えない。

（ありがたい話だけど……教官は楽院側の人間なのに……？）

　ここまでしてくれる理由が分からない。教官は背を向けたままぼそりと呟いた。

「五年ほど前のことだ」

　独ひとり言ごとともとれるように、誰にともなく話しかけるように。少し驚いたが、耳を傾ける。

「近きん隣りんに花嵐が出たとの依頼を受け、オースティンまで出向いたことがあった」

（あの討とう伐ばつ隊たいに教官も……!?）

　思わず止まりかけた足を、気力で進める。話にはまだ先があるのだ。

「そこで、世にも不思議なものを見たことがある。……歌姫の力を持つ少年だ」

「!!」

「あの花嵐で、大切なものを失ったらしい。少年は、後のちに楽院の門戸を叩きに来た」

　思わず足を止めかける。最初に入試を受けた時、そこまで認識されていたとは。

「すっかり青年になった彼を、──私は試験を受けさせるまでもなく不合格にした」

「はあっ!?」

　声にならない抗こう議ぎに答えるように、彼は続ける。

「まあ、理由はいろいろあるが。ひとつには、彼の眼が過去にしか向いていなかったせいだ」

（過去にしか……？）

　首を傾かしげるクロードの後ろから、「あの」とノワールが声をかける。

「教官。どうして今、そんな話を？」

「さてな。ルクローレには必要な話かと思ってな」

　確かに、ノワールにはさっぱりだろう。こちらから見えるのは黒い背中ばかりだが、教官の表情は手に取るように分かる気がした。

（こいつ、確実におれの正体に気づいている！）

　しかし気づいた上で、今まで楽院にその事実を黙っていてくれたのだろうか──？

　階段は、いつの間にか細い地下通路に変わっていた。何度か他の見張りたちともすれ違う。

「そろそろか……」

　そう言って、教官が奥の通路を照らした時だ。

「芽吹いた──薔薇の『種』が逃げ出したぞ！」

　見張りの悲鳴にも似た叫びに被せるように、ずん、と地下全体が揺れた。ぱらぱらと降り注ぐ土くれを腕で払いのけ、クロードはノワールと目を見合わせた。

「ミュゲ……！」

　捜そう索さくに右往左往する、何人もの花狩たち。その間をくぐり抜け、自らも親友の姿を探す。

「ミュゲ、どこだ!?」

　細い通路を駆け抜けながら呼びかける。気づけば、尾を引くランタンの明かりに浮かぶように、何かが石壁を併へい走そうしてきていた。

　細い蔓──薔薇のものだ！

「伏せろ！」

　指示を飛ばすと同時に、教官が長剣を引き抜く。荊の群れを崩れかかってくる壁ごと薙ぎ払うと、向こうでずるりと闇が蠢うごめく気配がする。蔓がのたうつ音が、耳をつく。

「二人とも！　無事か」

「平気ですッ……！」

　口元を袖で覆って土つち煙けむりを防ぎ、くぐもった声で返す。ランタンに照らし出された細かな塵じん埃あいの向こう、湿しつ気けた地面を、何か蛇へびのようなものが這っている。

「お前たちは先に行け。ブロワはこの奥だ」

「教官？」

　加勢するつもりだったのだろう、剣に手をかけたノワールも目を瞠みはる。

「あなたはどうするんですか！」

「問題ない。それに」

　剣を構えたまま、ちらりと向けられた紫の瞳は、少しだけ笑っているように見えた。

「砂ジヤ利リに心配されるほど落ちぶれてもいない。楽生に道を拓ひらいてやるのも教師の務めだ」

　ふと、脳の奥で古い記憶が音を立てた。だが、深く手た繰ぐり寄せる間もなく強く手を引かれる。

「こっち！」

　ノワールの声に導みちびかれるように、壁の穴から隣の通路に入り、そのままひた走る。

　やがて着いたのは、見覚えのある巨大な広間──第三楽舎。

　薄く発光する壁のおかげでくまなく見渡せる部屋は、しかし、すっかり様変わりしていた。

　ひび割れた壁といい床といい、一面を覆い尽くして荊が這い伝い、隅すみ々ずみまで無数の花のつぼみが散らばっていた。滴したたるように白いそれらは、音もなくじっとこちらを見下ろしている。

　部屋の奥の壁に、何か大きなものが張りついていた。──蔓の塊に見えるが、あれは。

「ミュゲ！」

　身体中を蔓に取り巻かれ、ぐったりと目を閉じている。呼びかけに応じる気配もない。駆けよろうとしたクロードの耳に、しゅるりと不吉な音が届く。

「開花しかけてる……！」

　隣で、ノワールが悔くやしげに呟いた。よく見れば、細い蔓はミゲラルドの皮膚に直接根を張っている。身体の上には、ぼんやりと浮かび上がる、綻ほころびかけたいくつものつぼみ。

　もはや事態は、芽吹くか否いなかの問題ではなくなっていた。開花すれば、助けようがない。同時に、苗床は自我を完全に失って廃はい人じんとなり、一気に養分を吸い取られる──。

　クロードはその場に膝をつきそうになった。
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（ミゲラルドはもう駄目だ。……『種』が芽吹いてるってことは、同化の可能性もない）

　部屋の中に彼の姿を見つけた時、ノワールは即そく座ざにそう判断した。

　宿主の命がもつ限り、引きはがすことも理屈では可能だ。──よほど威力のある歌声で動きを抑おさえ込み、体内にある『種』の位置を正確に見つけ出して一気に破壊すれば。

　けれど、現状では。

（そうだ、……）

　眼帯の奥にある左眼のことを思い出し、ノワールは息を吞んだ。

　この下には、五年前、記憶と引き換えに得た力が宿っている。

　左眼を使えば、どうにかできるかもしれない。

（けど、それを使うということは……ロザリアに、私が花堕ちだと知らせることになる）

　頭の奥で師の低い声が囁く。──お前が信頼するものにこそ、距離を。

　息をつめて歯を食いしばったところで、唐突に声をかけられて身体が竦む。

「ノワール、お前は戻ってろ。さすがに、ここからは巻き込めない」

「あなたはどうするの……」

　呆然と問うと、「おれは残る」と苦笑交じりに答えが返ってくる。

「絶対に見捨てない。おれは確かに具現化は使えないけど、歌だけでも花の動きが少しは鈍るだろ。発芽したってことは『種』が根を張ったってことだから、体ん中を逃げ回られることもなくなったはずだし、ある意味こっちに有利なわけだ。けど、お前まで付き合って無茶することはない──ここまで、ありがとな」

　ぎりぎりまで呼びかければ、今からでも目を覚ますかもしれないし。ロザリアはそう言って笑った。楽天的すぎる考えは、見えすいた結末を覚悟してのものだろう。

（私、この人を見捨てるの？　他人を信じちゃいけないって、そんな理由で？）

　けれど──信じた相手を恨むことだけはないようにと、師はそうも教えてくれたのだ。

　ならば問題は、相手が信頼できるかどうかではない。何を賭しても守りたいかどうか。

　ミゲラルドを失えば、ロザリアの心も、きっと死んでしまう。──それだけは嫌だ。

　ロザリアを守るためなら、何が起きたって後悔しない。それが、私にとって相手を信じるということ。──だから師匠、ごめんなさい。一度だけ約束を破ります。

「──ロザリア、知ってる？　花堕ちは、特殊な力が身につくって」

　唐突な内容に、ロザリアは怪訝そうな顔をした。

　何か問いかけが返ってくる前に、左眼に手を伸ばして黒い眼帯をむしり取る。

「それ……！」

　息を吞むのが分かり、ノワールは苦笑した。──眼帯の下から現れた瞳は、紅べに薔薇の花弁に似た鮮あざやかな緋ひ色いろなのだから。

　よく見れば、瞳の中には薔薇の花を象った文様が細かく浮き上がっている。とりつかれた花の色と形を身体のどこかに宿すのは、花堕ちの証あかしだった。

「私は、本当は東とう邦ほう人じんじゃなくて花堕ち。昔、薔薇の種に寄生されて──それでひとつ力を得た。私の左眼には、『加速』の力が宿ってる」

　瞬まばたきもせず見つめるロザリアの双そう眸ぼうから瞳めを逸らし、早口に続ける。

「この目で見渡した範囲内の時を止めたと錯覚するくらい、動く速度を上げられる。それに、花堕ちには花の『種』がどこにあるのかなんとなく分かる。同族を身に宿してるわけだから」

　……だから。私にも戦わせてほしい。

「あなた一人でも私一人でも無理だと思う、けど二人合わせたらなんとかなるかもしれない」

　畳たたみかけるように言いきってから、言ってしまったという後こう悔かいが忍しのび寄ってくる。

（気味悪がられたら……）

　その目を見るのが怖い。しかし、返ってきたのは肩にぽんと軽く乗せられた手だ。

「分かった」

　思わず顔を上げる。見据すえられた金色の瞳は、いつもと何も変わりなかった。

「感謝するよ」

「……うん」

　拒きよ絶ぜつされなかった。肩に触ふれたままの手が、不思議なくらい頼もしい。ノワールは小さく頷うなずき、再び前方を睨にらみ据えた。

「加速できるのは、だいたい、私の体感時間で長くて一分。……けど、連続加速はできない。力を使ってる間は、私の中の紅薔薇が意識に干かん渉しようしてくるから……」

　目をしばたたくロザリアに、ノワールは言いにくそうに続けた。

「花堕ちになるのは、文字通り花に身を堕とすことだから。いつでも同化した花に取り込まれる危険があるってこと」

　長時間にわたって力を使用すれば、眠ったはずの紅薔薇が目を覚ますおそれもある。廃人になるだけならまだしも、下手を打てば、もう一度芽吹かせることもあるという。

「……大丈夫なのか？　そんな危険な力を使って……」

　思わず食い入るように顔を見つめてくる相手に、ノワールは「平気」と頷いてみせた。

「ミゲラルドのところまで、力を使わずに行けると思う。力を使うなら、蔓から彼を助け出してから、脱出する時……」

「それじゃ、おれが歌って──しばらくこっちに引きつける。……頼めるか？」

「うん」

　返事を皮切りに、まずはロザリアが部屋に飛び込む。

　すぐさま、歌声が暗い地下室を震ふるわせる。その声は鈴すずのように軽やかで、それでいて力強い。彼女はもともと優秀な歌姫候補だ。ただの歌だけで、薔薇の動きを鈍らせられる。

　一方のノワールは、薔薇の興味が歌声に向いている隙を狙ねらい、素早くミゲラルドに接近した。

　するすると円を描いてロザリアに這い寄っていく荊たちを斬り払いたい衝動に耐え、奥の壁まで一気に駆け寄る。愛刀を鞘さや走らせると、きんと意識が冷えて凍こおる心地がした。

　腕を振りかぶり、ミュゲの身体を覆う蔓を断ち切る。

　支えを失って倒れ込んでくる彼の顔色は、死人のように青白い。そして、間違いなく薔薇の気配を宿している。意識した途端、自らの内側で眠る『種』が、かすかに疼うずくような気がした。

「ロザリア！　今そっちに戻る」

　花を宿すものが、目の前にいる──剣を握った手が破壊の衝動を伝える。それを無理やり押さえ込み、半ば背せ負おうようにミュゲを支えた時だ。

「ノワール！　避よけろ……!!」

　せっぱ詰まった叫びが耳じ朶だを打った瞬間、左肩に激痛が走る。

「……っ！」

　悲鳴を上げることもできず、ゆるゆると視線をやると──ミゲラルドの内側から育った新たな荊が、自らの肩を深々と斬り裂いていた。赤いものが飛び散り、床に滴り落ちる。

　すぐに剣で薙ぎ払うが、その時にはもう、床から立ち上がった蔓に、四方を囲まれている。

（ミゲラルドごと『種』を破壊すれば）

　脳の奥で、そっと囁く声がする。身に宿した花の残ざん酷こくな本性か、経験の声かは分からない。

（──馬ば鹿か、何考えてるの！）

　一瞬の迷いを突き、薔薇が腕に絡からみつく。肉にずぶりと棘が食い込む。力ちから業わざで振り払うが、足、身体と次々に自由を奪われた。抵てい抗こうを削そぐように宙吊りにされ、息が詰まる。

　無理やり仰あお向むけられた視界の隅に、何か別の蠢くものが入る。

　ぞろりと大気を搔かき、退路を断つように這い込んでくる、それは無数の──。

（別の花にも、嗅かぎつけられたのか……）

　胡蝶蘭や鈴蘭の白が、闇にぼんやりと浮かび上がるさまは、幻げん想そう的てきですらあった。どういうわけか、あの時襲いかかってきた、全ての花が集まってきているようだ。

　──ここまでか。ふっと諦めがよぎる。

「ノワール!?　今行く！」

　視界を次々に暗緑に侵食されるなか、辛かろうじて蔓をかいくぐり、赤髪の少女がこちらへと進んでくるのが見える。ノワールは「来るな！」と叫び返した。

（この気持ち……どこかで）

　場違いにも突然記憶の切れはしが浮かぶ。まだ、こんな風に剣を取る前、こうやって花に取り巻かれ、死を覚悟したなかで、誰かの無事を必死に祈っていた。助けて。でも、お願いだから来ないで。あなただけは無事で。記憶の端はしをよぎる赤い髪。

「ロザリア、逃げて！　早く！」

　夢中で叫ぶと同時に、首を絞しめあげられた。傷ついた身体から、薔薇の花弁と同じ色の命が流れ出る。

　繭まゆのように絡め取られ、最後に外へと伸ばした手が闇へと引きずり込まれる──刹せつ那な。

「できるか馬鹿！」

　怒ど鳴なり声とともに、視界が開ける。

　音が、爆ばく発はつしたのだと思った。
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「ノワール！」

　黒髪が、荊の繭に包まれていく。クロードは唇を嚙んだ。

　どうして『序詞オーバーチユア』が使えない。こんな時に、どこまでも自分は役立たずだ。

　それでも早く、早く歌わなければ。──だが。

　蠢く荊を身体にまとわりつかせ、床に倒れ伏したミュゲの顔がこちらに向いていることに気づき、声が咽喉に張りついた。閉じたままだった瞼まぶたが震え、ガラス玉のように生気の抜けた瞳がこちらを捉とらえた。紫色に変わった唇が、ゆっくりと何か言葉を呟く。




　──〝殺して〟




　頭の中が、真っ白になった。

　荊に取り巻かれたノワールの言葉が、追い討うちをかける。

「逃げて！」

　びくりと肩を揺らし、動かないままのクロードに、彼はさらに続けて叫ぶ。

「私は死ぬのは怖くない。あなたが逃げたって恨うらまない。あなたには生きてほしい！」

　──あなたを恨うらみはしない。生きてほしい。

（これは、誰の言葉だ？）

『裏切り者』とはどういうことだ。あの時、守れなかった自分を、あの少女は恨んだだろうか？　無力な子供がもう一人、むざむざ食い殺されるのを、ロゼが喜ぶはずがあるだろうか──？

　守れなかった悔しさから、自分は花狩を目指した。理り不ふ尽じんに襲われ、あの日の彼女と同じように死んでいく人々を守りたいと思ったから。けれど、そんなのはただの言い訳で。

　本当は。償つぐなって許されるための──死に場所が欲しかっただけではないのか。

「逃げるなんて……できるか馬鹿！」

　叫び、自分の頰を思いっきり殴りつける。痛みに思考が冷静さを取り戻した。

「おれは怖いよ。お前らが死ぬのは怖い！」

『裏切り者を眠らせろ』──『序詞』はそう囁きかける。

　確かにたいした裏切り者だ。覚悟が足りないのだって当然だろう。

（なんて後ろ向きな理由で、歌姫を目指してたんだ、おれは！　逆にロゼに申し訳が立たないだろ。女装までして、おれは何しにここに来たんだよ。今度こそ守るためじゃないのか？　今、おれが失いたくないのは、こいつらだ！　そのためなら、どんな苦痛も知ったことか！）

　立ちはだかる薔薇の壁に喰らいつくように息を吸う。

「『骸に賛歌を、嬰児に弔歌を』」

　ぱきり、何かの割れるような音とともに、空気がずしりと重みを増す。心臓が不可思議な力で圧あつ迫ぱくされ、脳天から釘くぎで突き刺さされるような痛みが襲いかかってくる。

（それがなんだ）

　白い花弁がひらひらと舞う。荊の群れを、ありったけをぶつけるべく睨み据えた。




「──『裏切り者を、眠らせろ』!!」




　瞬間。

　ノワールを捕らえる緑の繭を包むように、光が爆発した。

（え……）

　蔓の籠を叩き割って閃光を溢あふれさせる、光源──ノワールの『銘持ち』は、滴したたるような紅い光で、クロードの声に応こたえている。

（ノワールが、おれの正規パートナーなのか!?）

　疑問を覚える間もなく、不意を打たれた薔薇が不快を示すように荊を振るう。

　クロードは光を見据え、ためらいなく唇を開いた。

「ア、……──」

　薄うす闇やみに、声が融とける。伴ばん奏そうもなく、共演者もいない。歌詞もない。それだけ聴きけば伸びやかで美しいとさえ思われる声は、暴ぼう虐ぎやく的てきなまでの威力で空間を支配する。部屋を満たし、溢れ、床を走り壁を這い上り、やがてひとつの形に結実した。

　まず目を射たのは紅。硬かたく透すき通り、鋭い棘にびっしりと覆われたそれは、同じ色の花を咲かせる──。

　クロードの歌声が作り出した真しん紅くの薔薇の幻げん影えいは、ノワールの閉じ込められた蔓の塊をあっさりと引きちぎった。

　断面から、黒ずくめの少年がどさりと投げ出される。──床に手を突き、激しく咳せき込んだノワールは、よろよろと身を起こし、こちらに駆け寄ってきた。

　異変に気づいて動きを止めた緑の荊を、紅いそれが次々に叩き伏ふせる。吹き散らされた種々の白い花弁が、宙を舞って床に降り注ぐ。圧倒的なまでの力だ。

「すごい……」

　ぽつりと隣から呟きが聞こえた瞬間、歌声が途切れた。がくんと足から力が抜ける。まがいものの紅い薔薇が、砂のように空気に溶けていく。

（や、ばいっ……限界か！）

　確かに、成功した歌は凄まじい威力を発揮する。しかし、反動も同じだけ返ってくる。『序詞オーバーチユア』の苦痛は継けい続ぞく中だし、それどころか階段二段飛ばしで悪化している。

「ロザリア、大丈夫!?」

　驚いたようなノワールの剣が、まだ紅い光を宿していることに気づき、クロードは頷いた。

　頭が割れそうどころか割れてるんじゃないかってほどに痛い。正直死にそうだ。でも。

「平気どころか。……サイッコーの気分だよ」

　掠れ声で返し、額ひたいを滴る滝のような汗を拭ぬぐう。

「……苦しいと思うけど、あと一度だけ歌える？　あなたの力で薔薇を抑えられれば、加速の力を使って、ミゲラルドの傍に行ってみせるから」

　隣に立つノワールは満まん身しん創そう痍いだった。鋭い棘に全身を傷つけられ、血を失い過ぎている。それでも、彼は腕を支えてくれる──きっと、立っているのもやっとだろうに。

「あまり無茶を……」

　クロードは、言いかけた唇を閉じ、結局は深く頷いた。

「分かった。任まかせる。思いっきり舞ってくれ」

　彼が踊ってくれるなら、こちらもありったけの力で応えてやろうじゃないか。

　ノワールは軽く目を見開いた。それから、こくりと頷いて口を開く。

「それじゃあなたも、思いっきり、歌って。絶対に合わせてみせるから」

　クロードが何か答える前に続けられた言葉は、

「剣に心を奪われかけても、花の恐怖に足が竦んでも、迷わない。あなたの声だけを聴いてるから」

「ノワール」

「──あなたの歌があれば、私は誰よりも自由に舞える」

「お前……」

　思い出すのは栗色の髪。あなたの歌は私を自由にする、そう言ってくれた人がいた。

　けれど今は──目の前にいるこの少年から寄せられた信頼が、何より胸に響く。

『しょうび』を構えるノワールの横で、クロードは歌声を張り上げた。拡散したはずの紅い荊が再び集結し、隙間なく壁を這う薔薇にがっちりと絡みつく。上から思いきり抑えつけられた薔薇の棘が壁に食い込み、鋭い音とともに部屋中に亀裂が走った。

　その隙を突き、ノワールが駆ける。殺到した蔓の群れに覆い尽くされる前に──ふっと、その姿がかき消える。

　次の瞬間、きれいに円を描くように、ミュゲの周囲の蔓がすっぱりと切り取られていた。否、荊だけではない──黒衣の腕がミュゲの手を摑むのを見た瞬間、荊ごと円形に壁が抜ける。加速された剣閃の余波で、だ。

「……！」

　冗談みたいな威力だった。思わず歌うのも忘れかけ、クロードは顎を落とした。

　宙に、ぱっと血の滴しずくが散る。降り立つ間すら惜おしみ、ノワールがミュゲの手の甲こうの皮膚一枚だけ正確に切り裂いたのだ。

　現れたのは、銀色に輝く、宝石のように丸い粒。それは、すぐに砕けて飛び散る。

　同時に、執しつ拗ような抵抗を見せていた薔薇が、一斉に力を失ったように地に落ちていった。不思議なことに、集まってきていた他の花々も、全てが萎れていく。

「やった……！」

　しかし。

（やりすぎだ──!!）

　破壊された奥壁が、そのまま二人まとめて地に倒れ込んだノワールとミュゲの上に、容赦なく降り注ぐ。

　真っ青になり、クロードは慌てて瓦が礫れきの雨に突っ込んだ。飛んでくる破片を手で払い、積もった土砂を掘ほり起こし、生き埋めになった二人の救出にかかった。途中、残ざん骸がいに引っかかった長髪のカツラをむしり捨てる。

「ノワール、ミュゲ！　無事か!?」

　地面に折り重なって倒れた黒と白の一対は、死んだように動かない。首筋に手を当てて二人とも脈があるのを確認する。自らの身体もなぜか異様に軋きしんだが、かまっていられない。

「しっかりしろ、すぐ連れ出してやるから……！」

　ノワールの頰を軽く叩きながら、ふと嫌な予感がして周囲に耳を澄ませる。

　落石の類たぐいは途中でやんでいたが、代わりに今はもう一段階不ふ穏おんな軋みが聞こえつつある。

　丸い天てん井じようが内に向かってたわみ、無事だったぶんの壁までがばきりと不協和音を奏かなでた。

（崩れる!?）

　ノワールとミュゲに両肩を貸す形で運ぼうとするが、普段ならいざ知らず、限界まで使いきった身体では到底不可能だ。

（畜ちく生しよう！）

　ここまで来て死なせるか……！　震える足でなんとか踏ふみ出した一歩を嘲あざわらうように、天井がもう一段下がった。地鳴りとともに、ぱらぱらと石片が落ちてくる。

　そこで、耳が別のかすかな音を拾った。少しずつ近づいてくる、これは足音──？

「大丈夫か!?」

　ランタンをかざし、崩れかけた第三楽舎に駆け込んできたのは、シスカ教官だった。普段の淡たん白ぱくな表情にわずかな焦りを浮かべた彼は、まずはクロードの顔を見て一瞬言葉を失う。なんだろうと思ったところで、自分の身体が十八歳の男に戻っていることに気づいた。

「──ブロワは救出できたのだな」

　彼は、クロードの変わりようには触れず、ミュゲの無事を確認した。

「教官、他の花狩たちは……」

「地下全体に繁はん殖しよくしていた全ての花が急に失活したことを確認してすぐ、全員が地上に避難した。……片方を貸すがいい。貴様もひどい顔色だ。急ぐぞ」

　差し出された手には、遠えん慮りよなく重たいほうを押しつけておいた。彼は顔色ひとつ変えずミュゲを背負うと、手ぶらのような身軽さで踵を返す。

　空いた両腕でノワールを抱かかえ直し、クロードも後に続いた。

（……こんなぼろぼろになるまで）
















　手足を流れ伝う紅い滴しずく。失血がひどい。黒い服の生き地じはあちこちすり切れ、白い肌はだが露出している。ひときわ目立つのは、薄い肩をざっくりと深く抉る傷。

「……ありがとな、ノワール」

　聞こえることはなくとも、そっと感謝を呟いた。

　あんな絶望的な状況で、自分の歌を信じて戦ってくれた。……本当は、動けないくらいの深手だろうに。

　それに、花堕ちだと教えてくれた。

　正体を告げることは、きっと、勇気がいっただろう。じわりと、胸に不可思議な感覚が広がる。

　それは、ひどく甘く優しい想いだった。同じものを最後に覚えたのは──そうだ、彼女の言葉と、その笑顔に──。

　掌てのひらに伝わる感かん触しよくは、予想外に柔やわらかく細い。あんなにも激しく戦っていたとは思えないくらい──改めて見ると、本当に小こ柄がらだ。青白い肌色に反して伝わる確かな鼓こ動どうに、落ち着かない気分にさせられる。黒髪から香るのは、太陽の匂い。

（睫まつ毛げ、長いな……って、違う!!）

『落ち着かない』理由が不明すぎる。

　雑念を振り払い、広間から駆け出すと同時に、背後で天井が地響きを立てて崩れ落ちる。急せかされるように、クロードは階段を駆け上がった。

　腕の中にあるあどけない寝顔が、なぜだか懐かしく感じられたことも、きっと気の迷いだと言い訳をして。
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　……頭がぼうっとする。それに、なんだか温かい。

　ゆらゆらとたゆたう意識の中、ノワールは薄く瞼を押し上げた。

　何かが崩れるような音が聞こえる。けれどもそれはひどく遠くて、現実感を伴ともなわない。

（……あれ、私……？）

　どうしていたんだっけ、さっきまで。思考が混こん濁だくし、何もかもが覚おぼ束つかない。これは現実なのだろうか。それとも、夢？

　揺れる視界の端に、石の階段が映る。どうやら、自分は誰かに抱えられているらしい。力強く、温かな腕。

（誰……？）

　朦もう朧ろうとしたまま視線を上げると、精せい悍かんに整った横顔が目に入った。紅薔薇の花弁にも劣おとらない鮮やかな赤い髪は、今日見たばかりのもの。

（あの人？）

　彼は、視線に気づかない。呼びかけようと唇を開いたものの、まだ名前を聞いてもいなかった。

（ううん。……聞かなくても、知ってる）

　記憶の欠片かけらが、ことりと動く。そっと微笑み、彼の言葉を思い出した。

　──〝何度だってきみに会いに来る〟

　幼い約束を交わしたのはずっと昔。私は、うんと鍛きたえて花狩になったよ。これで、あなたの傍でずっと踊っていられるかな……。

　会いに来てくれたんだね、

（──クロード）

　思い出が蘇よみがえりかけたのもつかの間、心の中に赤い花の蔓が伸びてきて、たちまちかき消してしまう。急に眠気が押し寄せ、ノワールは再び意識を手放した。
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（結局、世は事もなし……って進むのが、この楽がく院いんの怖こわいところだよな）

　柔やわらかな朝の陽ひ射ざしを手で遮さえぎりながら、たった一人で急きゆう勾こう配ばいの坂を上りつつ、クロードは心の中で呟つぶやいた。

　もう、早いもので事件から一週間が経たつ。楽院が真っ先に取った措そ置ちは、被ひ害がいに遭あった生徒たちに緘かん口こう令れいを敷しくことだった。おかげで、生徒たちの口に事件の話題が上ることはない。ただ、薔ば薇らという言葉は楽院内で禁句となった。

　たったそれだけで、もはや何事もなかったかのような生活に戻っているのが不思議だ。授業など、二日も経てば通常通り再開された。

　──どうやって、難なん攻こう不ふ落らくの孤島要よう塞さいに、あれだけの花々が侵しん入にゆうしえたのか。

　なぜ、薔薇が倒された瞬間、他の花も枯かれ落ちたのか？

　楽がく生せいたちの疑問を、モント・フロステラは黙もく殺さつした。設備の見直しも、第一楽がく舎しやの最上階と第三楽舎入口が封ふう鎖さされただけ。死亡者にはひそかな葬そう儀ぎが行われたらしいが、クロードが関わったものと言えば全員で捧ささげた黙もく禱とうぐらいである。

　坂を登りきった所から見える一面の青い海も、白い壁かべに囲まれた石いし畳だたみの道も、何もかもが変わらない。初めて見た花に怯おびえ、モント・フロステラを去った者も多いようだが──それでも結局はこうして花はな狩がり志願者が残り、「いつもと同じ」日常の続きを始めるのだ。

　楽院は、ミュゲを見捨てようとしていた。

　対応の容よう赦しやのなさに、不信感を覚えなかったと言えば噓うそになる。けれど、それでも自分はここに残ることに決めたのだ。

　今、親しい友人の姿は隣となりにない。

　──もっとも、死んだわけでも、故郷に帰ったわけでもなかった。ミュゲは現在、医務室で療りよう養よう生活が続いている。
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　目を開けると、ぼんやりとした視界に白はく壁へきが映うつる。薬の臭においが鼻をつき、自分が医務室に寝ねかされていることを悟さとると、ミュゲは小さく息を吐はきだした。

　──死に損ぞこなったのは二度目だ。つくづく、花の影に脅おびやかされる命である。

　腹にありったけの力をこめてベッドの上に上体を起こす。身体からだが冗じよう談だんみたいに言うことを聞かない。親友と違い、不健康とは縁えん遠どおい生活だったから、どうにも慣れない感覚だ。

　なんとなく時計に目をやり、偶然にも針の示した位置に息を吞のむ。

「午後の十五刻……」

　思わず声に出した瞬しゆん間かん、ばたばたとあわただしい足音が近づいてきた。

「ミュゲ！」

　不意に、聞き親しんだ声が耳じ朶だを打ち、ミュゲは入口を振り向く。

「や、久しぶり」

　いつもの調子でへらりと片手を上げると、ドレスの裾すそを摑つかんで駆かけ込んできたクロードは一瞬呆ぼう然ぜんとする。しかし、それはすぐに怒いかりの形ぎよう相そうに変わり、開口一番怒ど鳴なられた。

「……ッの馬ば鹿か！　死にかけんのはおれの専売特許だ、お前がやってどうする」

　憎にくまれ口を叩たたきつつ、その肩から、一気に力が抜けたのが分かる。ミュゲは苦笑し、それから視線を落とす。シーツの上に投げ出された自分の手は、死人のように青白かった。

「……随ずい分ぶん、迷めい惑わくかけたみたいだね」

「全くだ」

「きみは大丈夫だったの？　……怪け我が、しなかったわけじゃないよね」

　クロードは目を瞠みはり、それから舌打ちして黙だまり込む。予想通りの反応だが、実際気になっているのだから仕方ない。自分の怪我の具合よりよほど。

「おれはたいしたことないよ。寮りようにこもって、まる一日泥どろみたいに寝たら元気になった」

「ノワールは？」

「あいつは……まあそれなりに。地上に運び出されてあいつもすぐ医務室送りになったんだが、治ち療りようもしないうちに城主館から迎むかえが来て、連れて行かれてそのまま。けど、もう数日前から通つう楽がくしてる。元気だよ」

　そっか、と呟いて頷うなずくと、「お前、……覚えてるのか？　その……」とクロードがためらいがちに訊きいてくる。ミュゲは笑った。

「記き憶おくはとびとびだけどね。きみたちが助けてくれたことは、ちゃんと分かってる。ありがとう」

「そういうのは気にしなくていい。自分のことを考えろ」

　クロードはつかつかと歩み寄って来ると、傍かたわらの椅い子すに腰こしを下ろし、べしゃっとシーツに額ひたいを沈しずめる。かつらの長い赤髪が白布に散らばった。

「お前、まる一週間寝てたんだ。医者の見立てだと、同化したり薔薇が開花したりする前に『種』を取り出したから、後こう遺い症しようも残らず、もちろん花堕ちにもならずに済むだろうってさ。目立った外傷もなくて、予後もいいし、すぐに回復するだろうって……けど」

　死ぬかと思った、とクロードは呟く。ベッドからのそりと頭を持ち上げ、赤い髪をかきあげた彼は、泣き出しそうな笑い出しそうな、複雑な形に顔を歪ゆがめた。

「生きているのが信じられないくらい顔色悪いし、何度見に来ても意識戻もどらないまんまだし、ひょっとしたらって」

「ごめん、クロード」

　ミュゲは小さく謝った。それきり、言葉が続かなくて黙り込む。

「あのな、お前の十お八は番こは軽口と憎まれ口だろ。病やみ上がりとはいえ、何も言われないとなんとなく座りが悪……」

「ごめん」

　もう一度謝った後、ミュゲは力なく笑った。

「……って、この謝罪は、今回のぶんだけじゃないんだ」

「え？」

　五年前の花はな嵐あらしで、とミュゲは呟く。

「……覚えてる？　外に行こうとして、気を失った時のこと」

「ああ」

　クロードは眉をひそめる。ミュゲのほうから、あの時の話題を持ち出すことなど滅めつ多たにないからだ。

「あれはおれがひ弱だったから勝手に倒れただけで、別にお前が気に病むことなんて」

「足止めしたのが僕だとしても？」

　クロードはぴたりと動きを止めた。

「きみの首に手刀を入れて気を失わせたのは、僕なんだよ。クロード」

　ミュゲは今でも、はっきりとあの悲痛な叫さけびを思い出せる。ロゼ、そう叫ぶクロードが、どれだけ彼女を想っているか知っていた。

　気づけば、笑みは頰ほおから引いている。おかしいな──そう思うのに、顔は強こわ張ばったまま。

「それだけじゃない。……発ほつ作さの薬をすり替えておいたんだ」

「薬？」

「あの日、妙みように寝つきがいいと思わなかった？　覚えてないか、五年前だし」

　唐とう突とつな告白に、クロードは虚きよを衝つかれて言葉を失う。

「……なんで」

「夜遅おそくまで、きみが隠かくれて旅たび支じ度たくをしてるのを知ってたから。……どうして話してくれないんだって、思ったよ」

　彼が消えてしまうのが怖かった。屈くつ託たくない笑顔が、その手が、離れて行ってしまうことが。

「……約束に間に合わなければいいって思って。それが」

　まさか、あんなことになるなんて。

　後こう悔かいはない。なぜなら、クロードはそれで襲おそわれずに済んだのだから。それでも、ほっと胸を撫なで下ろす一方で、五年間、幾いく度ど罪悪感で叫び出したくなったことだろう。

　裏腹な感情を、親友への献けん身しんでごまかしてきた。軽口で本心を偽いつわり、楽院入りに協力して、真しん摯しに足並みを揃そろえるふりをし続けて。──でも。

「軽けい蔑べつしてくれていい。恨うらんでくれていい。けどきみには、一分一秒だって長く生きていてほしいんだ。本当は、歌姫になんてならず、安全に暮らしてほしい。だって、きみが花狩になりたがるのは。それが死に場所だと思ってるから……だよね？」

「！」

　シーツを摑む手に力がこもり、白く骨が浮き上がるのを見て、クロードは眉まゆ根ねを寄せた。

「んなわけねえだろ」

「え……」

「確かにこの間まではそうだった。ロゼのことは、相変わらず大事だよ。守れなかった後悔だって、一生忘れる気はない」

「なら、……」

「聞けって。──けど、おれはもう、五年前を悔くいるためだけに歌姫を目指すんじゃないから。守りたいものがあるって気づいたんだ」

「……守りたいもの？」

　どこかうつろな瞳ひとみを向けるミュゲの額を、クロードは指でぴんと弾はじく。

「たとえばそう、お前とかだよ」

「え」

「二度と殺してくれだなんて言うなよ、兄弟？」

　目をしばたたくミュゲに、まっすぐ視線を合わせ、クロードはきっぱりと告げる。

「いつまでも無力でいたくない。過去の清算にこだわるより、同じ過あやまちを繰り返したくないんだ。だからもう、気にしなくていい」

「そっか」

　すとんと全身の力が抜け、ミュゲは「そっか……」と繰り返した。

「やっぱり変わらないね、きみは」

「お前なあ！　……ちょっとは進歩を認めてくれたっていいだろ。これでも後ろ向きじゃなくなったつもりだぞ」

　クロードは不ふ貞て腐くされたようにそっぽを向いた。

　思わず、笑いが零こぼれる。──ちゃんと笑える。

「違うよ。──結局ちゃんと前を向いて歩いていけるところは、変わんないねってことだよ」

「！」

「改めて、僕も付き合っていいかな？　……きみが進めるところまで」

　当たり前だろ、そう言って掲かかげられた拳こぶしに、軽く拳を突き合わせる。

（今回、きみが前に進めたのは、彼のおかげなのかな）

　浮かぶのは、黒髪のぶっきらぼうな少年の顔だ。

　おぼろげでも記憶の端はしに残る、紅あかく輝く幻の荊いばらと、彼の舞う姿。

「正式パートナー、決まっておめでとう。ちゃんと紹しよう介かいしてよ？」

「？　紹介も何も、お前もよく知って……」

「それも改めて、だよ。新しく、きみの大切な人になったんだから」

　ミュゲ自身は彼と言葉を交かわすことがあまりなかったのだ。話してみたかった。過去ばかりを、ロゼだけを見ていたクロードを変えてみせた少年と、これからクロードと肩を並べて戦うことになるパートナーと。

　そう言うと、なぜか親友は何か思案するように視線をさまよわせた。

「新しい大事な人だから改めて紹介……」

　かと思えば、ぶつぶつ呟く。その目があさってのほうを向いているようで、「クロード？」とミュゲが呼びかけた時だ。

　──ごいんっ。

　クロードが、勢いよくベッドの飾り板の端に自ら頭を打ちつけた。なんの前まえ触ぶれもなかった。

「違うんだロゼ！」

「何が!?」

　そのままの体勢で一声叫んだクロードに、ミュゲはぎょっと身を竦すくめた。ありていに言うとドン引いた。

「なんでもない本当になんでもないお前の言葉からなんか変な連想とかしてない本当だ」

「いや、そんなに主張しなくても大丈夫だけど……あれ、クロード、帰るんだ？」
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　ミュゲが目を覚ましたことで、クロードは随分気が楽になった。告白の内容は、衝しよう撃げき的てきでなかったといえば噓になるが、それでも親友が大切な気持ちは変わらない。

　病室を後にしながら、クロードはふとミュゲに言われたことを反はん芻すうする。

（そりゃあ、パートナーになったんだもんな、新しい大事な相手だよな……なぜにその言葉であんな動どう揺ようした、おれ）

　ミュゲに先立って回復したノワールとは、問題なくいつも通りの日々が再開された。否いな、少しだけ距きよ離りが縮まった気がするのは、きっと思いあがりではない。

（あいつ剣の腕うではめっぽう強いくせして、どうも危なっかしいっていうか、気にかかるっていうか……）

　それから、笑うと案外可か愛わいいことや、照れると真っ赤になることも、記憶の端々に引っかかる。もっと、いろんな表情が見てみたい。

　それにあの、抱だき上げた時の身体の薄うすさ。閉じた睫まつ毛げは長く影を落として、赤い唇くちびるが──

　そこまで考えたところで、クロードは再度壁に頭を打ちつけた。

　ごつっ。

　結構いい音がする。いい痛さも伴った。鈍にぶい痛みが脳天を突き抜け、強制的に思考を冷やしてくれる。

（──笑うと可愛いとかいろんな顔が見たいとか身体細いとかって！）

　明らかに、同性相手の感想ではない。

　けれど。

「なんで、気になる……？」

　壁に頭をめり込ませたまま、呆然と呟く。

　理由を考えかけ──やめた。答えを見つけたら何かが終わる気がする。

　心臓がうるさい。熱を持った頰も、何もかもが気のせいに違いないのだ。
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「ああ、もう。こんなに顔に傷をつけて……花堕ちは女の子でも少しは傷の治りが速いというけれど、そういう問題じゃございませんのよ。せっかく可愛い顔なのに……仕方がないってわかってますけれど、それにしたって」

「ごめん、ごめんなさい、ベル」

　ぶつぶつぼやきながらも傷の手当てをしてくれる友人に平謝りしつつ、ノワールは恐る恐るベルガモットの様子を窺うかがった。

　教きよう壇だんに腰かけたドレスの膝ひざの上にちんまりと鎮ちん座ざする、小鳥の浮き彫りがされた薬箱。可愛らしいそれは、彼女の手持ちのものだ。性別の問題で医務室は使えず、それを理由に傷をほったらかしにする野生児を追いかけては、こうして湿しつ布ぷや包帯を取り替えてくれるのだ。

　今日も放課後、空いた教室で師し匠しように手紙を書こうとしていたところを捕つかまって、そのままなしくずしの現状である。手の中で、使うはずだった便せんがくしゃくしゃになっていた。

　自らのパートナーが遭そう遇ぐうした災難について、顚てん末まつを後から知ったベルガモットは、最初は何も言わなかった。表情を消して、「そう」とだけ淡たん々たんと返した──それが、彼女なりに怒っている時の反応だと、ノワールは知っている。

「ミゲラルドが切り捨てられそうになったこと……ベルは、どう思ってる？」

　訊いた後、あまりに直ちよく截せつすぎたことに後悔する。

　楽院は、薔薇の『種』を宿した彼を、ためらいなく殺そうとした。そして、ベルガモットはモント・フロステラ最高責任者の娘だ。

「……ミュゲは助かったのだから、今はいいの。でも」

　ベルガモットは、気づけば目を伏ふせていた。

「あなたが花堕ちだと知られてしまったというのは、心配。ロザリアは変わりないのね？」

「性別はバレてないし、これからも気をつけるつもり。……それに、彼女は大丈夫」

　だいじょうぶ。その言葉は、すとんと胸の内に落ち着いた。

　歌うた姫ひめと舞まい手ては一対。彼女は、ノワールのパートナーだ。全ぜん幅ぷくの信頼を預あずけ、花堕ちと知っても態度を変えることなく背を預けてくれた。

　そして、今も。

　少しずつ何かが変わっていく。彼女といれば。──そしてそれは、決して悪い気分ではない。

「ロザリアとは、正式なパートナーになれたのですわね、ノワール。近日中に、公式に発表される予定ですけれど……いいの？」

　なにせ、あまりに常識外な状況で決まった相手だ。なんだかんだで、まだ、一般の楽生たちには報しらされないままである。

　正規のパートナーが決まったと公おおやけになれば、流れの舞手に戻ることはもうできない。

「たとえロザリアを裏切ることになろうと、──あなたがどうしても誰かと共に戦うことに抵てい抗こうを覚えるようなら、こっそり逃にがすこともできますのよ」

「平気」

　迷いもせずに答えると、ベルガモットは軽く目を瞠った。

「変わりましたわね、ノワール」

　眩まぶしいものでも見るように、彼女は目を細める。ひとつしか違わないのに、そんな表か情おをすると、なんだかずっと大人びて見えた。

「秘密を抱かかえた身で、必要以上に他人に近づくことはできない。正式パートナーは作らないって、言ってましたのに。彼女は……あなたにとって、信頼できる相手ですのね？」

　こっくり頷くノワールに、「そう」と微笑ほほえみ、ベルガモットは余った包帯を薬箱にしまう。

「けど！　あなたが顔に傷をつけて帰ってくるのは、別問題ですわ。清潔にはしてるけど、相変わらず装そう飾しよく性せいゼロですし……せめて新しい服はわたくしにあつらえさせて」

「え、……うあ、はい」

「何度も言いましてよ。あなたは女の子なんだからって。もう、どうやったら身の回りに気を使ってくれるようになるのかしら。好きな人でもできたら、変わってくれます？」

「えーと……？」

　唐突な話に、ノワールは目を白黒させる。

「……ごめん、言ってる意味がよく分からない」

「あら。誰かを想うって、とても楽しいのよ、ってことですわ。ノワール」

「え？」

「たとえ昔とすっかり変わってしまったり、自分を見てくれなかったりしても。……名前で呼んでくれたりとか、近くで声が聞けたりとか、そんな些さ細さいなことで幸せになれたりするものですのよ」

　ぱたんと薬箱を閉じる白しら魚うおのような指を見つめ、なんとなく思いついたことがある。

「今のベルも、なんだか楽しそうだね。さっき会いに行ってたのって、シス──」

「気のせいですことにょ」

　即そく答とうが来た。ただし、ひどく嚙かんでいる。

「あの、ベル？」

　首を傾かしげるノワールに、「それより！」とベルガモットは話を叩き切る。

「あなたを運んできてくれたのが誰だれなのか、教官やロザリアに訊いても今ひとつ要領を得ない説明しか返ってこないのですわ……。街の人らしいのですけど、顔も覚えてないって言いますし」

　くるくると金髪を指に巻きつけながら、彼女は唇を尖とがらせた。

「誰だったのかしら。ねえ。あなたは、どんな顔だったか覚えてなくて？」

「うーん……」

　ノワールは口元に手をやった。あの日のことは、ほとんど覚えていない。気づいたらアルメリア邸ていの自室のベッドで、治療が全部終わった状態で寝かされていた。

「……やっぱり覚えてない」

「あら、あなたもそうなの。誰だったのですかしらね、本当」

　溜ため息いきをつくベルガモットに、ノワールは曖あい昧まいに微わ笑らってみせた。

　──本当は、少しだけ覚えている。街でも助けてくれた、赤い髪の男の人。

　けれど、今となっては、あれも夢だったのか現実だったのか分からない。

　次に会ったら訊いてみよう。まだ知らないままの、彼の名前と一緒に。

「手当て、ありがとう。それじゃベル、私はこれで」

「あら、また練習？」

「そう。そろそろ、ロザリアの方も終わる頃だから」

　ごまかしながら、ちらりと脳裏をよぎるのは別のこと。

　力強い腕のぬくもりだけがはっきり印象に残っていて。──思い出すと、なぜだか心臓が軽く跳はねた。
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「お待たせ、ロザリア」

「おう。言うほど待ってないぞ」

　正門から出てきたノワールを、クロードは片手を上げて迎えた。

「ロザリア、なんか元気ないね？」

「最後、シスカ教官の座学だったんだよ……なんか最近、やたらと当てられるんだよなあ。課題積まれるし、今日も皮肉の嵐喰らったし。おれ、目の敵かたきにされてんだろうか」

「懲こりずに咬かみつくからじゃない？」

「……お前、言葉足りない割に時々ばさっと斬きるよな」

「そう？」

「そう！」
















　軽口を叩きあいながら、『嘆なげきの森』に向かう。ミュゲに先駆けていち早く復帰したノワールとは、放課後、そこで歌と舞まいを合わせるのが日課になっていた。

　腐ふ葉よう土どを踏ふみしめ、まだ明るい森に入る。木こ漏もれ日を追って天を振り仰あおぐと、葉の合間から覗のぞく空の青が鮮あざやかだった。

「──そういえば、ここから全てが始まったんだっけ……」

　クロードは、苦笑交まじりに呟く。

　出会いは相当に物ぶつ騒そうだった。──彼の隣で歌うことになるなんて、あの時は思ってもみなかったのに。

「何か言った？　ロザリア」

「いーや？　強しいて言うなら、思えば遠くに来たもんだ的な独ひとり言ごと」

「？」

　ノワールはきょとんとしていたが、やがて首をひねりつつも頷く。そのまま合わせの練習に入るかと思いきや、唐突に口を開いた。

「ところでロザリア。誰か好きな人はいる？」

　時間が止まった。

　たっぷり三十秒ほど固まった後、クロードは「は……？」と絞しぼり出す。

「そ、そ、それってどういう……!?」

　好きな人を聞いてくる状況ってなんだ。声を出した瞬間、爆ばく発はつしたように心臓が暴れ始めた。頭がぼうっとし、火がついたみたいに顔が熱くなる。期待に高鳴る胸を押さえると、柔らかなふくらみが掌を押し返す。

　──パンだ。当然ながら。

　認識した瞬間、ひゅうっと現実に引き戻された。

（……ってえ、違うだろ──!!　こいつは、男！　男だから!!）

　高鳴ってどうする。

　一人で百面相を繰り広げるクロードに、ノワールの返答は辛しん辣らつだった。

「いや、ベルが、誰かを好きになるって楽しいって言ってたから。ロザリアはどうなのかなって思って訊いただけ。誰か好きな人、いる？」

　クロードは黙り込んだ。──どうも面おも白しろくない。

「お前こそどうなんだよ。言われて引っかかるってことは、誰か気になる相手でもいんのか？」

「気になる相手……っていうのが、どうにも」

「だから、いつの間にか顔を思い浮かべてるとか、なんとなく一緒にいてそわそわして落ち着かなかったり、それなのに妙に会いたくなったりする相手だよ！　って、何が悲しくておれがお前にそんなこと教えてやらなきゃならない!?　この野生児め！」

　それ以前に、男二人で恋愛話に興じているこの状況はなんだ。やけっぱちに答えつつ、一度静めたはずの心臓がまたうるさく自己主張してくる。

「気づいたら顔が浮かんでる、会いたくなる……」

　ノワールは教えられた言葉を復唱していたが、途中でふと目を見開く。

「いる」

「誰!?」

　凄すさまじい勢いで喰いついたクロードに若干びくつきつつ、ノワールは視線をさまよわせた。

「教えない」

「なんで！」

「あなたには関係ないから」

「…………そうだよなー」

　ざっくりと切り捨てられ、クロードは肩を落とす。

「おれには関係ない、知らない相手ってことな。お前、すぐ関係ないとか言うなよ、分かってても凹へこむだろ」

　──落らく胆たんすることなんて何もないはずなのに。

　木に懐なついてずっしり沈み込んでいたクロードは、ノワールが「……私だって、名前も知らないし」と小声で続けたことに気づけなかった。

　拗すねたように地面に視線を落とし、白い頰ほおをほんのりと染めているノワールを横目で見て、クロードは心中で呻うめく。ちくしょう可愛いじゃねえか、と。

（……見た目、見た目の問題な。可愛いつっても弟的なアレなわけで、だからおれはいったい誰に言い訳を）

「あ、けど。あなたのこともよく考えるよ」

「！」

「あなたの歌のことを考える。声に合わせて、舞っている時のこと」

「だからなんでいちいち唐突なんだよ……！」

　翻ほん弄ろうするのもいい加減にしろ、と叫びかけた。うっかり翻弄されること自体がおかしい事実は、全力で脳みその辺境に追いやる。

　動揺を通り越して腹が立ってきたクロードは、「ああもう、分かったよ！」と髪をかきまぜる。

「じゃあ合わせるぞ。しゃべってる時間が惜おしい」

　言ったきり、相手の返答も聞かず声を張り上げる。森の澄すんだ空気を抜け、その向こうの蒼そう穹きゆうに吸い込まれていく歌声に、すぐに鈴すずの音が重なった。

　黒髪が広がり、青いサッシュが弧こを描えがく。すぐさま怒りも迷いも消えて、ただその動きを目で追い、耳で聴きき、肌はだで感じる。全身で、舞に酔よい、歌に没ぼつ頭とうする。

　──大切な少女を守れなかったのは五年前。

　共にここで花狩になろうと、約束を交わした。

　今、隣にいるのは彼女ではない。出会って間もない、無ぶ愛あい想そうで無器用で、優しい異国の踊り子。だというのに、不思議と胸が満たされる。




　──あの頃感じていたほのかな想いと同じものを、彼に感じているのだと、認める気はないけれど。

　そう、絶対に！








ＦＩＮ













あとがき






　お久しぶりですの皆様もはじめましての皆様も、本作をお手に取っていただき誠にありがとうございます。夕ゆう鷺さぎかのうでございます。

　突然ですが、男前な女装男子が好きです。「別に好きで女装なんかしちゃいねえが、やるからには開き直って完かん璧ぺきにこなしてやるぜ！」という謎なぞの職人根こん性じようを持った女装男子が好きです。

　本作は、そんな情熱の赴おもむくまま、薔ば薇らや歌姫、異国の踊り子、ねじくり曲がった恋模様に女装男子と、きらきらしたもの（？）を好き放題つめこんでできあがったファンタジーです。

　願わくば、「どうしてこうなった!?」感を楽しんでいただければと存じます。表紙のヒロイン、そっちじゃなくてこっちだよが合言葉。

　物語の舞台は、海に浮かぶ孤こ島とうの学園です。お気づきの方も多いかもしれませんが、モデルはフランスの修道院、モン・サン・ミッシェル。

　現地に行った際、周辺に一泊し、計三回足を運びました。片道徒と歩ほ四十分の労ろうも時間も痛くないほど、その景色はまったく見事の一言でした。ただひとつ困った点を挙げるとすれば。


　放牧された羊の落とし物（※婉えん曲きよく表現）が、超多い……!!



　真っ暗くら闇やみで足元が見えない中での進軍はそれは恐ろしいものでございました。具体的名称を言うのも憚はばかられ、旅中はずっと「ミッシェル」という愛あい称しようで呼んでおりましたが（※踏んでしまった時など「ミッシェル被ひ弾だん！」と叫んで使用）それ天使の名前だし。不届き極まりない。

　それでは最後に、お世話になった皆様に御礼を申し上げたく。まず、デビューからお世話になり続けたＦ様、今までありがとうございました。普通ブレーキかけるところを全力でアクセル踏ふみに来る貴女あなた様の感性が大好きでした。そして新担当Ｉ様、しょっぱなからそらもうご迷惑をおかけしました……的確なご指摘の数々がなければ、今頃この作品は難なん破ぱ船せんになっていた可能性絶大です。会話のオチをすべてプレッシャーに繫つなげる真性ドＳなご性格も、敬けい愛あいしてやみません。三人でわいわい打ち合わせをするのは、それは楽しいものでございました。

　イラストのオサム様！　最初に頂いたゼラニウム教官のラフ、かっこよすぎてなんでこいつ主人公にしなかったんだと後こう悔かいしたぐらいです。表紙イラストも麗うるわしすぎて、数十分ためつすがめつした挙あげ句くに画面前で小一時間正座しました。変態と呼んでくださって結構ですとも！

　旧作に温かい応援の言葉をお寄せ下さった皆様、校正様にデザイナー様、本書の製作・販売に関わって頂いた全ての皆様。

　誰よりも、ここまで本書をお読み下さったあなたへ。改めまして、深く御礼申し上げます。

　それではまた、どこかでお会いできることを願いつつ。


夕鷺かのう










著者

夕鷺かのう

Kanoh Yusagi




このごろ自分にはやるもの、

女装男子に男装女子。

初恋をこじらせて大変なことになった青年と、初恋を忘れてやっぱり大変なことになった少女の物語です。お楽しみ頂けると幸いです！










イラスト

オサム

Osamu




うどんと水不足で有名な某県在住。

犬猫と戯れながら日々生きてます。

ここ最近の趣味はビオトープでメダカの養殖。人の気配を感じると餌クレクレ～と鯉みたいに寄ってきます。何気にカワイイ奴らです。

増えすぎて手狭になったので来年こそ直径１ｍ超えのドでか睡蓮鉢買おうと思います。
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